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このドキュメントの使用方法

このコマンド行インタフェース (CLI)手順ガイドでは、Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0をサポートするOracleの Sunラック搭載型サーバー、サーバーモ
ジュール、およびCMMに共通するOracle ILOMの日常的な管理機能について説明し
ます。

このガイドは、その他のOracle ILOM 3.0のドキュメントコレクションと一緒に使用
してください。このガイドは、技術者、システム管理者、Oracleの認定サービスプ
ロバイダ、およびシステムハードウェアの管理の経験を持つユーザーを対象にして
います。

ここでは、次のトピックについて説明します。

■ 7ページの「関連ドキュメント」
■ 8ページの「ドキュメントのフィードバック」
■ 8ページの「製品のダウンロード」
■ 9ページの「Oracle ILOM 3.0ファームウェアのバージョン番号スキーム」
■ 9ページの「サポートとアクセシビリティー」

関連ドキュメント

ドキュメント リンク

すべてのOracle製品 http://www.oracle.com/documentation

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0
ドキュメントライブラリ

http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=ilom30

システム管理、単一システム管理 (SSM)のセ
キュリティー、および診断のドキュメント

http://www.oracle.com/

technetwork/documentation/

sys-mgmt-networking-190072.html

Oracle Hardware Management Pack 2.0 http://docs.oracle.com/cd/E19960-01/index.html

注:使用している Sunサーバーのプラットフォームに固有のOracle ILOM 3.0ドキュメントを見つけ
るには、使用しているサーバーに付属している管理ガイドのOracle ILOMのセクションを参照して
ください。
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ドキュメントのフィードバック
このドキュメントについてのフィードバックをお寄せ下さい。

http://www.oracle.com/goto/docfeedback

製品のダウンロード
各 Sunサーバーまたは SunブレードシャーシシステムのOracle ILOM 3.0ファーム
ウェアの更新は、My Oracle Support (MOS) Webサイトからダウンロードできるスタ
ンドアロンソフトウェア更新によって利用できます。このようなソフトウェア更新
をMOS Webサイトからダウンロードするには、次の手順を参照してください。

▼ 製品のソフトウェアおよびファームウェアのダウンロード

http://support.oracle.comにアクセスします。

My Oracle Supportにサインインします。

ページの上部にある「パッチと更新版」タブをクリックします。

「パッチ検索」パネルで、「製品またはファミリ (拡張)」を選択します。

「対象製品」リストボックスで、製品名の全体または一部を入力し、リストボック
スに一致する製品のリストが表示されたら該当する製品名を選択します。

「リリース」リストボックスで次のようにします。

a. 「リリース」リストボックスで下矢印をクリックして、一致する製品フォルダの
リストを表示します。

1つ以上の製品ソフトウェアリリースのリストが表示されます。

b. 目的のソフトウェアリリースの横にあるチェックボックスを選択します。

「パッチ検索結果」画面で、目的の「パッチ名」を選択します。

「パッチ名」の選択で、次のいずれかのアクションをクリックします。

■ 「Readme」 –選択したパッチのReadmeファイルを開きます。
■ 「Add to Plan」 –選択したパッチを新規または既存のプランに追加します。
■ 「ダウンロード」 –選択したパッチをダウンロードします
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Oracle ILOM 3.0ファームウェアのバージョン番号ス
キーム

Oracle ILOM 3.0では、サーバーまたはCMMで動作しているファームウェアの
バージョンを識別しやすいように、バージョン番号スキームを採用しています。こ
の番号スキームでは、5つのフィールドがある文字列を使用しています。たとえ
ば、a.b.c.d.eとなり、ここでは次のとおりです。

■ a - Oracle ILOMのメジャーバージョンを示します。
■ b - Oracle ILOMのマイナーバージョンを示します。
■ c - Oracle ILOMの更新バージョンを示します。
■ d - Oracle ILOMのマイクロバージョンを示します。マイクロバージョンは、プ
ラットフォームまたはプラットフォームのグループ単位で管理されます。詳細
は、使用しているプラットフォームのプロダクトノートを参照してください。

■ e - Oracle ILOMのナノバージョンを示します。ナノバージョンは、マイクロ
バージョンの増分反復です。

たとえば、Oracle ILOM 3.1.2.1.aの意味は次のとおりです。

■ Oracle ILOM 3はメジャーバージョン
■ Oracle ILOM 3.1はマイナーバージョンです
■ Oracle ILOM 3.1.2は 2番目の更新バージョン
■ Oracle ILOM 3.1.2.1はマイクロバージョン
■ Oracle ILOM 3.1.2.1.aは 3.1.2.1のナノバージョン

サポートとアクセシビリティー

説明 リンク

My Oracle Supportを通じた電子
的なサポートへのアクセス

http://support.oracle.com

聴覚障害の方へ:

http://www.oracle.com/accessibility/support.html

アクセシビリティーに対する
Oracleのコミットメントについ
て

http://www.oracle.com/us/corporate/accessibility/index.html

サポートとアクセシビリティー
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CLIの概要

説明 リンク

Oracle ILOM CLIの業界標準
ユーザーインタフェースモデル
について学習します。

■ 12ページの「Oracle ILOM CLI - DMTF Server Management
Command-Line Protocolユーザーインタフェース」

Oracle ILOM CLIの接続要件、イ
ンストールされるファーム
ウェア、CLIプロンプトについ
て学習します。

■ 12ページの「Oracle ILOM CLI接続」
■ 13ページの「Oracle ILOM CLIで許可されるサーバー SPま
たはCMMのネットワークアドレス」

■ 14ページの「Oracle ILOM CLIファームウェアとCLIプロン
プト」

Oracle ILOM CLIの管理ネームス
ペースについて理解します。

■ 14ページの「Oracle ILOM CLIの管理ネームスペース」
■ 14ページの「Oracle ILOM CLIのターゲットネームス
ペース」

■ 15ページの「CLI管理ターゲットネームスペース」
■ 16ページの「DMTFでサポートされるCLPコマンド」
■ 17ページの「CLIコマンドのオプション」
■ 18ページの「サーバー SP - CLIターゲットツリー」

CLIコマンドを実行するための
構文要件と例を確認します。

■ 18ページの「CLIコマンド構文の入力とコマンドの実行」

一般的なCLIコマンドを確認し
ます。

■ 20ページの「代表的なCLIコマンド」

以前のOracle ILOM 2.0のプロパ
ティーと新しいOracle ILOM 3.0
のプロパティーを比較します。

■ 24ページの「Oracle ILOM 3.0のプロパティーとOracle ILOM
2.xのプロパティーの比較」

関連情報
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 -概念』、Oracle ILOMの概要
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 - Web手順』、Webインタフェースの概要
■ 『Oracle ILOM 3.0プロトコル管理リファレンス』、SNMPの概要
■ 『Oracle ILOM 3.0プロトコル管理リファレンス』、IPMIの概要
■ 『Oracle ILOM 3.0保守と診断』、保守および診断の概要
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■ 『Oracle ILOM 3.0機能更新およびリリースノート』、新機能または更新された機
能

Oracle ILOM CLI - DMTF Server Management Command-Line
Protocolユーザーインタフェース

Oracle ILOM CLIは、Distributed Management Task Forceの仕様である Server
Management Command-Line Protocol Specification, version 11.0a.8 Draft (DMTF CLP)に基
づいています。この仕様全体は、次のサイトで参照できます。

http://www.dmtf.org/

DMTF CLPには、サーバーの状態、アクセス方法、またはインストールされている
オペレーティングシステムにかかわらず、1つ以上のサーバーを対象にした管理用
ユーザーインタフェースがあります。

DMTF CLPアーキテクチャーでは、階層的なネームスペースをモデル化してお
り、システム管理下にあるすべてのオブジェクトを含むツリーがあらかじめ定義さ
れています。このモデルでは、少数のコマンドを使用してターゲットの大きな
ネームスペースを操作し、ターゲットは、オプションやプロパティーで変更できま
す。このネームスペースでは、各コマンド動詞のターゲットが定義されています。

Oracle ILOM CLIネームスペースでのオブジェクトの管理の詳細については、14
ページの「Oracle ILOM CLIの管理ネームスペース」を参照してください。

Oracle ILOM CLI接続
コマンド行インタフェースを使用し、ネットワーク接続を通じて、あるいは
シャーシ監視モジュール (Chassis Monitoring Module、CMM)またはサーバーサービス
プロセッサ (Service Processor、SP)上のシリアルポートへの直接端末接続を通じ
て、CMMまたはサーバー SP上のOracle ILOMにアクセスできます。また、一部の
Oracle Sunサーバーでは、Oracle ILOMのローカル相互接続インタフェース機能を使
用して、サーバーへの物理ネットワークまたはローカル接続を使用することな
く、ホストオペレーティングシステムからサーバーを直接管理できます。

注 – Oracle ILOMでローカル相互接続インタフェース機能を使用する方法の詳細
は、『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 -概念ガイド』を参照してください。サーバーに
ローカルシリアルデバイスを接続する方法、あるいはサーバーまたはCMMのNET
MGTポートにネットワークケーブルを接続する方法については、使用している
サーバーまたはCMMに付属のインストールガイドを参照してください。

このセクションで説明するトピックは次のとおりです。

Oracle ILOM CLI - DMTF Server Management Command-Line Protocolユーザーインタフェース
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■ 13ページの「Oracle ILOM CLIで許可されるサーバー SPまたはCMMのネット
ワークアドレス」

■ 13ページの「IPv6アドレスの入力例」
■ 14ページの「Oracle ILOM CLIファームウェアとCLIプロンプト」

Oracle ILOM CLIで許可されるサーバー SPまたは
CMMのネットワークアドレス
Oracle ILOM 3.0.12以降では、次のネットワークアドレスがOracle ILOMサーバープロ
セッサ (Service Processor、SP)のCLIで許可されます。

■ IPv4アドレス (10.8.183.106など)
■ IPv6アドレス (fec0:a:8:b7:214:4fff:5eca:5f7e/64など)
■ リンクローカル IPv6アドレス (e80::214:4fff:feca:5f7e/64など)
■ DNSホストドメインアドレス (company.comなど)

IPv6アドレスの入力例

SSH接続を使用してOracle ILOMにログインするために IPv6アドレスを指定すると
きは、IPv6アドレスを角かっこで囲まないようにします。Webブラウザの使用時に
URL内で IPv6アドレスを使用するときや、ファイルを転送するときは、IPv6アドレ
スを角かっこで囲む必要があります。

例:

■ WebブラウザでURLを入力するときは、次のように入力します。
https://[ipv6address]

■ SSHとデフォルトのOracle ILOM rootユーザーアカウントを使用してOracle ILOM
CLIセッションを確立するときは、次のように入力します。
ssh root@ipv6address
SSH接続を使用してOracle ILOMにログインするために IPv6アドレスを指定する
ときは、IPv6アドレスを角かっこで囲まないようにします。

■ CLIの load -sourceコマンドと tftpを使用してファイルを転送するときは、次の
ように入力します。

load -source tftp://[ipv6address]filename.extension
IPv6アドレスの入力の詳細については、『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 -概念ガ
イド』を参照してください。IPv4と IPv6の接続に関する問題の診断のヘルプにつ
いては、213ページの「IPv4または IPv6のOracle ILOM接続に関する問題の診
断」を参照してください。

Oracle ILOM CLIで許可されるサーバー SPまたは CMMのネットワークアドレス
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Oracle ILOM CLIファームウェアとCLIプロンプト
サーバー SPまたはCMMでCLIセッションへの接続を確立すると、システムにイン
ストールされているOracle ILOMファームウェアのバージョンが識別され、著作権情
報とCLIプロンプトが表示されます。

例:

Oracle(R) Integrated Lights Out Manager

Version 3.0.0.0 r54408

Copyright (c) 2010, Oracle and/or its affiliates. All rights reserved.

->

注 – Oracle ILOM 3.0.10から、CMMのCLIプロンプトを変更して、CMMのCLIプロン
プトとサーバーモジュール (ブレード)のCLIプロンプトを区別できます。新しいCLI
プロンプトプロパティーおよびCLIプロンプトをCMMまたはブレード固有にする方
法の詳細は、『Oracle ILOM CMM管理ガイド』を参照してください。

Oracle ILOM CLIの管理ネームスペース
Oracle ILOM CLI管理ネームスペースには、システム内のすべての管理対象オブ
ジェクトを含む階層的な定義済みツリーが含まれます。Oracle ILOM CLI内では、少
数のコマンドが、オプションおよびプロパティーによって修正されたターゲットの
大規模なネームスペースに対して機能します。

このセクションで説明するトピックは次のとおりです。

■ 14ページの「Oracle ILOM CLIのターゲットネームスペース」
■ 15ページの「CLI管理ターゲットネームスペース」
■ 16ページの「DMTFでサポートされるCLPコマンド」
■ 17ページの「CLIコマンドのオプション」
■ 18ページの「サーバー SP - CLIターゲットツリー」

Oracle ILOM CLIのターゲットネームスペース
次の表では、Sunサーバープラットフォームまたは Sunブレードシャーシプラット
フォームに対してOracle ILOMによって提供される、CLI管理ターゲットネームス
ペースについて説明します。

Oracle ILOM CLIファームウェアと CLIプロンプト
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表 1 Oracle ILOM管理ターゲットネームスペース

ターゲット 説明

* /SP このターゲットの種類の下にあるターゲットおよびプロパティーは、Oracle
ILOMサービスプロセッサ (Service Processor、SP)の構成や、ログおよびコン
ソールの表示に、Sunサーバーで使用されます。

* /CMM ブレードシャーシプラットフォームでは、このターゲットの種類が /SPの代
わりになり、Oracle ILOMシャーシ監視モジュール (CMM)の構成に使用され
ます。

* /SYS このターゲットの種類の下にあるターゲットおよびプロパティーは、インベ
ントリのステータスや環境センサーを監視するため、およびサービスコン
ポーネントを管理するために、Sunサーバーで使用されます。この
ターゲットの種類に属するターゲットは、ハードウェアコンポーネントの名
前に直接対応しており、その一部は物理的なハードウェアに印字されていま
す。

* /CH ブレードシャーシプラットフォームでは、このターゲットの種類が /SYSの代
わりになり、シャーシレベルのインベントリステータス、環境ステータ
ス、およびハードウェアの管理を提供します。ターゲットの種類は、すべて
のハードウェアコンポーネントの命名法に直接対応しており、その一部は物
理的なハードウェアに印字されています。

* /HOST このターゲットの種類の下にあるターゲットおよびプロパティーは、ホスト
オペレーティングシステムを監視および管理するために、Sunサーバーで使
用されます。

CLI管理ターゲットネームスペース
Oracle ILOMでは、次のように、サーバー管理とシャーシ管理に異なるCLIネームス
ペースが提供されています。

■ サーバー SP CLI管理 –サーバー SP CLIからは、/SPネームスペースにアクセスし
て、サーバー SPを管理および構成できます。また、SPネームスペースから
は、/SYSおよび /HOSTネームスペースにアクセスすることもできます。

■ シャーシ CLI管理 -– CMM CLIからは、/CMMネームスペースと
/CH/BLn、/CH/BLn/Noden、/CH/NEMなどのシャーシコンポーネントネームスペース
にアクセスできます。/CMMネームスペースでは、CMMの管理および構成を行う
ことができます。/CHネームスペースでは、単一の SPサーバーモジュール (ブ
レード)、複数の SPサーバーモジュール、NEMなどの管理対象シャーシコン
ポーネントのプロパティーにアクセスし、それらを構成できます。

次の表では、Oracle ILOMでナビゲートできるCLIサーバーおよびCMM管理
ターゲットを示します。

CLI管理ターゲットネームスペース

15



表 2 CMMおよびサーバー SPのCLI管理ターゲット

管理対象デバイス CLI管理ターゲットについての説明

サーバー ■ /SPを使用して、サーバーモジュール SPを構成し、ログおよびコン
ソールを表示します。

■ /SYSは、ブレードレベルでのインベントリのステータスや環境セン
サーの監視、およびハードウェアコンポーネントの管理に使用されま
す。

CMM、シャーシ
サーバーモ
ジュール (ブ
レード)、SP、また
はNEM

■ /CMMを使用して、CMM上のOracle ILOMを管理します。

■ /CHを使用して、シャーシレベルのインベントリ、環境、およびハード
ウェアの管理を提供します。/CHアドレス空間は、Sun Bladeモジュラーシ
ステムで /SYSの代わりになります。

■ /CH/BLnを使用して、CMM CLIセッションからサーバーモジュール SPの
プロパティーおよびオプションにアクセスし、それらを構成します。

■ /CH/BLn/Noden。ここでは、Nodenは、複数の SPをサポートする
サーバーモジュール上の特定の SPのプロパティーおよびオプションにア
クセスし、それらを構成するために使用されます。

■ /CH/NEMn/は、CMM CLIセッションからNEMターゲットおよびプロパ
ティーにアクセスするために使用されます。

サーバーのホスト
OS

■ /HOSTを使用して、ホストサーバーのオペレーティングシステムの対話を
監視および管理します。

DMTFでサポートされるCLPコマンド
Oracle ILOM CLIは、次のDMTFシステム管理CLPコマンドをサポートします。

注 – CLIコマンドの大文字と小文字は区別されます。

表 3 CLIコマンド

コマンド 説明

cd オブジェクトのネームスペースを操作します。

create ネームスペースにオブジェクトを作成します。

delete ネームスペースからオブジェクトを削除します。

exit CLIのセッションを終了します。

help コマンドとターゲットに関するヘルプ情報を表示します。

DMTFでサポートされる CLPコマンド
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表 3 CLIコマンド (続き)
コマンド 説明

load 指定されたソースから指定されたターゲットにファイルを転送します。

dump ターゲットからURIで指定したリモート位置にファイルを転送します。

reset ターゲットの状態をリセットします。

set ターゲットのプロパティーを指定した値に設定します。

show ターゲットとプロパティーについての情報を表示します。

start ターゲットを起動します。

stop ターゲットを停止します。

version 実行中のサービスプロセッサのバージョンを表示します。

CLIコマンドのオプション
次の表は、一部のCLIコマンドでサポートされるCLIオプションについて説明して
います。

注 – CLIコマンドでサポートされるCLIオプションを確認するには、helpコマンドを
使用してください。

表 4 CLIオプション

長文形式オプション 省略形式 説明

-default コマンドのデフォルト機能のみを実行します。

-destination データの宛先を指定します。

-display -d ユーザーが表示したいデータを表示します。

-force -f アクションをただちに実行するように指定します。

-help -h ヘルプ情報を表示します。

-level -l 現在のターゲットと、特定レベルのすべてのターゲットのコマン
ドを実行します。

-output -o コマンド出力の内容と形式を指定します。Oracle ILOMでは、表
形式でターゲットおよびプロパティーを表示する -o tableのみを
サポートしています。

-script コマンドに関連する通常の警告またはプロンプトをスキップしま
す。

CLIコマンドのオプション
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表 4 CLIオプション (続き)
長文形式オプション 省略形式 説明

-source ソースイメージの場所を表示します。

サーバー SP - CLIターゲットツリー
CLIネームスペース内のすべてのオブジェクトはターゲットと見なされます。

CLIコマンド構文の入力とコマンドの実行
Oracle ILOMでターゲットの場所を指定し、CLIコマンドを適切に実行するには、コ
マンドの入力時と実行時に、必要なコマンド行構文を適用する必要があります。詳
細については、次のトピックを参照してください。

■ 19ページの「CLIコマンド構文の入力」
■ 19ページの「コマンドの実行」

図 1 Oracle ILOM CLIターゲットツリーの /SPの例

サーバー SP - CLIターゲットツリー
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CLIコマンド構文の入力
Oracle ILOM CLIを使用するときのコマンド構文は、次のとおりです。[command
name] [option] [target] [property] [value]

例:

-> set /SP/services/https port=portnumber servicestate=enabled|disabled

注 –この章の構文例では、/SP/で始まるターゲットを使用しますが、使用している
サーバープラットフォームによっては、/CMM/で始まるターゲットに置き換わる場合
があります。サブターゲットは、すべてのサーバープラットフォームで共通です。

コマンドの実行
ほとんどのコマンドでは、実行するにはターゲットの場所を指定してからコマンド
を入力します。これらのアクションは、個別に実行することも、同じコマンド行で
組み合わせることもできます。

■ 19ページの「コマンドを個別に実行する」
■ 19ページの「コマンドを組み合わせて実行する」

▼ コマンドを個別に実行する

cdコマンドを使用して、ネームスペースに移動します。
例:

cd /SP/services/http

コマンド、ターゲット、および値を入力します。
例:

-> set port=80

または

-> set prop1=x

-> set prop2=y

▼ コマンドを組み合わせて実行する

<command><target>=valueという構文を使用して、単一のコマンド行でコマンドを入
力します。
例:

1

2

●

コマンドの実行
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-> set /SP/services/http port=80

または

-> set /SP/services/http prop1=x prop2=y

代表的なCLIコマンド

注 – Oracle ILOM CLIコマンドの詳細については、181ページの「CLIコマンドリ
ファレンス」を参照してください。

表 5 一般的なコマンド

説明 コマンド

コマンドとターゲットについての情報を表示します。 help

特定のコマンドについての情報を表示します。 help <string>

すべての有効なターゲットを表示します。 help targets

現在のターゲットを変更して表示します。 cd

ターゲットからURIで指定したリモート位置にファイルを転送
します。

dump

CLIからログアウトします。 exit

システムで実行中のOracle ILOMのファームウェアバージョン
を表示します。

version

ターゲットをリセットします。 reset

クロック情報を表示します。 show /SP/clock

アクティブなOracle ILOMセッションを表示します。 show /SP/sessions

Oracle ILOMと BIOSファームウェアを更新します。 load -source tftp://newSPimage

Oracle ILOMのイベントログのリストを表示します。 show /SP/logs/event/list

表 6 ユーザーコマンド

説明 コマンド

ローカルユーザーを追加します。 create /SP/users/user1 password=password role=[a|u|c|r|o|s]

ローカルユーザーを削除します。 delete /SP/users/user1

ローカルユーザーの役割を変更し
ます。

set /SP/users/user1 role=operator

代表的な CLIコマンド
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表 6 ユーザーコマンド (続き)
説明 コマンド

すべてのローカルユーザーの情報
を表示します。

show -display [targets|properties|all] -level all /SP/users

LDAP設定の情報を表示します。 show /SP/clients/ldap

LDAP設定を変更します。 set /SP/clients/ldap binddn=proxyuser bindpw=proxyuserpassword
defaultrole=[a|u|c|r|o|s] address=ipaddress

表 7 ネットワークとシリアルポート設定のコマンド

説明 コマンド

ネットワーク構成情報を表示しま
す。

show /SP/network

Oracle ILOMのネットワークプロパ
ティーを変更します。IPアドレス
などの特定のネットワークプロパ
ティーを変更すると、アクティブ
セッションが切断されます。

set /SP/network pendingipaddress=ipaddress pendingipdiscovery=[dhcp|static]
pendingipgateway=ipgateway pendingipnetmask=ipnetmask commitpending=true

外部シリアルポートの情報を表示し
ます。

show /SP/serial/external

外部シリアルポート構成を変更しま
す。

set /SP/serial/external pendingspeed=integer commitpending=true

ホストへのシリアル接続の情報を表
示します。

show /SP/serial/host

ホストのシリアルポート構成を変更
します。

注 –この速度設定は、ホストのオペ
レーティングシステムのシリアル
ポート 0、COM1、または /dev/ttyS0
の速度設定と一致している必要があ
ります。

set /SP/serial/host pendingspeed=integer commitpending=true

表 8 アラート管理コマンド

説明 コマンド

アラートについての情報を表示しま
す。最大 15件までのアラートを構
成できます。

show /SP/alertmgmt/rules/1...15

IPMI PETアラートを構成します。 set /SP/alertmgmt/rules/1...15 type=ipmipet destination=ipaddress
level=[down|critical|major|minor]

代表的な CLIコマンド
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表 8 アラート管理コマンド (続き)
説明 コマンド

SNMPv3トラップアラートを構成し
ます。

set /SP/alertmgmt/rules/1...15 type=snmptrap snmp_version=3

community_or_username=username destination=ipaddress
level=[down|critical|major|minor]

メールアラートを構成します。 set /SP/alertmgmt/rules/1...15 type=email destination=email_address
level=[down|critical|major|minor]

表 9 システム管理アクセスコマンド

説明 コマンド

HTTP設定の情報を表示します。 show /SP/services/http

HTTPSへの自動リダイレク
ションを有効化するなど、HTTP
設定を変更します。

set /SP/services/http port=portnumber secureredirect=[enabled|disabled]

servicestate=[enabled|disabled]

HTTPSアクセスの情報を表示し
ます。

show /SP/services/https

HTTPS設定を変更します。 set /SP/services/https port=portnumber servicestate=[enabled|disabled]

SSH DSA鍵の設定を表示しま
す。

show /SP/services/ssh/keys/dsa

SSH RSA鍵の設定を表示します。 show /SP/services/ssh/keys/rsa

表 10 クロック設定コマンド

説明 コマンド

プライマリNTPサーバーと同期
化するようにOracle ILOMク
ロックを設定します。

set /SP/clients/ntp/server/1 address=ntpIPaddress

セカンダリNTPサーバーと同期
化するようにOracle ILOMク
ロックを設定します。

set /SP/clients/ntp/server/2 address=ntpIPaddress2

表 11 SNMPコマンド

説明 コマンド

SNMP設定の情報を表示します。デ
フォルトでは、SNMPポートは 161
で、v3が有効化されています。

show /SP/services/snmp engineid=snmpengineid port=snmpportnumber
sets=[enabled|disabled] v1=[enabled|disabled] v2c=[enabled|disabled]
v3=[enabled|disabled]

SNMPユーザーを表示します。 show /SP/services/snmp/users

代表的な CLIコマンド
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表 11 SNMPコマンド (続き)
説明 コマンド

SNMPユーザーを追加します。 create /SP/services/snmp/users/snmpusername
authenticationpassword=password authenticationprotocol=[MD5|SHA]

permissions=[rw|ro] privacypassword=password
privacyprotocol=[none|DES|AES]

SNMPユーザーを削除します。 delete /SP/services/snmp/users/snmpusername

SNMP MIBを表示します。 show /SP/services/snmp/mibs

SNMPパブリック (読み取り専用)コ
ミュニティーの情報を表示します。

show /SP/services/snmp/communities/public

SNMPプライベート (読み書き)コ
ミュニティーの情報を表示します。

show /SP/services/snmp/communities/private

SNMPパブリックコミュニティーを追
加します。

create /SP/services/snmp/communities/public/comm1 permission=[ro|rw]

SNMPプライベートコミュニティーを
追加します。

create /SP/services/snmp/communities/private/comm2 permission=[ro|rw]

SNMPコミュニティーを削除します。 delete /SP/services/snmp/communities/comm1

表 12 ホストシステムのコマンド

説明 コマンド

ホストシステムまたはシャーシの電源を起動します。 start /SYSまたは start /CH

ホストシステムまたはシャーシの電源を停止します
(正常な停止)。

stop /SYSまたは stop /CH

ホストシステムまたはシャーシの電源を停止します
(強制的に停止)。

stop [-f|force] /SYS または stop [-f|force] /CH

ホストシステムまたはシャーシをリセットします。 reset /SYSまたは reset /CH

ホストコンソールに接続するセッションを開始しま
す。

start /SP/console

ホストコンソールに接続していたセッションを停止し
ます (正常な停止)。

stop /SP/console

ホストコンソールに接続していたセッションを停止し
ます (強制的に停止)。

stop [-f|force] /SP/console

代表的な CLIコマンド
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表 13 コマンドの出力オプションのフィルタリング

説明 フィルタリングされたコマンド

7月 17日に開始されたアクティブなOracle
ILOMセッションを表示します。

show /SP/sessions -level all starttime=="*Jul 17*"

Adminの役割を持つユーザーを表示しま
す。

show /SP/users -level all role=="a*"

Userの役割とConsoleの役割のみを持つ
ユーザーを表示します。

show /SP/users -level all role=="uc"

すべての SNMPトラップアラートを表示し
ます。

show /SP/alertmgmt -level all type=="snmptrap"

すべての無効になっているサービスを表示
します。

show /SP/services -level all servicestate==disabled

IP 1.2.3.4のNTPアドレスサーバーを使用
するNTPクライアントを表示します

show /SP/clients/ntp -level all address=="1.2.3.4"

0D01Bで始まるシリアル番号を持つすべて
の FRUを表示します。

show /SYS fru_serial_number=="0D01B*" -level all

INFINEONによって製造されたすべてのメ
モリーモジュールを表示します。

show /SYS -level all type=="DIMM" fru_manufacturer=="INFINEON"

アラームの状態が「メジャー」のすべての
電源装置を表示します。

show /SYS -level all type=="Power Supply" alarm_status==major

DIMMまたはハードディスクであるすべて
のコンポーネントを表示します。

show /SYS type==("Hard Disk",DIMM) -level all

upper_nonrecov_thresholdの値が 2.89また
は 60Vであるすべての電圧センサーを表示
します。

show /SYS type==Voltage upper_nonrecov_threshold==("2.*","60.*")

Oracle ILOM 3.0のプロパティーとOracle ILOM 2.xのプロパ
ティーの比較

注 –プロパティーは、構成可能な属性であり、各オブジェクトに固有です。

Oracle ILOM 2.xからOracle ILOM 3.0にアップグレードし、2.xスクリプトを更新する
場合は、Oracle ILOM 3.0コマンドを実装するためにOracle ILOM 3.0が使用する新し
い方法を理解する必要があります。次の表では、Oracle ILOM 2.xのプロパ
ティーを、それ以降の ILOM 3.0のプロパティーと比較します。

Oracle ILOM 3.0のプロパティーとOracle ILOM 2.xのプロパティーの比較
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表 14 Oracle ILOM 2.xのプロパティーと新しいOracle ILOM 3.0の実装

Oracle ILOM 2.xのプロパティー Oracle ILOM 3.0の実装

/SP/clients/syslog/destination_ip1 /SP/clients/syslog/1/address

/SP/clients/syslog/destination_ip2 /SP/clients/syslog/2/address

/SP/clients/activedirectory/ getcertfile (証
明書のロード)

/SP/clients/activedirectory/certを
ターゲットとして loadコマンドを使用します

/SP/clients/activedirectory/getcertfile (証明
書の削除)

setコマンドを
/SP/client/activedirectory/cert

clear_action=true とともに使用します

/SP/clients/activedirectory/ getcertfile (証
明書の復元)

この機能はなくなりました

/SP/clients/activedirectory/ certfilestatus /SP/clients/activedirectory/cert/ certstatus

/SP/clients/activedirectory/ ipaddress /SP/clients/activedirectory/ address

/SP/clients/activedirectory/alernativeservers/getcertfile

(証明書のロード)
/SP/clients/activedirectory/

alernativeservers/certをターゲットとして
loadコマンドを使用します

/SP/clients/activedirectory/

alernativeservers/getcertfile (証明書の削除)
setコマンドを
/SP/client/activedirectory/alernativeservers/cert

clear_action=trueとともに使用します

/SP/clients/activedirectory/

getcertfile/alernativeservers/ (証明書の復元)
この機能はなくなりました

/SP/clients/activedirectory/

alernativeservers/certfilestatus

/SP/clients/activedirectory/

alernativeservers/cert/certstatus

/SP/clients/activedirectory/

alernativeservers/ipaddress

/SP/clients/activedirectory/

alernativeservers/address

/SP/clients/radius/ipaddress /SP/clients/radius/address

/SP/clients/ldap/ipaddress /SP/clients/ldap/address

/SP/cli/commands helpコマンドをターゲット名とともに使用しま
す

/SP/diag/state /HOST/diag/state

/SP/diag/generate_host_nmi /HOST/generate_host_nmi

/SP/diag/mode /HOST/diag/mode

/SP/diag/level /HOST/diag/level

/SP/diag/verbosity /HOST/diag/verbosity

Oracle ILOM 3.0のプロパティーとOracle ILOM 2.xのプロパティーの比較
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ILOMへのログイン、バナーメッセージ
の表示、CLIセッションタイムアウトの

設定

27



説明 リンク

ILOMのログインまたはログアウトの
CLI手順、およびパスワード回復の手
順

■ 28ページの「ILOMのログインとログアウトおよびパ
スワードの回復」

バナーメッセージおよびCLI
セッションタイムアウトのセット
アップのCLI手順

■ 32ページの「バナーメッセージおよびCLIセッション
タイムアウトの設定」

関連情報
■ 『Oracle ILOM 3.0クイックスタート』、Oracle ILOMへのログイン
■ 『Oracle ILOM 3.0クイックスタート』、必須の設定タスク (CLI)
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 - Web手順』、Oracle ILOMへのログイン
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 - Web手順』、バナーメッセージの表示
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 -概念』、バナーメッセージ

ILOMのログインとログアウトおよびパスワードの回復

説明 リンク プラットフォーム機能のサポート

Oracle ILOMにログインする
ための初期要件

■ 28ページの「初回ログインの前
に」

■ x86システムサーバー SP
■ SPARCシステムサーバー SP
■ CMM

Oracle ILOMにログインする
ためのCLI手順

■ 30ページの「rootアカウントを
使用したログイン (CLI)」

■ 30ページの「ユーザーアカウン
トでのOracle ILOMへのログイン
(CLI)」

Oracle ILOMからログアウト
するためのCLI手順

■ 31ページの「Oracle ILOMからの
ログアウト (CLI)」

パスワードを回復するため
のCLI手順

■ 31ページの「失ったパスワード
の回復 (CLI)」

初回ログインの前に
このセクションの手順を開始する前に、次の要件が満たされていることを確認して
ください。

関連情報
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■ システム (サーバーまたはCMM)への物理シリアル接続またはネットワーク管理
接続が確立されていることを確認します。システムの SER MGTポートまたは
NET MGTポートに物理接続を確立する方法については、サーバーまたはCMMに
付属のインストールガイドを参照してください。

このセクションで説明するログイン手順では、物理ネットワーク接続を使用して
Oracle ILOM CLIにログインするものとします。

注 –または、ローカル相互接続インタフェース接続をサポートするOracleの Sun
サーバーの場合は、ホストオペレーティングシステムからOracle ILOMに直接接
続できます。ローカル相互接続インタフェース接続を使用してOracle ILOMに接
続する方法の詳細は、60ページの「ローカル相互接続インタフェースの構成
(CLI)」を参照してください。

■ サーバー SPまたはCMMネットワークアドレスを取得します。

デフォルトでは、Oracle ILOMは、IPv4または IPv6アドレスをサーバー SPまたは
CMMに対して自動的に割り当てます。サーバー SPまたはCMMに割り当てられ
ているデフォルトの IPアドレスを特定するには、サーバー SPまたはCMMへの
ローカルシリアル管理接続を確立し、/network (または /network/ipv6)プロパ
ティーを表示します。

Oracle ILOMへのローカルシリアル管理接続の確立方法の詳細は、『Oracle ILOM
3.0クイックスタートガイド』を参照するか、Sunサーバーまたは Sunブレード
シャーシシステムに付属するドキュメントを参照してください。

サーバー SPまたはCMMに割り当てられているデフォルト IPアドレスを変更す
る方法については、38ページの「ネットワーク設定の構成 (CLI)」を参照してく
ださい。

注 – Oracle ILOM 3.0.12から、IPv4および IPv6のデュアルスタック用のネット
ワーク構成が提供されます。Oracle ILOM 3.0.12よりも前のバージョンでは、IPv4
用のネットワーク構成が提供されます。

■ Oracle ILOMのユーザーアカウントを入手します。

Oracle ILOMをはじめて設定する場合は、デフォルトの rootアカウントと
changemeパスワードを使用してログインします。システムを設定したあとは、各
Oracle ILOMユーザーに新しいユーザーアカウントを作成することを強く推奨し
ます。ユーザーアカウントの詳細については、67ページの「ユーザーアカウン
トの管理 (CLI)」を参照してください。

初回ログインの前に
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▼ rootアカウントを使用したログイン (CLI)
Secure Shell (SSH)セッションを使用して、デフォルトの rootユーザーアカウントと
サーバー SPまたはCMMの IPアドレスを指定し、Oracle ILOM CLIにログインします。

例:

$ ssh root@system_ipaddress

Oracle ILOMがデュアルスタックネットワーク環境で動作している場合は、IPv4また
は IPv6のアドレス形式を使用して system_ipaddressを入力できます。次に例を示しま
す。

■ IPv4のアドレス形式: 10.8.183.106

または

■ IPv6のアドレス形式: fec0:a:8:b7:214:4fff:5eca:5f7e/64

デュアルスタック環境での IPアドレスの入力に関する詳細は、13ページ
の「Oracle ILOM CLIで許可されるサーバー SPまたはCMMのネットワークアド
レス」を参照してください。IPv4と IPv6の接続に関する問題の診断のヘルプにつ
いては、213ページの「IPv4または IPv6のOracle ILOM接続に関する問題の診
断」を参照してください。

パスワードの入力を求めるプロンプトが表示されます。

デフォルトのパスワードとして changemeと入力します。

例:

Password: changeme

Oracle ILOM CLIのプロンプト (->)が表示されます。

注 – Oracle ILOM 3.0.4から、CLIセッションがアイドルになってからタイムアウトで
終了するまでの時間を設定できます。手順については、34ページの「CLI
セッションタイムアウトのプロパティー値の設定」を参照してください。

▼ ユーザーアカウントでのOracle ILOMへのログイ
ン (CLI)
Oracle ILOMシステム管理者によって作成されたユーザーアカウントを使用して
Oracle ILOMにログインするには、次の手順に従います。

1

2

初回ログインの前に
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Secure Shell (SSH)セッションを使用し、ユーザー名と、サーバー SPまたはCMMの IP
アドレスを指定して、Oracle ILOMにログインします。
例:

$ ssh username@system_ipaddress

Oracle ILOMがデュアルスタックネットワーク環境で動作している場合は、IPv4また
は IPv6のアドレス形式を使用して system_ipaddressを入力できます。次に例を示しま
す。

■ IPv4のアドレス形式: 10.8.183.106

■ IPv6のアドレス形式: fec0:a:8:b7:214:4fff:5eca:5f7e/64
デュアルスタック環境での IPアドレスの入力に関する詳細は、13ページ
の「Oracle ILOM CLIで許可されるサーバー SPまたはCMMのネットワークアド
レス」を参照してください。IPv4と IPv6の接続に関する問題の診断のヘルプにつ
いては、213ページの「IPv4または IPv6のOracle ILOM接続に関する問題の診
断」を参照してください。

Oracle ILOMのパスワードの入力を求めるプロンプトが表示されます。

Oracle ILOMのパスワードを入力します。
例:

Password: password

Oracle ILOM CLIプロンプト (->)が表示されます。

▼ Oracle ILOMからのログアウト (CLI)
Oracle ILOMからログアウトするには、次の手順を実行します。

コマンドプロンプトで、次のように入力します。

-> exit

▼ 失ったパスワードの回復 (CLI)
始める前に

■ この手順は、実際にサーバーのある場所で実行する必要があります。
■ この手順では、defaultユーザーアカウントを使用して、失ったパスワードを回
復できるようにしたり、rootユーザーアカウントを作成し直したりします。

■ defaultユーザーアカウントは変更または削除できません。

1

2

●

初回ログインの前に
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ILOMにローカルシリアル管理接続を確立し、defaultユーザーアカウントを使用して
ILOMにログインします。

例:
SUNSP-0000000000 login:default

Press and release the physical presence button.

Press return when this is completed...

サーバーのある場所に居ることを証明します。

サーバーのある場所に居ることの証明方法については、使用しているプラット
フォームのドキュメントを参照してください。

シリアルコンソールに戻り、Enterキーを押します。

パスワードの入力を求めるプロンプトが表示されます。

defaultユーザーアカウントのパスワードを入力します: defaultpassword

アカウントのパスワードをリセットするか、または rootアカウントを作成し直しま
す。

方法については、69ページの「ユーザーアカウントのパスワードの変更 (CLI)」ま
たは69ページの「ユーザーアカウントの追加 (CLI)」を参照してください。

関連情報
■ 『Oracle ILOM 3.0クイックスタート』、Oracle ILOMへの接続
■ 『Oracle ILOM 3.0クイックスタート』、新しいユーザーアカウントの追加
■ 『Oracle ILOM 3.0概念』、defaultおよび rootユーザーアカウント

バナーメッセージおよびCLIセッションタイムアウトの
設定

説明 リンク 機能をサポートするプラットフォーム

Oracle ILOMログインページ
に表示するバ
ナーメッセージの構成。

■ 33ページの「ログインページで
のバナーメッセージの表示
(CLI)」

■ x86システムサーバー SP
■ SPARCシステムサーバー SP
■ CMM

CLIセッションタイムアウ
トプロパティーの構成。

■ 34ページの「CLIセッションタ
イムアウトのプロパティー値の
設定」

1

2

3

4

5

参考

バナーメッセージおよび CLIセッションタイムアウトの設定
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▼ ログインページでのバナーメッセージの表示 (CLI)
始める前に

■ Oracle ILOMでバナーメッセージを構成するには、Admin (a)の役割が必要です。
■ Oracle ILOM 3.0.8以降を使用する必要があります。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

バナーターゲットに移動するには、cd コマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。

-> cd /SP/preferences/banner

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> cd /CMM/preferences/banner

現在のバナープロパティーおよびサポートされるコマンドを表示するには、show コ
マンドを使用します。

例:
-> show

/SP/preferences/banner

Targets:

Properties:

connect_message = (none)

login_message = (none)

login_message_acceptance = disabled

Commands:

cd

set

show

バナーメッセージを作成するには、次のいずれかのタスクを実行します。

タスク 手順

「Login」ページ
に表示されるバ
ナーメッセージを
作成します

次のように入力します。

-> set /SP/preferences/banner connect_message=message

ここでは、messageにはログインページに表示する内容を指定します。

1

2

3

4

バナーメッセージおよび CLIセッションタイムアウトの設定
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タスク 手順

Oracle ILOMへの
ユーザーログイン
後のダイアログ
ボックスに表示さ
れるバ
ナーメッセージを
作成します

次のように入力します。

-> set /SP/preferences/banner login_message=message

ここでは、messageにはOracle ILOMへのログイン後に表示する内容を指定し
ます。

注 –バナーメッセージは 1000文字以内です。メッセージ内で改行するには、次のCLI文字のいず
れかを使用します: /rまたは /n。

システムがバナーメッセージを表示できるようにするには、次のように入力しま
す。

-> set /SP/preferences/banner/ login_message_acceptance=enabled

システムがバナーメッセージを表示できないようにするには、次のように入力しま
す。

-> set /SP/preferences/banner/ login_message_acceptance=disabled

▼ CLIセッションタイムアウトのプロパティー値の
設定
始める前に

■ CLIで timeoutプロパティー値を変更するには、Admin (a)の役割が必要です。
■ CLIで timeoutプロパティー値を変更するには、Oracle ILOM 3.0.4以降を使用する
必要があります。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

cliターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/cli

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> cd /CMM/cli

現在の設定を表示するには、次のように入力します。

-> show

5

6

1

2

3

バナーメッセージおよび CLIセッションタイムアウトの設定
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CLIで timeoutプロパティー値を設定するには、次のコマンドを入力します。

-> set timeout=n

ここでは、nは 0 - 1440の数値です。

注 – 0 (ゼロ)はCLIセッションのタイムアウトが無効であることを示し、セッション
がアイドル状態になっている時間の長さに関係なくCLIセッションは終了しませ
ん。

たとえば、タイムアウト値を 60分に設定するには、次のように入力します。

-> set timeout=60

Set ‘timeout’ to ‘60’

4

バナーメッセージおよび CLIセッションタイムアウトの設定
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ネットワーク、Secure Shell、ローカル相
互接続の構成

説明 リンク

IP、ホスト名、DNS、シリアルポート
出力、およびHTTP Webアクセスの
ネットワークプロパティーを構成しま
す。

■ 38ページの「ネットワーク設定の構成 (CLI)」

Secure Shellを構成します。 ■ 56ページの「Secure Shellの構成 (CLI)」

ローカル相互接続インタフェースを構
成します。

■ 60ページの「ローカル相互接続インタフェースの構成
(CLI)」

関連情報
■ 『Oracle ILOM 3.0クイックスタート』、ネットワーク管理接続の確立
■ 『Oracle ILOM 3.0クイックスタート』デフォルトネットワーク設定の変更
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 -概念』、ネットワーク通信の設定
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 -概念』、シリアルポートコンソール出力の切り
替え

■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 - Web手順』、ネットワーク設定の構成
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 - Web手順』、Secure Shell設定の構成
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 - Web手順』、シリアルポート共有の構成
■ 『Oracle ILOM 3.0プロトコル管理リファレンス』、ネットワーク設定の構成
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 - Web手順』、ローカル相互接続インタフェース
の構成
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ネットワーク設定の構成 (CLI)

説明 リンク プラットフォーム機能のサポート

必要条件を確認します。 ■ 38ページの「始める前に—
ネットワーク設定 (CLI)」

■ x86システムサーバー SP
■ SPARCシステムサーバー SP
■ CMM

IPv4のネットワーク設定を
表示および構成します。

■ 40ページの「IPv4ネットワーク
設定の表示と構成 (CLI)」

既存の IPv4アドレスを編集
します。

■ 41ページの「既存の IPv4アドレ
スの編集 (CLI)」

IPv4と IPv6デュアルス
タックネットワークの設定
を表示および構成します。

■ 43ページの「IPv4/IPv6デュアル
スタックネットワーク設定の表
示と構成 (CLI)」

IPv4または IPv6のネット
ワーク構成をテストしま
す。

■ 49ページの「IPv4または IPv6
ネットワーク構成のテスト
(CLI)」

ホスト名およびシステム識
別子を割り当てます。

■ 50ページの「ホスト名とシステ
ム識別子の割り当て (CLI)」

DNSの設定を表示および構
成します。

■ 51ページの「DNS設定の表示と
構成 (CLI)」

シリアルポートの設定を表
示および構成します。

■ 52ページの「シリアルポート設
定の表示と構成 (CLI)」

HTTPまたはHTTPSのWeb
アクセスを有効にします。

■ 53ページの「HTTPまたは
HTTPSのWebアクセスの有効化
(CLI)」

SPコンソールとホストコン
ソールの間でシリアル
ポート出力を切り替えま
す。

■ 55ページの「シリアルポート出
力の切り替え (CLI)」

■ x86システムサーバー SP

始める前に—ネットワーク設定 (CLI)
Oracle ILOMのネットワーク設定を表示または構成する前に、次の情報について確認
してください。

ネットワーク設定の構成 (CLI)
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ネットワーク環境 作業を開始する前に

IPv4のみ ■ ネットワーク上でOracle ILOMを簡単に特定するには、常に同じ IP
アドレスをOracle ILOMに割り当てる必要があります。Oracle ILOM
は、デフォルトで IPv4ネットワーク設定をDHCPを使用して取得し
ようとします。

IPv4/IPv6デュアルス
タック

■ Oracle ILOMは、IPv4 DHCPおよび IPv6ステートレスのデフォルト
ネットワーク設定で出荷されます。

■ サーバーまたはCMMにOracle ILOMファームウェア 3.0.12以降がイ
ンストールされていることを確認してください。

■ IPv4ネットワーク環境または IPv4/IPv6デュアルスタックネット
ワーク環境でOracle ILOMを動作させるには、IPv4ネットワークの
状態を常に有効にする必要があります。

■ IPv6のステートレス自動構成を使用する場合、Oracle ILOM (3.0.12以
降)では、ネットワークルーターを IPv6用に構成する必要がありま
す。

■ DHCPv6自動構成オプションのために、Oracle ILOM (3.0.14以降)で
はネットワークDHCPv6サーバーがデバイスの IPv6アドレスおよび
DNS情報を提供する必要があります。

注 – DHCPとDHCPv6は別々のプロトコルです。デュアルスタック
ネットワーク環境では、DHCPとDHCPv6は次のように動作します。(1)
DHCPv6サーバーはネットワークノードに IPv6アドレスを提供で
き、ネットワークノードは常に IPv6プロトコルを使用してDHCPv6
サーバーと通信します。(2) DHCPサーバーはネットワークノードに
IPv4アドレスを提供でき、ネットワークノードは常に IPv4プロトコル
を使用してDHCPサーバーと通信します。
■ DHCPとDHCPv6の自動構成を行うためには、DNS情報を IPv6

DHCPサーバーと IPv4 DHCPサーバーの両方からではなくそのどち
らかから受信します。Oracle ILOM CLIの /SP/clients/dns

ターゲットで、DNSネームサーバーを手動で構成できます。手順に
ついては、51ページの「DNS設定の表示と構成 (CLI)」を参照して
ください。

注 – Oracle ILOMでの IPv6の構成をサポートしていないレガシープ
ラットフォームサーバーのリストについては、『ILOM 3.0日常的な管理
-概念ガイド』で IPv6をサポートしていないレガシー Sunシステムを参
照してください。

このセクションで説明
するネットワーク設定

■ サーバー SPまたはCMMのネットワークプロパティーまたはオプ
ションを変更するには、Admin (a)の役割を有効にする必要がありま
す。
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▼ IPv4ネットワーク設定の表示と構成 (CLI)

注 –ここでは、IPv4のみのネットワーク環境で動作するようにOracle ILOMを構成す
る手順を説明します。Oracle ILOMを IPv4/IPv6デュアルスタックネットワーク環境
で動作するように構成する場合の手順については、43ページの「IPv4/IPv6デュアル
スタックネットワーク設定の表示と構成 (CLI)」を参照してください。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

ネットワークターゲットに移動するには、cd コマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/network

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> cd /CMM/network

ネットワーク設定を表示するには、次のように入力します。
-> show

ネットワーク設定を変更するには、次のように入力します。
-> set property=value

コマンドを組み合わせて、複数のプロパティーを変更できます。19ページの「コマ
ンドを組み合わせて実行する」を参照してください。

注 –一連のプロパティーをすべて変更し、保留されているすべての値がコマンドに入
力された場合にのみ、trueに確定します。

注 –設定は、commitpending=trueと設定するとすぐに有効になります。ネットワーク
経由でOracle ILOMに接続している場合、ネットワーク構成を行うと、アクティブな
セッションが切断されることがあります。変更を確定する前にすべてのシステムを
構成してください。変更を確定したら、Oracle ILOMに再接続する必要があります。

たとえば、複数のネットワーク設定をDHCPから静的に割り当てた設定に変更する
には、次のように入力します。

-> set pendingipdiscovery=static pendingipaddress=nnn.nn.nn.nn
pendingipgateway=nnn.nn.nn.nn pendingipnetmask=nnn.nn.nn.nncommitpending=true

Oracle ILOMのネットワーク設定では、次のターゲット、プロパティー、および値が
有効です。

1
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ターゲット プロパティー 値 デフォルト

/SP/network ipaddress

ipdiscovery

ipgateway

ipnetmask

読み取り専用 (値はシステ
ムによって更新される)

macaddress Oracle ILOMのMACアド
レス

commitpending

pendingipaddress

pendingipdiscovery

pendingipgateway

pendingipnetmask

[true|none]

[ipaddress|none]

[dhcp|static]

[ipaddress|none]

ipdotteddecimal

none

none

dhcp

none

255.255.255.0

dhcp_server_ip 読み取り専用 (値は SPが
DHCPアドレスを受け
取ったときに更新される)

state [enabled|disabled] none

▼ 既存の IPv4アドレスの編集 (CLI)
Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

ネットワークターゲットに移動するには、cd コマンドを使用します。

■ ラック搭載型スタンドアロンサーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/network

■ シャーシブレードサーバーモジュール SPのCMMからの場合は、次のように入力
します。

-> cd /CH/BLn/SP/network

■ シャーシCMMの場合は、次のように入力します。
-> cd /CMM/network

割り当てられた IPアドレスおよびほかのネットワーク設定を表示するには、次のよ
うに入力します。

-> show

1
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既存のネットワーク設定を変更するには、次のように入力します。

-> set property=value

ここで指定可能なプロパティーおよび値を、下の表に示します。

コマンド 説明および例

set pendingipaddress=ipaddress このコマンドに続けて、サーバー SPまたはCMMに割り当
てる静的 IPアドレスを入力します。

例:

-> set pendingipaddress=129.144.82.26

set pendingipnetmask=ipnetmask このコマンドに続けて、サーバー SPまたはCMMに割り当
てる静的ネットマスクアドレスを入力します。

例:

-> set pendingipnetmask=255.255.255.0

set pendingipgateway=ipgateway このコマンドに続けて、サーバー SPまたはCMMに割り当
てる静的ゲートウェイアドレスを入力します。

例:

-> set pendingipgateway=129.144.82.254

set pendingipdiscovery=static このコマンドを入力して、サーバー SPまたはCMMで静的
IPアドレスを設定します。

set commitpending=true このコマンドを入力して、指定したネットワーク設定を割
り当てます。

注 –リモート SSH接続を使用してOracle ILOMに接続した場合、以前の IPアドレスを
使用して確立されたOracle ILOMへの接続はタイムアウトします。Oracle ILOMに接
続するには、新しく割り当てた設定を使用します。

4
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▼ IPv4/IPv6デュアルスタックネットワーク設定の表
示と構成 (CLI)

注 –ここでは、Oracle ILOMを IPv4/IPv6デュアルスタックネットワーク環境で動作す
るように構成する場合の手順について説明します。Oracle ILOMを IPv4のみのネット
ワーク環境で動作するように構成する場合の手順については、40ページの「IPv4
ネットワーク設定の表示と構成 (CLI)」を参照してください。この手順は、Oracle
ILOM 3.0.10以前のバージョンでサポートされています。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

サーバー SPまたはCMMとのローカルシリアルコンソール接続または SSH接続を確
立します。

使用しているネットワーク環境に当てはまるネットワーク構成手順を実行します。

■ IPv4のネットワーク設定を構成するには、この手順の手順 3 -手順 5を実行しま
す。

■ IPv6ネットワーク設定を構成するには、この手順の手順 6 -手順 9を実行します。

IPv4ネットワークを構成するには、cdコマンドを使用してデバイスの作業用ディレ
クトリ /x/networkに移動します。

■ ラック搭載型スタンドアロンサーバー SPの場合、次のように入力します。

-> cd /SP/network

■ シャーシブレードサーバーモジュール SPの場合は、次のように入力します。

-> cd /CH/BLn/SP/network

■ 複数の SPノードを持つシャーシブレードサーバーの場合は、次のように入力しま
す。

-> cd /CH/BLn/Noden/network

■ シャーシCMMの場合は、次のように入力します。

-> cd /CMM/network

デバイスで構成された IPv4ネットワーク設定を表示するには、次のように入力しま
す。

-> show
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IPv4ネットワーク設定を構成するには、setコマンドを使用します。

■ DHCP IPv4ネットワーク設定を構成するには、次の表に示す値を設定します。

プロパティー setプロパティー値 説明

state set state=enabled IPv4では、ネットワークの stateのデフォルト
は enabledです。

注 – DHCP IPv4ネットワークオプションを有効に
するには、stateを enabledに設定する必要があ
ります。

pendingipdiscovery set pendingipdiscovery=dhcp IPv4の場合、デフォルトの ipdiscoveryのプロ
パティー値は dhcpに設定されます。

注 –プロパティーのデフォルトの値 dhcpが
staticに変更されている場合は、このプロパ
ティーの値を dhcpに戻す必要があります。

commitpending set commitpending=true stateおよび ipdiscoveryのプロパティー値に対
して行われた変更を確定するには、set

commitpending=trueと入力します。

■ 静的 IPv4ネットワーク設定を構成するには、次の表に示す値を設定します。

プロパティー setプロパティー値 説明

state set state=enabled IPv4では、ネットワークの stateのデフォルト
は enabledです。

注 –静的 IPv4ネットワークオプションを有効に
するには、stateを enabledに設定する必要が
あります。

pendingipdiscovery set pendingipdiscovery=static 静的 IPv4ネットワーク構成を有効にするに
は、pendingipdiscoveryのプロパティー値を
staticに設定する必要があります。

注 – IPv4では、pendingipdiscoveryプロパ
ティーはデフォルトで dhcpに設定されます。

pendingipaddress

pendingipnetmask

pendingipgateway

set pendingipaddress=<ip_address>
pendingipnetmask=<netmask>
pendingipgateway=<gateway>

複数の静的なネットワーク設定を割り当てるに
は、setコマンドに続けて、プロパティー値 (IP
アドレス、ネットマスク、およびゲート
ウェイ)ごとに pendingコマンドを入力し、割
り当てる静的な値を入力します。

5
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プロパティー setプロパティー値 説明

commitpending= set commitpending=true set commitpending=trueと入力して、IPv4
ネットワークのプロパティーに対して行なった
変更を確定します。

IPv6ネットワークを構成するには、cdコマンドを使用してデバイスの作業用ディレ
クトリ /x/network/ipv6に移動します。

■ ラック搭載型スタンドアロンサーバー SPの場合、次のように入力します。

-> cd /SP/network/ipv6

■ シャーシブレードサーバーモジュール SPの場合は、次のように入力します。

-> cd /CH/BLn/SP/network/ipv6

■ 複数の SPノードを持つシャーシブレードサーバーの場合は、次のように入力しま
す。

-> cd /CH/BLn/Noden/network/ipv6

■ シャーシCMMの場合は、次のように入力します。

-> cd /CMM/network/ipv6

デバイスで構成された IPv6ネットワーク設定を表示するには、次のように入力しま
す。

-> show

例:
-> show

/SP/network/ipv6

Targets:

Properties:

state = enabled

autoconfig = stateless

dhcpv6_server_duid = (none)

link_local_ipaddress = fe80::214:4fff:feca:5f7e/64

static_ipaddress = ::/128

ipgateway = fe80::211:5dff:febe:5000/128

pending_static_ipaddress = ::/128

dynamic_ipaddress_1 = fec0:a:8:b7:214:4fff:feca:5f7e/64

Commands:

cd

show

6
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注 – autoconfigプロパティーが dhcpv6_statefulまたは dhcpv6_statelessに設定され
ている場合、読み取り専用の dhcpv6_server_duidプロパティーによって、Oracle
ILOMがDHCP情報を取得するために最後に使用した、DHCPv6サーバーの一意の
DHCP IDが特定されます。

注 – Oracle ILOM 3.0.14以降で提供されている IPv6の autoconfigプロパティーのデ
フォルト値は、autoconfig=statelessです。ただし、使用しているCMMまたは
サーバーにOracle ILOM 3.0.12がインストールされている場合、autoconfigのデ
フォルトのプロパティー値は autoconfig=stateless_onlyと表示されます。

IPv6ネットワーク設定を構成するには、setコマンドを使用します。

■ IPv6自動設定オプションを構成するには、次の表に示す値を設定します。

プロパティー setプロパティー値 説明

state set state=enabled IPv6ネットワークの stateは、デフォルトで enabledになってい
ます。IPv6自動構成オプションを有効にするには、この state
が enabledに設定されている必要があります。

8
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プロパティー setプロパティー値 説明

autoconfig set autoconfig=<value> このコマンドの後に、設定する autoconfの値を指定します。

オプションには、次のものがあります。
■ stateless (Oracle ILOM 3.0.14以降で提供されているデ
フォルト設定)
または
stateless_only (Oracle ILOM 3.0.12で提供されているデ
フォルト設定)
IPv6ネットワークルーターから学習した IPアドレスを自動
的に割り当てます。

■ dhcpv6_stateless

DHCPサーバーから学習したDNS情報を自動的に割り当て
ます。
dhcpv6_statelessプロパティーの値は、Oracle ILOM 3.0.14
以降で使用できます。

■ dhcpv6_stateful

DHCPv6サーバーから学習した IPv6アドレスを自動的に割
り当てます。
dhcpv6_statefulプロパティーの値は、Oracle ILOM 3.0.14以
降で使用できます。

■ disable

自動構成プロパティーの値をすべて無効にし、リンク
ローカルアドレスの読み取り専用プロパティーの値を設定
します。

注 – IPv6構成オプションは、設定後に有効になります。/networkターゲットでこ
れらの変更を確定する必要はありません。

注 –新しく取得した自動構成の IPv6アドレスは、デバイスに対するアクティブな
Oracle ILOMセッションに影響を与えません。新しく取得した自動構成 IPv4アド
レスは、/network/ipv6ターゲットで確認できます。

注 – Oracle ILOM 3.0.14以降では、dhcpv6_statelessのオプションが有効になった
とき、または dhcpv6_statefulのオプションが有効になったときに、stateless自
動構成オプションを同時に実行可能にできます。ただし、dhcpv6_stateless自動
構成オプションと dhcpv6_stateful自動構成オプションを同時に有効にするべきで
はありません。
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■ 静的 IPv6アドレスを設定するには、次の手順を実行します。

a. 保留中の静的 IPv6アドレスを設定するには、次の表のプロパティー値を指定
します。

プロパティー setプロパティー値 説明

state set state=enabled IPv6ネットワークの stateは、デフォルトで
enabledになっています。静的 IPアドレスを構成
するには、この stateを有効にする必要がありま
す。

pendingipaddress set pending_static_ipaddress=

<ip6_address>/<subnet mask length in bits>
このコマンドの後に、静的な IPv6アドレスのプロ
パティーの値とデバイスに割り当てるネットマス
クを入力します。

IPv6アドレスの例を次に示します。

fec0:a:8:b7:214:4fff:feca:5f7e/64

b. 保留中の IPv6静的ネットワークのパラメータを確定 (保存)するには、次の表の
手順を実行します。

手順 説明

1 cdコマンドを使用して、ディレクトリをデバイスの networkターゲットに変更しま
す。
■ ラック搭載型サーバーの場合、次のように入力します。

-> cd /SP/network

■ シャーシブレードサーバーモジュール SPの場合は、次のように入力します。
-> cd /CH/BLn/SP/network

■ 複数の SPノードを持つシャーシブレードサーバーの場合は、次のように入力し
ます。
-> cd /CH/BLn/Noden/network

■ シャーシCMMの場合は、次のように入力します。
-> cd /CMM/network

2 次のコマンドを入力して、変更した IPv6プロパティーの値を確定します。

set commitpending=true
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注 –デバイス (SPまたはCMM)に新しい静的 IPアドレスを割り当てると、デバ
イスとのアクティブなOracle ILOMセッションがすべて終了します。Oracle
ILOMにログインし直すには、新しく割り当てられた IPアドレスを使用し
て、新しいブラウザセッションを作成する必要があります。

Oracle ILOMで IPv4または IPv6のネットワーク構成をテストするには、ネットワーク
テストツール (PingおよびPing6)を使用します。詳細は、49ページの「IPv4または
IPv6ネットワーク構成のテスト (CLI)」を参照してください。

▼ IPv4または IPv6ネットワーク構成のテスト (CLI)
Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。
サーバー SPまたはCMMとのローカルシリアルコンソール接続または SSH接続を確
立します。

cdコマンドを使用して、デバイスの作業ディレクトリ /x/network/testに移動しま
す。

■ ラック搭載型スタンドアロンサーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/network/test

■ シャーシブレードサーバーモジュール SPの場合は、次のように入力します。
-> cd /CH/BLn/SP/network/test

■ 複数の SPノードを持つシャーシブレードサーバーの場合は、次のように入力しま
す。

-> cd /CH/BLn/Noden/network/test

■ シャーシCMMの場合は、次のように入力します。
-> cd /CMM/network/test

ネットワークの testターゲットとプロパティーを表示するには、次のように入力し
ます。

-> show

例:
-> show

/CMM/network/test

Targets:

Properties:

9
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ping = (Cannot show property)

ping6 = (Cannot show property)

Commands:

cd

set

show

次の表に示すように、set pingまたは set ping6コマンドを使用して、デバイスと指
定されているネットワークの宛先との間の接続をテストします。

プロパティー setプロパティー値 説明

ping set ping=<IPv4_address> コマンドプロンプトで set pingコマンドを入力し、続
けて IPv4テストの宛先アドレスを入力します。

例:

-> set ping=10.8.183.106

テストに失敗すると、エラーメッセージが表示されま
す。一部のOracleサーバーでは、テストに成功すると
成功メッセージが表示されます。

ping6 set ping6=<IPv6_address> set ping6コマンドの後に、IPv6テストの宛先アドレス
を入力します。

例:

-> set ping6=fe80::211:5dff:febe:5000

テストに失敗すると、エラーメッセージが表示されま
す。一部のOracleサーバーでは、テストに成功すると
成功メッセージが表示されます。

▼ ホスト名とシステム識別子の割り当て (CLI)
Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

SPまたはCMM作業ディレクトリに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。

-> cd /SP

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> cd /CMM

4
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SPホスト名およびシステム識別子のテキストを設定するには、次のように入力しま
す。

-> set hostname=text_string system_identifier=text_string

ここでは、次のように指定します。

■ ホスト名には英数字を使用でき、ハイフンを含めることができます。ホスト名は
最大 60文字まで入力できます。

■ システム識別子には、標準的なキーボードの任意のキーを使用したテキスト文字
列を使用できます。ただし、引用符は除きます。

例:

-> set /SP hostname=Lab2-System1 system_identifier=DocSystemforTesting

この設定の場合、showコマンドの出力は次のようになります。
-> show /SP

/SP

Targets:

alertmgmt

.

.

.

users

Properties:

check_physical_presence = false

hostname = Lab2-System1

system_contact = (none)

system_description = SUN BLADE X3-2 SERVER MODULE, Oracle ILOM

v 3.0.0.0, r31470

system_identifier = DocSystemforTesting

system_location = (none)

Commands:

cd

reset

set

show

version

▼ DNS設定の表示と構成 (CLI)
Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

DNSターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> show /SP/clients/dns
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■ CMMの場合、次のように入力します。

-> show /CMM/clients/dns

DNS設定を表示するには、次のように入力します。

-> show

DNSプロパティー値を変更するには、次のように入力します。

-> set property=value

ここで指定可能なプロパティーおよび値を、次の表に示します。

プロパティー 値 デフォルト

auto_dns enabled|disabled disabled

nameserver ip_address

retries 0 - 4の整数

searchpath 最大 6つのコンマで区切られた検索接尾辞

timeout 1 - 10の整数

▼ シリアルポート設定の表示と構成 (CLI)
Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

シリアルポートターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。

-> cd /SP/serial

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> cd /CMM/serial

シリアルポート設定を表示するには、showコマンドを使用します。

■ 外部シリアルポートの設定を表示するには、次のように入力します。

-> show external

■ ホストシリアルポートの設定を表示するには、次のように入力します。

-> show host

3
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シリアルポートのプロパティーの値を変更するには、次のように入力します。
-> set target property=value commitpending=true

ここで指定可能なターゲット、プロパティー、および値を、次の表に示します。

ターゲット プロパティー 値 デフォルト

/SP|CMM/serial/external commitpending

flowcontrol

pendingspeed

true|(none)

software

<整数>

(none)

software

9600

speed 読み取り専用の値
(pendingspeedプロパ
ティーを使用して構成)

/SP|CMM/serial/host commitpending

pendingspeed

true|(none)

<整数>

(none)

(none)

speed 読み取り専用の値
(pendingspeedプロパ
ティーを使用して構成)

たとえば、ホストシリアルポートのボーレートを 9600から 57600に変更するには、
setコマンドを使用します。

■ x86ベースのサーバーの場合、次のように入力します。
-> set /SP/serial/host pendingspeed=57600 commitpending=true

■ SPARCベースのサーバーの場合、次のように入力します。
-> set /SP/serial/external pendingspeed=57600 commitpending=true

注 – x86ベースのシステムでは、Oracle ILOMがホストと適切に通信するため
に、ホストシリアルポートの速度を、ホストのオペレーティングシステムのシリ
アルポート 0、COM1、または /dev/ttys0の速度設定と一致させる必要がありま
す。

▼ HTTPまたはHTTPSのWebアクセスの有効化 (CLI)
Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

servicesターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/services
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■ CMMの場合、次のように入力します。

-> cd /CMM/services

Webアクセスのプロパティー値を構成するには、次のように入力します。

-> set [http|https] [property=value]

ここで指定可能なプロパティーおよび値を、次の表に示します。

ターゲット プロパティー 値 デフォルト

/SP|CMM/services/ http secureredirect enabled| disabled enabled

servicestate enabled| disabled disabled

port <ポート番号> 80

/SP|CMM/services/ https servicestate enabled| disabled enabled

port <ポート番号> 443

一般的なWebアクセス設定を、次の表に示します。

目的の状態 ターゲット プロパティー 値

HTTPのみを有効にする /SP/services/http secureredirect disabled

/SP/services/http servicestate enabled

/SP/services/https servicestate disabled

HTTPおよびHTTPSを有効
にする

/SP/services/http secureredirect disabled

/SP/services/http servicestate enabled

/SP/services/https servicestate enabled

HTTPSのみを有効にする /SP/services/http secureredirect disabled

/SP/services/http servicestate disabled

/SP/services/https servicestate enabled

HTTPをHTTPSに自動的に
リダイレクトする

/SP/services/http

/SP/services/http

/SP/services/https

secureredirect

servicestate

servicestate

enabled

disabled

enabled

3
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▼ シリアルポート出力の切り替え (CLI)

注 –シリアルポートの共有がサーバーでサポートされているかどうかを確認するに
は、サーバーに付属している、プラットフォームのOracle ILOM補足マニュアルまた
は管理ガイドを参照してください。

注意 – SP上でネットワークを設定してから、シリアルポートの所有者をホスト
サーバーに切り替えるようにしてください。ネットワークが設定されていない状態
でシリアルポートの所有者をホストサーバーに切り替えると、CLIまたはWebイン
タフェースを使用して接続できないため、シリアルポートの所有者を SPに戻すこと
ができなくなります。シリアルポートの所有者設定を SPに戻すには、サーバー上の
シリアルポートへのアクセスを復元する必要があります。使用しているサーバー上
のポートへのアクセスを回復する方法の詳細は、そのサーバーに付属しているプ
ラットフォームのドキュメントを参照してください。

Oracle ILOM SP CLIにログインします。

シリアルポートの所有者を設定するには、次のように入力します。

-> set /SP/serial/portsharing /owner=host

注 –シリアルポートのデフォルトの共有値は owner=SPです。

ドングルまたはマルチポートケーブルを使用して、シリアルホストをサーバーのシ
リアルポートに接続します。

サーバーにデバイスを接続する方法の詳細については、サーバーに付属してい
る、プラットフォームのインストールドキュメントを参照してください。

1
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Secure Shellの構成 (CLI)

説明 リンク プラットフォーム機能のサポート

Secure Shellの設定を構成す
るための手順

■ 56ページの「リモート SSH接続
の確立 (CLI)」

■ 56ページの「SSHの有効化また
は無効化 (CLI)」

■ 57ページの「SSH認証鍵の表示
(CLI)」

■ 59ページの「新しい SSH認証鍵
の生成 (CLI)」

■ 59ページの「SSHサーバーのリ
ブート (CLI)」

■ x86システムサーバー SP
■ SPARCシステムサーバー SP
■ CMM

▼ リモート SSH接続の確立 (CLI)
始める前に

■ Secure Shell (SSH)を構成するには、Admin (a)の役割を有効にする必要がありま
す。

次の手順を実行して、Oracle ILOMへのリモート SSH接続を確立します。

Oracle ILOMへの SSH接続を確立するには、次のように入力します。
$ ssh -l username server_ipaddress

Password: ********

デフォルトのCLIプロンプトが表示され、システムではネットワーク設定を確立す
るCLIコマンドを実行する準備ができました。

関連情報
■ 『Oracle ILOM 3.0クイックスタート』、Oracle ILOMへの接続
■ 『Oracle ILOM 3.0クイックスタート』、Oracle ILOMへのログイン

▼ SSHの有効化または無効化 (CLI)
始める前に

■ Secure Shell (SSH)を構成するには、Admin (a)の役割を有効にする必要がありま
す。

●

参考
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注 – Oracle ILOMでは、SSHがデフォルトで有効になっています。

次の手順に従って、SSHを有効または無効にします。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

SSHターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/services/ssh

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> cd /CMM/services/ssh

ネットワーク経由でのアクセスを提供しない場合、または SSHを使用しない場合
は、次のように入力します。

-> set state=[enabled|disabled]

▼ SSH認証鍵の表示 (CLI)
始める前に

■ Secure Shell (SSH)を構成するには、Admin (a)の役割を有効にする必要がありま
す。

注 – /SP/services/ssh/keys/rsa|dsaの下のプロパティーはすべて読み取り専用です。

現在の SSH鍵を表示するには、次のいずれかの手順を使用します。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

SSH鍵ターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/services/ssh/keys

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> cd /CMM/services/ssh/keys
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RSA鍵を表示するには、次のように入力します。

-> show rsa

例:
-> show rsa

/SP/services/ssh/keys/rsa

Targets:

Properties:

fingerprint

=

ca:c0:05:ff:b7:75:15:a0:30:df:1b:a1:76:bd:fe:e5

length

= 1024

publickey

=

AAAAB3NzaC1yc2EAAAABIwAAAIEAthvlqgXbPIxN4OEvkukKupdFPr8GDaOsKGg

BESVlnny4nX8yd8JC/hrw3qDHmXIZ8JAFwoLQgjtZCbEsgpn9nNIMb6nSfu6Y1t

TtUZXSGFBZ48ROmU0SqqfR3i3bgDUR0siphlpgV6Yu0Zd1h3549wQ+RWk3vxqHQ

Ffzhv9c=

Commands:

cd

show

DSA鍵を表示するには、次のように入力します。

-> show dsa

例:
-> show dsa

/SP/services/ssh/keys/dsa

Targets:

Properties:

fingerprint

=

6a:90:c7:37:89:e6:73:23:45:ff:d6:8e:e7:57:2a:60

length

= 1024

publickey

=

AAAAB3NzaC1kc3MAAACBAInrYecNH86imBbUqE+3FoUfm/fei2ZZtQzqrMx5zBm

bHFIaFdRQKeoQ7gqjc9jQbO7ajLxwk2vZzkg3ntnmqHz/hwHvdho2KaolBtAFGc

fLIdzGVxi4I3phVb6anmTlbqI2AILAa7JvQ8dEGbyATYR9A/pf5VTac/TQ70O/J

AAAAFQCIUavkex7wtEhC0CH3s25ON0I3CwAAAIBNfHUop6ZN7i46ZuQOKhD7Mkj

gdHy+8MTBkupVfXqfRE9Zw9yrBZCNsoD8XEeIeyP+puO5k5dJvkzqSqrTVoAXyY

qewyZMFE7stutugw/XEmyjq+XqBWaiOAQskdiMVnHa3MSg8PKJyWP8eIMxD3rIu

PTzkV632uBxzwSwfAQAAAIAtA8/3odDJUprnxLgHTowc8ksGBj/wJDgPfpGGJHB

B1FDBMhSsRbwh6Z+s/gAf1f+S67HJBTUPsVSMz+czmamc1oZeOazT4+zeNG6uCl

u/5/JmJSdkguc1FcoxtBFqfO/fKjyR0ecWaU7L4kjvWoSsydHJ0pMHasEecEBEr

lg==

Commands:

cd

show

3
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▼ 新しい SSH認証鍵の生成 (CLI)
Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

sshターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/services/ssh

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> cd /CMM/services/ssh

次のように入力して、鍵の種類を設定します。

-> set generate_new_key_type=dsa|rsa

アクションを trueに設定します。

-> set generate_new_key_action=true

フィンガプリントと鍵は異なって見えます。新しい鍵は、新しい接続が確立される
とすぐに有効になります。

▼ SSHサーバーのリブート (CLI)
Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

SSHターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/services/ssh

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> cd /CMM/services/ssh

SSHサーバーをリブートするには、次のように入力します。
-> set restart_sshd_action=true
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ローカル相互接続インタフェースの構成 (CLI)

説明 リンク プラットフォーム機能のサポート

必要条件を確認します ■ 60ページの「ローカル相互接続
の要件 (CLI)」

■ x86システムサーバー SP
■ SPARCシステムサーバー SP

ローカル相互接続インタ
フェースを構成します

■ 61ページの「サーバー SPとホ
ストOSの間のローカル相互接
続インタフェースの構成
(CLI)」

ローカル相互接続の要件 (CLI)
ローカル相互接続インタフェースの構成手順を実行する前に、次の要件が満たされ
ている必要があります。

■ Oracle ILOM SPとホストOSの間のローカル相互接続インタフェースの使用につい
て説明する概念を確認します。詳細については、『Oracle ILOM 3.0日常的な管理
-概念ガイド』で「ホストOSから ILOMへのローカル接続」を参照してくださ
い。

■ Oracle ILOMのローカルホスト相互接続の構成に関する説明を確認します。詳細
については、『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 -概念ガイド』で「Oracle ILOMの
ローカルホスト相互接続の設定」を参照してください。

■ サーバーでOracle ILOM 3.0.12以降のバージョンのOracle ILOMが実行されている
ことを確認します。

■ プラットフォームサーバーでローカル相互接続インタフェースがサポートされて
いることを確認します。プラットフォームサーバーの管理ガイドまたはOracle
ILOM補足マニュアルを参照してください。

注 –ローカル相互接続インタフェースを構成するための設定は、CMMではサ
ポートされません。ただし、Oracle ILOM CMM CLIまたはWebインタフェース接
続を使用すると、Sunブレードサーバーのこれらの設定にアクセスして構成でき
ます。

■ ローカル相互接続インタフェースを自動構成するには、Oracle ILOMの「Host
Managed」(hostmanaged)設定を有効にして (Trueに設定)、Oracle Hardware
Management Pack 2.1.0以降のソフトウェアをサーバーにインストールする必要が
あります。Oracle Hardware Management Pack 2.1.0ソフトウェアのインストールの
詳細については、『Oracle Hardware Management Packユーザーズガイド』を参照
してください。

ローカル相互接続インタフェースの構成 (CLI)
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■ Oracle ILOM SPとホストオペレーティングシステムの間のローカル相互接続イン
タフェースを手動で構成するには、Oracle ILOMで「Host Managed」(hostmanaged)
の設定を無効にする (Falseに設定する)必要があります。また、ホストオペ
レーティングシステムで、その他の設定を行う必要があります。

ローカル相互接続インタフェース上でホストOS接続ポイントを構成するための
ガイドラインについては、215ページの「ローカル相互接続インタフェースのホ
ストOS手動構成ガイドライン」を参照してください。

■ ホストオペレーティングシステムで、Oracle ILOM SPから提供される内部USB
Ethernetデバイスがサポートされている必要があります。そのため、Oracle ILOM
でローカル相互接続インタフェースを構成する前に、内部USB Ethernetデバイス
のドライバが、オペレーティングシステムのディストリビューションに含まれて
いたか、およびサーバーにインストールされているかを確認する必要がありま
す。内部USB Ethernetデバイスのドライバがオペレーティングシステムのディス
トリビューションによってインストールされていない場合は、使用中のオペ
レーティングシステム用のデバイスドライバをOracle Hardware Management Pack
2.1.0ソフトウェアから取得できます。詳細については、『Oracle Hardware
Management Packユーザーズガイド』を参照してください。

■ Oracle ILOMのローカル相互接続インタフェースに関する設定のネットワークパ
ラメータの変更は、Oracle ILOMで変更を確定するまで保留中とみなされま
す。たとえば、Oracle ILOM CLIでは、commitpending=trueコマンドを実行し
て、pendingipaddressおよび pendingipnetmaskを network/interconnect

ターゲットの下に保存する必要があります。Oracle ILOM Webインタフェースで
は、「Configure USB Ethernet Parameters」ダイアログボックスで入力したネット
ワークパラメータの変更が、「Save」をクリックしたあとに確定されます。

■ Oracle ILOMのローカル相互接続インタフェースに関する設定を変更するために
は、Administrator (a)の役割の特権を持っているOracle ILOMユーザーアカウント
が必要です。

■ サーバーでサポートされているオペレーティングシステムを確認するには、プ
ラットフォームサーバーのインストールガイドまたはオペレーティングシステム
ガイドを参照してください。

▼ サーバー SPとホストOSの間のローカル相互接続
インタフェースの構成 (CLI)

Oracle ILOM SP CLIにログインします。

サーバー SPまたはCMMとのローカルシリアルコンソール接続または SSH接続を確
立します。

1
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cdコマンドを使用して、サーバーの /x/network/interconnect作業ディレクトリに移
動します。

■ スタンドアロンのラック搭載型サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/network/interconnect

■ シャーシブレードサーバーモジュール SPの場合は、次のように入力します。
-> cd /CH/BLn/SP/network/interconnect

showコマンドを使用して、ネットワークの interconnectターゲットとプロパ
ティーを表示します。
出力例:

■ network/interconnectプロパティーの下の hostmanagedプロパティーが trueに設
定されています。この構成例では、Oracle Hardware Management Pack 2.1.0以降の
ソフトウェアによる自動構成について、ホストの管理対象の状態が有効になって
います。
-> show

/SP/network/interconnect

Targets:

Properties:

hostmanaged = true

type = USB Ethernet

ipaddress = 169.254.182.76

ipnetmask = 255.255.255.0

spmacaddress = 02:21:28:57:47:16

hostmacaddress = 02:21:28:57:47:17

Commands:

cd

set

show

■ network/interconnectプロパティーの下の hostmanagedプロパティーが falseに設
定されています。この構成例では、ホストの管理対象の状態が無効になってお
り、ローカル相互接続インタフェース上のOracle ILOM SPおよびホストOSの接続
ポイントを手動で構成できます。
-> show

/SP/network/interconnect

Targets:

Properties:

hostmanaged = false

state = enabled

type = USB Ethernet

ipaddress = 169.254.182.76

ipnetmask = 255.255.255.0

spmacaddress = 02:21:28:57:47:16

hostmacaddress = 02:21:28:57:47:17

pendingipaddress = 169.254.182.76

2
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pendingipnetmask = 255.255.255.0

commitpending = (Cannot show property)

Commands:

cd

set

show

ルーティングの宛先とならない IPv4アドレスをローカル相互接続インタフェース上
の接続ポイントに割り当てる構成を行う場合、次のいずれかの方法を使用できま
す。

■ hostmanagedプロパティーを trueに設定して、ルーティングの宛先とならない
IPv4アドレスをローカル相互接続インタフェース上の各接続ポイントに自動的に
割り当てます。

-> set hostmanaged=true

hostmanagedプロパティーを trueに設定する場合は、Oracle Hardware Management
Pack 2.1.0 (以降)ソフトウェアをサーバーにインストールし、インストールのデ
フォルトを受け入れて、ローカル ILOM相互接続を有効にする必要もありま
す。詳細については、『Oracle Hardware Management Packユーザーズガイド』の
ローカル ILOM相互接続の構成に関するセクションを参照してください。

または

■ hostmanagedプロパティーを falseに設定して、ルーティングの宛先とならない
IPv4アドレスをローカル相互接続インタフェース上の各接続ポイントに手動で割
り当てます。

-> set hostmanaged=false

hostmanagedプロパティーを falseに設定する場合は、次の
/network/interconnectプロパティーの値も手動で設定する必要があります。

プロパティー setプロパティー値 説明

state set state=enabled Oracle ILOM SPとホストOSの間のローカル相互接続インタ
フェースを手動で有効にするには、set state=enabledと入力
します。

デフォルトでは、interconnectターゲットの stateプロパ
ティーは disabledに設定されています。

4
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プロパティー setプロパティー値 説明

pendingipaddress set

pendingipaddress=169.254.182.76

デフォルトでは、ローカル相互接続インタフェース上の
Oracle ILOM SP接続ポイントに対して、ルーティングの宛先
とならない IPv4アドレスがOracle ILOMから提供されます。

この IPv4アドレスがホストOS上で競合しない場合は、この
デフォルトの IPv4アドレス (169.254.182.76)を変更しないでく
ださい。

デフォルトの IPv4アドレスを変更するには、set

pendingipaddress=の入力に続けて、ローカル相互接続インタ
フェース上のOracle ILOM SP接続ポイントに割り当てる内部
IPv4アドレスを入力します。

pendingipnetmask set

pendingipnetmask=255.255.255.0

デフォルトでは、ローカル相互接続インタフェース上の
Oracle ILOM SP接続ポイントに対して、IPv4ネットマスクア
ドレスがOracle ILOMから提供されます。

このデフォルトの IPv4ネットマスク (255.255.255.0)アドレス
は、ネットワーク環境で競合が発生しないかぎり変更しない
でください。

デフォルトのネットマスクアドレスを変更するには、set

pendingipnetmask=の入力に続けて、ローカル相互接続インタ
フェース上のOracle ILOM SP接続ポイントに割り当てる内部
IPv4ネットマスクを入力します。

commitpending set commitpending=<value> network/interconnectターゲットの pendingipaddressと
pendingipnetmaskの両方に対する変更は、確定されるまで保
留中とみなされます。

変更を確定するには、次のように入力します。

-> set commitpending=true

変更をキャンセルするには、次のように入力します。

-> set commitpending=false

注 – Oracle Hardware Management Packソフトウェアでローカル相互接続インタ
フェース上の接続ポイントが自動的に構成されないようにするには、hostmanagedプ
ロパティーの値を Falseに設定する必要があります。Oracle ILOM SPとホストOSの
間でローカル相互接続インタフェースが使用されないようにするには、stateプロパ
ティーの値を disabledに設定し、hostmanagedプロパティーの値を Falseに設定する
必要があります。

ローカル相互接続の要件 (CLI)
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Oracle Hardware Management Pack 2.1.0ソフトウェアを使用せずに、ローカル相互接続
インタフェースをOracle ILOMで手動で構成するように選択した場合、ホストオペ
レーティングシステムで追加構成をいくつか実行する必要があります。

このホストOSでの追加構成に関する一般的な詳細については、215ページ
の「ローカル相互接続インタフェースのホストOS手動構成ガイドライン」を参照し
てください。

手動のローカルホスト相互接続の構成プロパティーに必要な値の詳細を参照するに
は、helpコマンドを使用します。

たとえば、構成可能なプロパティーの情報を参照するには、次のいずれかを入力し
ます。

■ -> help hostmanaged

■ -> help state

■ -> help pendingipaddress

■ -> help pendingipnetmask

■ -> help commitpending

読み取り専用プロパティーの追加情報を参照するには、次のいずれかを入力しま
す。

■ -> help type

■ -> help ipaddress

■ -> help ipnetmask

■ -> help spmacaddress

■ -> help hostmacaddress

5
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ユーザーアカウントの管理 (CLI)

説明 リンク

ユーザーアカウントを構成するための
CLI手順

■ 68ページの「ユーザーアカウントの構成 (CLI)」

SSHユーザー鍵を構成するためのCLI
手順

■ 74ページの「SSHユーザー鍵の構成 (CLI)」

Active Directoryの設定を構成するため
のCLI手順

■ 76ページの「Active Directoryの構成 (CLI)」

LDAPの設定を構成するためのCLI手
順

■ 87ページの「 Lightweight Directory Access Protocol
(LDAP)の構成 (CLI)」

LDAP/SSLの設定を構成するための
CLI手順

■ 89ページの「LDAP/SSLの構成 (CLI)」

RADIUSの設定を構成するためのCLI
手順

■ 98ページの「RADIUSの構成 (CLI)」

関連情報
■ 31ページの「失ったパスワードの回復 (CLI)」
■ 『Oracle ILOM 3.0クイックスタート』、ユーザーアカウントの追加
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 -概念』、ユーザーアカウントの管理
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 -概念』、ユーザーアカウント管理のガイドライ
ン

■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 - Web手順』、ユーザーアカウントの管理
■ 『Oracle ILOM 3.0プロトコル管理』、ユーザーアカウントの管理
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ユーザーアカウントの構成 (CLI)

説明 リンク プラットフォーム機能のサポート

Oracle ILOMでのユーザーア
カウント管理手順

■ 68ページの「シングルサインオ
ンの構成 (CLI)」

■ 69ページの「ユーザーアカウン
トの追加 (CLI)」

■ 69ページの「ユーザーアカウン
トのパスワードの変更 (CLI)」

■ 70ページの「ユーザーアカウン
トへの役割の割り当て (CLI)」

■ 71ページの「ユーザーアカウン
トの削除 (CLI)」

■ x86システムサーバー SP
■ SPARCシステムサーバー SP
■ CMM

Oracle ILOMユーザーアカウ
ントおよび
ユーザーセッションの表示
手順

■ 72ページの「個別のユーザーア
カウントの表示 (CLI)」

■ 72ページの「ユーザーアカウン
トのリストの表示 (CLI)」

■ 73ページ
の「ユーザーセッションのリス
トの表示 (CLI)」

■ 73ページの「個別の
ユーザーセッションの表示
(CLI)」

▼ シングルサインオンの構成 (CLI)
始める前に

■ シングルサインオンを構成するには、Admin (a)の役割を有効にする必要がありま
す。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

シングルサインオンを有効または無効にするには、setコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> set /SP/services/sso state=[disabled|enabled]

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> set /CMM/services/sso state=[disabled|enabled]

1

2
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▼ ユーザーアカウントの追加 (CLI)
始める前に

■ ユーザーアカウントを作成するには、User Management (u)の役割を有効にする必
要があります。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

ローカルユーザーアカウントを追加するには、createコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> create /SP/users/username password=password
role=[administrator|operator|a|u|c|r|o]

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> create /CMM/users/username password=password
role=[administrator|operator|a|u|c|r|o]

注 –ユーザーアカウントを追加する場合、roleや passwordプロパティーを構成する
必要はありません。roleプロパティーはデフォルトでRead Only (o)に設定され、CLI
でパスワードの入力と確認が求められます。

例:

-> create /SP/users/user5

Creating user...

Enter new password: ********

Enter new password again: ********

Created /SP/users/user5

▼ ユーザーアカウントのパスワードの変更 (CLI)
始める前に

■ ユーザーアカウントのプロパティーを変更するには、User Management (u)の役割
を有効にする必要があります。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

ユーザーアカウントのパスワードを変更するには、setコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> set /SP/users/user password

1

2
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■ CMMの場合、次のように入力します。

-> set /CMM/users/user password

例:
-> set /SP/users/user5 password

Enter new password: ********

Enter new password again: ********

▼ ユーザーアカウントへの役割の割り当て (CLI)
始める前に

■ ユーザーアカウントの役割のプロパティーを追加または変更するには、User
Management (u)の役割を有効にする必要があります。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

ユーザーアカウントに役割を割り当てるには、setコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。

-> set /SP/users/user password=password
role=[administrator|operator|a|u|c|r|o|s]

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> set /CMM/users/user password=password
role=[administrator|operator|a|u|c|r|o|s]

例:
-> set /SP/users/user5 role=auc

Set ’role’ to ’auc’

-> show /SP/users/user5

Targets:

ssh

Properties:

role = auc

password = ********

Commands:

cd

set

show

1
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ユーザーの役割 (CLI) 付与されるユーザーの役割の権限 (CLI)

(a) Admin (a)。すべてのOracle ILOMシステム管理機能に対する読み取りと書き込みの権
限が付与されます。ただし、Adminに加えてUser Management (u)、Reset and Console
(c)、Host Control (r)、および Services (s)の役割を有効にする必要がある機能は除きま
す。

(u) User Management (u)。すべてのOracle ILOMユーザーアカウント管理機能の読み取りお
よび書き込み権限が、ユーザーに付与されます。

(c) Console (c)。リモートコンソール管理機能 (リモートコンソールのロックオプションの
管理、SPコンソールの履歴ログオプションの管理、Oracle ILOMリモートコンソール
の起動と使用、Oracle ILOM Storage Redirection CLIの起動と使用)を実行するための読
み取りと書き込みの権限が、ユーザーに付与されます。

(r) Reset and Host Control (r)。リモートホスト管理機能 (ホストブートデバイスの制御、診
断ユーティリティーの実行と構成、SPのリセット、CMMのリセット、コンポーネン
ト管理サービスアクション、障害管理アクション、SPARC TPM管理アクション、およ
び SNMP MIBのダウンロード)を実行できる読み取りおよび書き込み権限
が、ユーザーに付与されます。

(o) Read Only (o)。すべての ILOM構成プロパティーの状態を表示するための読み取り専用
権限が、ユーザーに付与されます。さらに、自分のユーザーアカウントに対して割り
当てられたパスワードとセッションタイムアウトプロパティーのみを変更するための
書き込み権限が、ユーザーに付与されます。

(s) Services (s)。オンサイトサービスが必要な場合にOracleのサービスエンジニアを補助す
るための読み取りと書き込みの権限が、ユーザーに付与されます。

(aucro) これらすべてのユーザーの役割の組み合わせ (aucro)により、バックアップおよび復元
構成機能を実行できる読み取りおよび書き込み権限がユーザーに付与されます。

注 – aucroは、WebインタフェースのAdministratorユーザーの役割プロファイルのオプ
ションを設定する手順と同等です。

▼ ユーザーアカウントの削除 (CLI)
始める前に

■ ユーザーアカウントを削除するには、User Management (u)の役割を有効にする必
要があります。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

ローカルユーザーアカウントを削除するには、deleteコマンドを使用します。

■ サーバー SP の場合、次のように入力します。

-> delete /SP/users/username

1
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■ CMM の場合、次のように入力します。
-> delete /CMM/users/username

例:
-> delete /SP/users/user5

Are you sure you want to delete /SP/users/user5 (y/n)?y

Deleted /SP/users/user5

▼ 個別のユーザーアカウントの表示 (CLI)
Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

1つの特定のユーザーアカウントに関する情報を表示するには、showコマンドを使用
します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> show /SP/users/username

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> show /CMM/users/username

例:
-> show /SP/users/user1

/SP/users/user1

Targets:

ssh

Properties:

role = aucros

password = *****

Commands:

cd

set

show

▼ ユーザーアカウントのリストの表示 (CLI)
Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

すべてのローカルユーザーアカウントに関する情報を表示するには、showコマンド
を使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> show /SP/users

1

2
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■ CMMの場合、次のように入力します。
-> show /CMM/users

例:
-> show /SP/users

/SP/users

Targets:

user1

user2

user3

user4

▼ ユーザーセッションのリストの表示 (CLI)
Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

すべてのローカルユーザーセッションに関する情報を表示するには、showコマンド
を使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> show /SP/sessions

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> show /CMM/sessions

例:
-> show /SP/sessions

/SP/sessions

Targets

12 (current)

Properties:

Commands:

cd

show

▼ 個別のユーザーセッションの表示 (CLI)

注 –個別のユーザーの役割を表示するには、Oracle ILOM 3.0.4以降のバージョンの
Oracle ILOMを使用している必要があります。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

1

2
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個別のユーザーセッションに関する情報を表示するには、showコマンドを使用しま
す。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> show /SP/sessions/session_number

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> show /CMM/sessions/session_number

例:
-> show /SP/sessions/12

/SP/sessions/12

Targets:

Properties:

username = user4

role = aucro

starttime = Mon Apr 13 06:25:19 2009

type = shell

mode = normal

Commands:

cd

show

SSHユーザー鍵の構成 (CLI)

説明 リンク プラットフォーム機能のサポート

SSHユーザー鍵プロパ
ティーを管理するための手
順

■ 74ページの「SSH鍵の追加」
■ 75ページの「SSH鍵の削除

(CLI)」

■ x86システムサーバー SP
■ SPARCシステムサーバー SP
■ CMM

▼ SSH鍵の追加
始める前に

■ 他のユーザーの SSH鍵を追加するには、User Management (u)の役割を有効にする
必要があります。

■ 自分のユーザーアカウントに SSH鍵を追加するには、Read Only (o)の役割を有効
にする必要があります。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。
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ユーザーの SSH鍵のディレクトリの場所に移動するには、cdコマンドを使用しま
す。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/users/user/ssh/keys/n

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> cd /CMM/users/user/ssh/keys/n

ここでは、nは構成する ssh鍵の数です。

鍵をユーザーのアカウントに追加するには、次のように入力します。

-> set

load_uri=transfer_method://username:password@ipaddress_or_hostname/directorypath/filename

ここでは、次のように指定します。

■ transfer_methodには、tftp、ftp、sftp、scp、http、または httpsを指定できます。

■ usernameはリモートシステムでのユーザーアカウント名です。(usernameは
scp、sftp、および ftpの場合に必要です。usernameは tftpでは使用されず、httpお
よびhttpsではオプションです)。

■ passwordはリモートシステムでのユーザーアカウントのパスワードで
す。(passwordは scp、sftp、および ftpの場合に必要です。passwordは tftpでは使用
されず、httpおよびhttpsではオプションです)。

■ ipaddress_or_hostnameは、リモートシステムの IPアドレスまたはホスト名です。

■ directorypathは、リモートシステム上の SSH鍵の場所です。

■ filenameは、SSH鍵ファイルに割り当てられた名前です。

例:
-> set load_uri=

scp://adminuser:userpswd@1.2.3.4/keys/sshkey_1.pub

Set ’load_uri’ to

’scp://adminuser:userpswd@1.2.3.4/keys/sshkey_1.pub’

▼ SSH鍵の削除 (CLI)
始める前に

■ 他のユーザーの SSH鍵を削除するには、User Management (u)の役割を有効にする
必要があります。
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■ 自分の SSH鍵を削除するには、Read Only (o)の役割を有効にする必要がありま
す。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

ユーザーの SSH鍵のディレクトリの場所に移動するには、cdコマンドを使用しま
す。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。

-> cd /SP/users/user/ssh/keys/n

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> cd /CMM/users/user/ssh/keys/n

ここでは、nは構成する ssh鍵の数です。

ユーザーのアカウントから鍵を削除するには、次のように入力します。

-> set clear_action=true

例:
-> set clear_action=true

Are you sure you want to clear /SP/users/user1/ssh/keys/1 (y/n)? y

Set ’clear_action’ to ’true’

Active Directoryの構成 (CLI)

説明 リンク プラットフォーム機能のサポート

Active Directoryの設定を管
理するための手順

■ 77ページの「Active Directory
strictcertmode (CLI)の有効化」

■ 77ページの「Active Directory
certstatusの確認 (CLI)」

■ 78ページの「Active Directory証
明書の削除 (CLI)」

■ 79ページの「Active Directoryの
設定の表示と構成 (CLI)」

■ 86ページの「Active Directoryの
認証および承認のトラブル
シューティング (CLI)」

■ x86システムサーバー SP
■ SPARCシステムサーバー SP
■ CMM
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▼ Active Directory strictcertmode (CLI)の有効化
始める前に

■ Active Directoryを構成するには、User Management (u)の役割を有効にする必要が
あります。

注 –デフォルトでは、strictcertmodeは無効です。この変数が無効になっている場
合、チャネルはセキュアですが、証明書に対して限定的な検証が実行されま
す。strictcertmodeが有効になっている場合は、サーバーの証明書が提供されたと
きに証明書の署名を検証できるように、サーバーの証明書がサーバーにすでに
アップロードされている必要があります。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

Active Directory証明書設定にアクセスするには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/clients/activedirectory

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> cd /CMM/clients/activedirectory

証明書をロードするには、次のように入力します。

-> set cert load_uri=[tftp|ftp|scp]://IP address/file-path/filename

注 – TFTP、FTP、または SCPを使用して証明書をロードできます。あるいは、CLIで
load -sourceコマンドを使用して、Active Directory用の SSL証明書をどこからでも
ロードできます。例: -> load -source URI_to_SSL_certificate target

strictcertmodeを有効にするには、次のように入力します。

-> set strictcertmode=enabled

注 – strictcertmodeが無効の場合でも、データは常に保護されます。

▼ Active Directory certstatusの確認 (CLI)
始める前に

■ Active Directoryを構成するには、User Management (u)の役割を有効にする必要が
あります。

1
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注 – certstatusは、現在の証明書の stateを反映する操作変数です。strictcertmode

が無効の場合、certstatusも stateも存在する必要はありません。ただ
し、strictcertmodeが有効になっている場合は、証明書をロードする必要がありま
す。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

証明書のステータスを確認するには、showコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。

-> show /SP/clients/activedirectory/cert

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> show /CMM/clients/activedirectory/cert

例:
-> show /SP/clients/activedirectory/cert

Targets:

Properties:

certstatus = certificate present

clear_action = (none)

issuer = /DC=com/DC=oracle/DC=east/DC=sales/CN=

CAforActiveDirectory

load_uri = (none)

serial_number =

08:f3:2e:c0:8c:12:cd:bb:4e:7e:82:23:c4:0d:22:60

subject = /DC=com/DC=oracle/DC=east/DC=sales/CN=

CAforActiveDirectory

valid_from = Oct 25 22:18:26 2006 GMT

valid_until = Oct 25 22:18:26 2011 GMT

version = 3 (0x02)

Commands:

cd

load

reset

set

show

▼ Active Directory証明書の削除 (CLI)
始める前に

■ Active Directoryを構成するには、User Management (u)の役割を有効にする必要が
あります。
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注 –認証サーバー証明書は、strictcertmodeが無効な場合にのみ削除できます。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

Active Directoryターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/clients/activedirectory/cert

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> cd /CMM/clients/activedirectory/cert

証明書を削除するには、次のいずれかのコマンドを入力します。

■ -> set clear_action=true

■ -> reset target

例:
-> reset /SP/clients/activedirectory/cert

Are you sure you want to reset /SP/clients/activedirectory/cert

(y/n)? y

▼ Active Directoryの設定の表示と構成 (CLI)
始める前に

■ Active Directoryを構成するには、User Management (u)の役割を有効にする必要が
あります。

■ Active Directory Groupプロパティーを構成するための名前フィールドでは、128文
字までがサポートされます。選択した書式が 128文字を超えている場合、より少
ない文字で指定可能な、サポートされる書式を使用してください。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

Active Directoryターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/clients/activedirectory

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> cd /CMM/clients/activedirectory
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Active Directoryのプロパティーを表示および変更するには、showおよび setコマンド
を使用します。

■ admingroupsターゲット内の情報を表示するには、次のように入力します。

-> show admingroups/n

ここでは、nには 1 - 5の整数を指定できます。

例:
-> show admingroups/1

/SP/clients/activedirectory/admingroups/1

Targets:

Properties: name = CN=SpSuperAdmin,OU=Groups,DC=sales,DC=

east,DC=oracle,DC=com

■ admingroupsターゲット内のプロパティーを変更するには、次のように入力しま
す。

-> set admingroups/n property=value

ここでは、nには 1 - 5の整数を指定できます。

例:
-> set admingroups/1 name=CN=spSuperAdmin,OU=Groups,DC=sales,DC=

oracle,DC=com

Set ’name’ to ’CN=spSuperAdmin,OU=Groups,DC=sales,DC=oracle,

DC=com’

opergroupsターゲット内の情報を表示および変更するには、showおよび setコマンド
を使用します。

■ opergroupsターゲット内の情報を表示するには、次のように入力します。

-> show opergroups/n

ここでは、nには 1 - 5の整数を指定できます。

例:
-> show opergroups/1

/SP/clients/activedirectory/opergroups/1

Targets:

Properties: name = CN=SpSuperOper,OU=Groups,DC=sales,DC=

east,DC=oracle,DC=com

■ opergroupsターゲット内のプロパティーを変更するには、次のように入力しま
す。

-> set opergroups/n property=value

ここでは、nには 1 - 5の整数を指定できます。
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例:
-> set opergroups/1 name=CN=spSuperOper,OU=Groups,DC=sales,DC=

oracle,DC=com

Set ’name’ to ’CN=spSuperOper,OU=Groups,DC=sales,DC=oracle,DC=

com’

customgroupsターゲット内の情報を表示および変更するには、showおよび setコマン
ドを使用します。

■ customgroupsターゲット内の情報を表示するには、次のように入力します。
-> show customgroups/n

ここでは、nには 1 - 5の整数を指定できます。

例:
-> show customgroups/1

/SP/clients/activedirectory/customgroups/1

Targets:

Properties

name = custom_group_1

roles = aucro

■ customgroupsターゲット内のプロパティーを変更するには、次のように入力しま
す。
-> set customgroups/n property=value

例:
-> set customgroups/1 name=CN=spSuperCust,OU=Groups,DC=sales,DC=

oracle,DC=com

Set ’name’ to ’CN=spSuperCust,OU=Groups,DC=sales,DC=oracle,DC=

com’

-> set /SP/clients/activedirectory/customgroups/1 roles=au

Set ’roles’ to ’au’

userdomainsターゲット内の情報を表示および変更するには、showおよび setコマン
ドを使用します。

■ userdomainsターゲット内の情報を表示するには、次のように入力します。
-> show userdomains/n

ここでは、nには 1 - 5の整数を指定できます。

例:
-> show userdomains/1

/SP/clients/activedirectory/userdomains/1

Targets:

Properties:

domain = <USERNAME>@sales.example.oracle.com
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■ userdomainsターゲット内のプロパティーを変更するには、次のように入力しま
す。

-> set userdomains/n property=value

例:
-> set userdomains/1 domain=<USERNAME>@sales.example.oracle.com

Set ’domain’ to ’<username>@sales.example.oracle.com’

注 –前の例で、<USERNAME>はユーザーのログイン名で置き換えられます。認証時
に、ユーザーのログイン名が <USERNAME>に置き換わります。名前には、完全修飾ド
メイン名 (FQDN)、domain\name (NT)、または単純名を使用できます。

alternateserversターゲット内の情報を表示および変更するには、showおよび setコ
マンドを使用します。

■ alternateserversターゲット内の情報を表示するには、次のように入力します。

-> show alternateservers/n

ここでは、nには 1 - 5の整数を指定できます。

例:
-> show alternateservers/1

/SP/clients/activedirectory/alternateservers/1

Targets:

cert

Properties:

address = 10.8.168.99

port = 0

注 – addressプロパティーには、IPアドレスまたはDNS (ホスト名)のいずれかを
指定できます。DNSを使用する場合は、DNSが有効である必要があります。DNS
の有効化の詳細については、51ページの「DNS設定の表示と構成 (CLI)」を参照
してください。

■ alternateserversターゲット内のプロパティーを変更するには、次のように入力
します。

-> set alternateservers/n property=value

ここでは、nには 1 - 5の整数を指定できます。

例:
-> set alternateservers/1 port=636

7
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alternateservers証明書プロパティーを表示および変更するには、showおよび setコ
マンドを使用します。

■ 代替サーバー証明書情報を表示するには、次のように入力します。
-> show alternateservers/n/cert

ここでは、nには 1 - 5の整数を指定できます。

例:
-> show alternateservers/1/cert

/SP/clients/activedirectory/alternateservers/1/cert

Targets:

Properties:

certstatus = certificate present

clear_action = (none)

issuer = /DC=com/DC=oracle/DC=east/DC=sales/CN

CAforActiveDirectory

load_uri = (none)

serial_number =

08:f3:2e:c0:8c:12:cd:bb:4e:7e:82:23:c4:0d:22:60

subject = /DC=com/DC=oracle/DC=east/DC=sales/CN=

CAforActiveDirectory

valid_from = Oct 25 22:18:26 2006 GMT

valid_until = Oct 25 22:18:26 2011 GMT

version = 3 (0x02)

■ 代替サーバーの証明書をコピーするには、次のように入力します。
-> set alternateservers/n/cert
load_uri=[tftp|ftp|scp]:[//username:password@]//[ipAddress/|hostName/]filepPath/
fileName

次は、TFTPを使用してコピーした証明書の例です。
-> set alternateservers/n/cert load_uri=

tftp://10.8.172.152/sales/cert.cert

Set ’load_uri’ to ’tftp://10.8.172.152/sales/cert.cert’

注 – TFTP転送方法では、ユーザー名とパスワードは不要です。

次は、FTPを使用してコピーした証明書の例です。

-> set load_uri=

ftp://sales:XpasswordX@129.148.185.50/8275_put/cert.cert

Set ’load_uri’ to

’ftp://sales:XpasswordX@129.148.185.50/8275_put/cert.cert’

次は、SCPを使用してコピーした証明書の例です。

-> set load_uri=

scp://sales:XpasswordX@129.148.185.50/home/dc150698/8275_put/cert

.cert
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Set ’load_uri’ to

’scp://sales:XpasswordX@129.148.185.50/home/dc150698/8275_put/

cert.cert’

■ 代替サーバーの証明書を削除するには、次のように入力します。

-> set alternateservers/n/cert clear_action=true

例:
-> set alternateservers/1/cert clear_action=true

Are you sure you want to clear

/SP/clients/activedirectory/alternateservers/1/cert (y/n)? y

Set ’clear_action’ to ’true’

dnslocatorqueriesターゲット内の情報を表示および変更するには、showおよび set

コマンドを使用します。

■ dnslocatorqueriesターゲット内の情報を表示するには、次のように入力しま
す。

-> show dnslocatorqueries/n

ここでは、nには 1 - 5の整数を指定できます。

例:
-> show dnslocatorqueries/1

/SP/clients/activedirectory/dnslocatorqueries/1

Targets:

Properties:

service = _ldap._tcp.gc._msdcs.<DOMAIN>.<PORT:3269>

Commands:

cd

set

show

注 – DNSロケータクエリーが機能するには、DNSおよびDNSロケータモードが有
効である必要があります。DNSの有効化については、51ページの「DNS設定の表
示と構成 (CLI)」を参照してください。

DNSロケータサービスクエリーは、名前付きDNSサービスを特定します。レ
コードには通常ポート IDが含まれますが、<PORT:636>という形式でオーバーラ
イドできます。さらに、<DOMAIN>置換マーカーを使用して、認証対象の特定のド
メインに対する名前付きサービスを指定できます。

■ dnslocatorqueriesターゲット内のプロパティーを変更するには、次のように入
力します。

-> set dnslocatorqueries/n service=DNSLocatorServiceQuery

9
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例:
-> set dnslocatorqueries/1 service=

_ldap._tcp.gc._msdcs.<DOMAIN>.<PORT:3269>

expsearchmodeプロパティーを表示および変更するには、showおよび setコマンドを
使用します。

注 – expsearchmodeプロパティーを表示および構成するには、Oracle ILOM 3.0.4以降を
使用している必要があります。

■ expsearchmodeプロパティーを表示するには、次のように入力します。
-> show expsearchmode

例:
-> show expsearchmode

/SP/clients/activedirectory

Properties:

expsearchmode = disabled

■ expsearchmodeプロパティーを有効または無効にするには、次のように入力しま
す。

-> set expsearchmode=[enabled|disabled]

例:
-> set expsearchmode=enabled

Set ’expsearchmode’ to ’enabled’

strictcredentialerrormodeプロパティーを表示および変更するには、showおよび
setコマンドを使用します。

注 – Oracle ILOM 3.0.10から、strictcredentialalerrormodeを使用してユーザー資格
エラーの処理方法を制御できるようになりました。このモードが有効な場合、どの
サーバーから報告された資格エラーでも、これらのユーザー資格は無効になりま
す。このモードが無効な場合 (デフォルト設定)、認証のため他のサーバーへこれら
のユーザー資格を提供できます。

■ strictcredentialerrormodeプロパティーを表示するには、次のように入力しま
す。
-> show /SP/clients/activedirectory

例:
-> show /SP/clients/activedirectory

/SP/clients/activedirectory
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Properties

strictcredentialerrormode = disabled

■ strictcredentialerrormodeプロパティーを有効または無効にするには、次のよう
に入力します。
-> set strictcredentialerrormode=[enabled|disabled]

例:
-> set strictcredentialerrormode=enabled

Set ’strictcredentialerrormode’ to ’enabled’

▼ Active Directoryの認証および承認のトラブル
シューティング (CLI)
始める前に

■ Active Directoryを構成するには、User Management (u)の役割を有効にする必要が
あります。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

Active Directoryターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/clients/activedirectory

Active Directory認証モジュールのデバッグイベントレベルを traceに設定するに
は、次のように入力します。
-> set logdetail=trace

Set ’logdetail’ to ’trace’

Oracle ILOM CLIからログアウトしてもう一度ログインして、もう一度承認します。

承認に関するイベントログ出力を表示するには、showコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> show /SP/logs/event/list Class==ActDir Type==Log

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> show /CMM/logs/event/list Class==ActDir Type==Log

例:
-> show /SP/logs/event/list Class==ActDir Type==Log

ID Date/Time Class Type Severity
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----- ------------------------ -------- -------- --------

26 Thu Jul 10 09:40:46 2008 ActDir Log minor

(ActDir) authentication status: auth-OK

25 Thu Jul 10 09:40:46 2008 ActDir Log minor

(ActDir) server-authenticate: auth-success idx 100/0

dns-server 10.8.143 .231

24 Thu Jul 10 09:40:46 2008 ActDir Log debug

(ActDir) custRoles

23 Thu Jul 10 09:40:46 2008 ActDir Log debug

(ActDir) role-name administrator

イベントログ詳細の構成に関する詳細は、113ページの「Oracle ILOMイベントログ
リストのスクロール、終了、クリア」を参照してください。

Lightweight Directory Access Protocol (LDAP)の構成 (CLI)

説明 リンク プラットフォーム機能のサポート

LDAPの設定を管理するため
の手順

■ 87ページの「LDAPサーバーの
構成 (CLI)」

■ 88ページの「LDAP用のOracle
ILOMの構成 (CLI)」

■ x86システムサーバー SP
■ SPARCシステムサーバー SP
■ CMM

▼ LDAPサーバーの構成 (CLI)
始める前に

■ LDAPを構成するには、User Management (u)の役割を有効にする必要がありま
す。

Oracle ILOMに対して認証するユーザーアカウントのパスワードが、GNU拡張機能を
使用した crypt形式であることを確認します (一般に、MD5 cryptと呼ばれます)。
Oracle ILOMでは、次の 2種類の暗号化形式のいずれかで保存したパスワードの
LDAP認証のみをサポートしています。

■ userPassword: {CRYPT}ajCa2He4PJhNo

■ userPassword: {CRYPT}$1$pzKng1$du1Bf0NWBjh9t3FbUgf46.

オブジェクトクラス posixAccountおよび shadowAccountを追加し、このスキーマ (RFC
2307)に必要なプロパティー値を入力します。

必須プロパティー 説明

uid Oracle ILOMにログインするためのユーザー名
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必須プロパティー 説明

uidNumber 任意の一意の数字

gidNumber 任意の一意の数字

userPassword パスワード

homeDirectory 任意の値 (このプロパティーは、Oracle ILOMでは無視されます)

loginShell 任意の値 (このプロパティーは、Oracle ILOMでは無視されます)

LDAPサーバーを構成して、Oracle ILOMのユーザーアカウントにアクセスできるよう
にします。

LDAPサーバーが匿名バインドを許可するようにするか、または LDAPサーバーにプ
ロキシユーザーを作成します。LDAPサーバーは、Oracle ILOMにより認証されるす
べてのユーザーアカウントに読み取り専用アクセスができます。

詳細は、LDAPサーバーのドキュメントを参照してください。

▼ LDAP用のOracle ILOMの構成 (CLI)
始める前に

■ LDAPを構成するには、User Management (u)の役割を有効にする必要がありま
す。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

LDAPターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/clients/ldap

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> cd /CMM/clients/ldap

プロキシユーザー名とパスワードを入力するには、次のように入力します。

-> set binddn="cn=proxyuser, ou=people, ou=sales, dc=oracle, dc=com" bindpw=password

LDAPサーバーの IPアドレスを入力するには、次のように入力します。
-> set address=[ldapipaddress |DNS name]

注 – DNS名を使用する場合、DNSは構成済みで機能している必要があります。
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LDAPサーバーとの通信に使用するポートを割り当てるには、次のように入力しま
す。
-> set port=ldapport

デフォルトのポートは 389です。

ユーザーとグループを含む LDAPツリー分岐の識別名を入力するには、次のように入
力します。
-> set searchbase="ou=people, ou=sales, dc=oracle, dc=com"

これは、ユーザー認証を検索する LDAPツリーの場所です。

LDAPサービスの状態を enabledに設定するには、次のように入力します。
-> set state=enabled

LDAP認証の動作を確認するには、LDAPユーザー名とパスワードを使用して、Oracle
ILOMにログインします。

注 – Oracle ILOMは、LDAPユーザーの前にローカルユーザーを検索します。LDAP
ユーザー名がローカルユーザーとして存在する場合は、Oracle ILOMは認証にローカ
ルアカウントを使用します。

LDAP/SSLの構成 (CLI)

説明 リンク プラットフォーム機能のサポート

LDAP/SSLの設定を構成するた
めの手順

■ 89ページの「LDAP/SSL
strictcertmodeの有効化」

■ 90ページの「LDAP/SSL
certstatusの確認」

■ 91ページの「LDAP/SSL証明書
の削除 (CLI)」

■ 92ページの「LDAP/SSL設定の
表示と構成 (CLI)」

■ 96ページの「LDAP/SSLの認証
と承認のトラブル
シューティング (CLI)」

■ x86システムサーバー SP
■ SPARCシステムサーバー

SP
■ CMM

▼ LDAP/SSL strictcertmodeの有効化
始める前に
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■ LDAP/SSLを構成するには、User Management (u)の役割を有効にする必要がありま
す。

注 –デフォルトでは、strictcertmodeは無効です。この変数が無効になっている場
合、チャネルはセキュアですが、証明書に対して限定的な検証が実行されま
す。strictcertmodeが有効になっている場合は、サーバーの証明書が提供されたと
きに証明書の署名を検証できるように、サーバーの証明書がサーバーにすでに
アップロードされている必要があります。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

LDAP/SSLターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/clients/ldapssl

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> cd /CMM/clients/ldapssl

証明書をロードするには、次のように入力します。

-> set cert load_uri=[tftp|ftp|scp]://IP address/file-path/filename

注 – TFTP、FTP、または SCPを使用して証明書をロードできます。

strictcertmodeを有効にするには、次のように入力します。

-> set strictcertmode=enabled

▼ LDAP/SSL certstatusの確認

注 – strictcertmodeが無効になっている場合、certstatusは、証明書の現在の状態を
反映する操作変数です。ただし、strictcertmodeが有効になっている場合は、証明
書をロードする必要があります。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

証明書のステータスを確認するには、showコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> show /SP/clients/ldapssl/cert
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■ CMMの場合、次のように入力します。

-> show /CMM/clients/ldapssl/cert

例:
-> show /SP/clients/ldapssl/cert

Targets:

Properties:

certstatus = certificate present

clear_action = (none)

issuer = /C=US/O=Entrust PKI Demonstration Cerificates

load_uri = (none)

serial_number =

08:f23:2e:c0:8c:12:cd:bb:4e:7e:82:23:c4:0d:22:60

subject = /C=US/O=Entrust PKI Demonstration

Cerificates/OU=Entrust/Web Connector/OU=No Liability as per

http://freecerts.entrust

valid_from = Oct 25 22:18:26 2006 GMT

valid_until = Oct 25 22:18:26 2011 GMT

version = 3 (0x02)

▼ LDAP/SSL証明書の削除 (CLI)
始める前に

■ LDAP/SSLを構成するには、User Management (u)の役割を有効にする必要がありま
す。

注 –認証サーバー証明書を削除するには、strictcertmodeが無効である必要がありま
す。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

LDAP/SSL証明書ターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。

-> cd /SP/clients/ldapssl/cert

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> cd /CMM/clients/ldapssl/cert

証明書を削除するには、次のように入力します。
-> set clear_action=true

Are you sure you want to clear /SP/clients/ldapssl/cert (y/n)? y
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▼ LDAP/SSL設定の表示と構成 (CLI)
始める前に

■ LDAP/SSLを構成するには、User Management (u)の役割を有効にする必要がありま
す。

注 – optionalUserMappingターゲットを表示および構成するには、Oracle ILOM 3.0.4以
降のバージョンのOracle ILOMを使用している必要があります。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

LDAP/SSLターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。

-> cd /SP/clients/ldapssl

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> cd /CMM/clients/ldapssl

admingroupsターゲット内の LDAP/SSLプロパティーを表示および変更するには、show

および setコマンドを使用します。

■ admingroupsターゲット内の情報を表示するには、次のように入力します。

-> show admingroups/n

ここでは、nには 1 - 5の整数を指定できます。

例:
-> show /SP/clients/ldapssl/admingroups/1

/SP/clients/ldapssl/admingroups/1

Targets:

Properties: name = CN=SpSuperAdmin,OU=Groups,DC=sales,DC=

east,DC=oracle,DC=com

■ admingroupsターゲット内の情報を変更するには、次のように入力します。

-> set admingroups/n property=value

ここでは、nには 1 - 5の整数を指定できます。

例:
-> set admingroups/1/ name=CN=spSuperAdmin,OU=Groups,DC=sales,DC=

oracle,DC=com

Set ’name’ to ’CN=spSuperAdmin,OU=Groups,DC=sales,DC=oracle,

DC=com’

1
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opergroupsターゲット内の情報を表示および変更するには、showおよび setコマンド
を使用します。

■ opergroupsターゲット内の情報を表示するには、次のように入力します。

-> show opergroups/n

ここでは、nには 1 - 5の整数を指定できます。

例:
-> show opergroups/1

/SP/clients/ldapssl/opergroups/1

Targets:

Properties: name = CN=SpSuperOper,OU=Groups,DC=sales,DC=

east,DC=oracle,DC=com

■ opergroupsターゲット内の nameプロパティーを変更するには、次のように入力し
ます。

-> set opergroups/n name=value

例:
-> set name=CN=spSuperOper,OU=Groups,DC=sales,DC=oracle,DC=com

Set ’name’ to ’CN=spSuperOper,OU=Groups,DC=sales,DC=oracle,DC=

com’

customgroupsターゲット内の情報を表示および変更するには、showおよび setコマン
ドを使用します。

■ customgroupsターゲット内の情報を表示するには、次のように入力します。

-> show customgroups/n

例:
-> show customgroups/1

/SP/clients/ldapssl/customgroups/1

Targets:

Properties:

name = <fully qualified distinguished name
only>

roles = (none)

Commands:

cd

set

show

■ customgroupsターゲット内のプロパティーを変更するには、次のように入力しま
す。

-> set customgroups/n property=value

4
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例:
-> set customgroups/1 name=CN=spSuperCust,OU=Groups,DC=sales,DC=

oracle,DC=com

Set ’name’ to ’CN=spSuperCust,OU=Groups,DC=sales,DC=oracle,DC=

com’

-> set customgroups/1 roles=au

Set ’roles’ to ’au’

userdomainsターゲット内の情報を表示および変更するには、showおよび setコマン
ドを使用します。

■ userdomainsターゲット内の情報を表示するには、次のように入力します。

-> show userdomains/n

ここでは、nには 1 - 5の整数を指定できます。

例:
-> show userdomains/1

Targets:

Properties:

domain = uid=<USERNAME>,ou=people,dc=oracle,dc=com

Commands:

cd

set

show

■ userdomainsターゲット内の domainプロパティーを変更するには、次のように入
力します。

-> set userdomains/n domain=value

例:
-> set userdomains/1 domain=uid=<USERNAME>, ou=people,dc=

oracle, dc=oracle

注 –前の例で、<USERNAME>は、認証時にユーザーのログイン名に置き換えられま
す。名前には、完全修飾ドメイン名 (Fully Qualified Domain Name、FQDN)の形式
を使用できます。

alternateserversターゲット内の情報を表示および変更するには、showおよび setコ
マンドを使用します。

■ alternateserversターゲット内の情報を表示するには、次のように入力します。

-> show alternateservers/n

ここでは、nには 1 - 5の整数を指定できます。

6
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例:
-> show alternateservers/1

/SP/clients/ldapssl/alternateservers/1

Targets:

cert

Properties:

address = 10.8.168.99

port = 0

注 –前の例で、addressには、IPアドレスまたはDNS名のいずれかを指定できま
す。DNSを使用する場合は、DNSが有効である必要があります。DNSの有効化の
詳細については、51ページの「DNS設定の表示と構成 (CLI)」を参照してくださ
い。

■ alternateserversターゲット内のプロパティーを変更するには、次のように入力
します。
-> set alternateservers/n property=value

例:
-> set /SP/clients/ldapssl/alternateservers/1 port=636

alternateservers証明書ターゲット内の情報を表示および変更するには、showおよ
び setコマンドを使用します。

■ 代替サーバーの証明書をコピーするには、次のように入力します。
-> set alternateservers/n/cert
load_uri=[tftp|ftp|scp]:[username:password@]//[ipAddress|HostName]/filepPath/fileName

次は、TFTPを使用してコピーした証明書の例です。
-> set load_uri=tftp://10.8.172.152/sales/cert.cert

Set ’load_uri’ to ’tftp://10.8.172.152/sales/cert.cert’

注 – TFTP転送方法では、ユーザー名とパスワードは不要です。

次は、FTPを使用してコピーした証明書の例です。

-> set load_uri=

ftp://sales:XpasswordX@129.148.185.50/8275_put/cert.cert

Set ’load_uri’ to

’ftp://sales:XpasswordX@129.148.185.50/8275_put/cert.cert’

次は、SCPを使用してコピーした証明書の例です。

-> set load_uri=.cert

scp://sales:XpasswordX@129.148.185.50/home/dc150698/8275_put/cert

.cert

8
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Set ‘load uri’ to

‘scp://sales:XpasswordX@129.148.185.50/home/dc150698/8275_put/cer
t.cert’

■ 代替サーバーの証明書を削除するには、次のように入力します。

-> set clear_action=true

例:
-> set clear_action=true

Are you sure you want to clear /SP/clients/ldapssl/cert (y/n)? y

Set ’clear_action’ to ’true’

optionalUserMappingターゲット内の情報を表示および変更するには、showおよび
setコマンドを使用します。

■ optionalUserMappingターゲット内の情報を表示するには、次のように入力しま
す。

-> show optionalUserMapping

例:
-> show optionalUserMapping

Targets:

Properties:

attributeInfo = (&(objectclass=person)(uid=<USERNAME>))

binddn = cn=Manager,dc=oracle,dc=com

bindpw = (none)

searchbase = ou=people,dc=oracle,dc=com

state = disabled

Commands:

cd

set

show

■ optionalUserMappingターゲット内のプロパティーを変更するには、次のように
入力します。

-> set property=value

例:
-> set state=enabled

Set ’state’ to ’enabled’

▼ LDAP/SSLの認証と承認のトラブルシューティング
(CLI)
始める前に

9
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■ LDAP/SSLを構成するには、User Management (u)の役割を有効にする必要がありま
す。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

LDAP/SSLターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。

-> cd /SP/clients/ldapssl

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> cd /CMM/clients/ldapssl

LDAP/SSL認証モジュールのデバッグイベントレベルを traceに設定するには、次のよ
うに入力します。

-> set logdetail=trace

Oracle ILOM CLIからログアウトしてもう一度ログインして、もう一度承認します。

承認に関するイベントログ出力を表示するには、showコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。

-> show /SP/logs/event/list Class==ldapssl Type==Log

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> show /CMM/logs/event/list Class==ldapssl Type==Log

例:
-> show /SP/logs/event/list Class==ldapssl Type==Log Severity==

Trace

ID Date/Time Class Type Severity

----- ------------------------ -------- -------- --------

3155 Thu Nov 13 06:21:00 2008 LdapSsl Log critical

(LdapSSL) authentication status: auth-ERROR

3154 Thu Nov 13 06:21:00 2008 LdapSsl Log major

(LdapSSL) server-authenticate: auth-error idx 0 cfg-server

10.8.xxx.xxx

3153 Thu Nov 13 06:21:00 2008 LdapSsl Log major

(LdapSSL) ServerUserAuth - Error 0, error binding user to

ActiveDirectory server

イベントログの詳細の構成については、113ページの「Oracle ILOMイベントログリ
ストのスクロール、終了、クリア」を参照してください。
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RADIUSの構成 (CLI)

説明 リンク プラットフォーム機能のサ
ポート

RADIUSの設定を構成するため
の手順

■ 98ページの「RADIUSの構成
(CLI)」

■ x86システムサーバー SP
■ SPARCシステムサーバー SP
■ CMM

▼ RADIUSの構成 (CLI)
始める前に

■ RADIUSを設定するには、User Management (u)の役割を有効にする必要がありま
す。

■ RADIUSサーバーを正しく構成したあとは、RADIUS認証を使用して、10より多
くのローカルユーザーアカウントにOracle ILOMへのアクセスを提供できます。

使用しているRADIUS環境に関する適切な情報を収集します。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

RADIUSターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/clients/radius

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> cd /CMM/clients/radius

RADIUSプロパティーを表示するには、次のように入力します。
-> show

例:
-> show

/SP/clients/radius

Targets:

Properties:

defaultrole = Operator

address = 129.144.36.142

port = 1812

secret = (none)

state = enabled

1
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Commands:

cd

set

show

次の表に示されているRADIUSプロパティーを構成するには、次のように入力しま
す。

-> set [defaultrole=[Administrator|Operator|a|u|c|r|o|s]

address=radius_server_IPaddress port=port# secret=radius_secret
state=[enabled|disabled]]

例:
-> set /SP/clients/radius state=enabled address=10.8.145.77

Set ’state’ to ’enabled’

Set ’address’ to ’10.8.145.77

プロパティー (CLI) デフォルト 説明

state Disabled Enabled | Disabled

RADIUSクライアントを有効にするか無効にするかを指定し
ます。

defaultrole

a|u|c|r|o|s|

Administrator|Operator

Operator Administrator | Operator | Advanced Roles

認証されたすべてのRADIUSユーザーに付与されるアクセス
の役割。このプロパティーは、旧バージョンのAdministrator
またはOperatorの役割、あるいは a、u、c、r、o、および sの
個々の役割 IDの任意の組み合わせをサポートします。たとえ
ば aucrosの場合、a=Admin、u=User
Management、c=Console、r=Reset and Host Control、および
s=Serviceです。

ipaddress 0.0.0.0 RADIUSサーバーの IPアドレスまたはDNS名。DNS名を使用
する場合は、DNSが構成され機能していなければなりませ
ん。

port 1812 RADIUSサーバーとの通信に使用するポート番号を指定しま
す。デフォルトのポートは 1812です。

secret (なし) 機密データを保護しクライアントとサーバーの相互認識を可
能にするために使われる共有シークレットを指定します。

5
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コンポーネントのステータスと保守処理
の管理 (CLI)

説明 リンク

システムコンポーネントのステータス
と保守処理を管理するためのCLI手順

■ 102ページの「コンポーネントの取り外しの準備
(CLI)」

■ 103ページの「コンポーネントのサービスへの復帰
(CLI)」

■ 103ページの「コンポーネントの状態の有効化と無効
化 (CLI)」

■ 104ページの「障害の表示およびクリア (CLI)」

関連情報
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 -概念』、障害管理
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 - Web手順』、システムコンポーネントの管理
■ 『Oracle ILOM 3.0プロトコル管理』、システムコンポーネントの情報の管理

▼ コンポーネント情報の表示 (CLI)
Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

コンポーネントのインベントリ情報を表示するには、showコマンドを使用します。

■ ラック搭載型サーバーコンポーネントの場合、次のように入力します。

-> show /SYS/component_name

■ シャーシコンポーネントの場合、次のように入力します。

-> show /CH/component_name

例:
-> show /SYS/MB type

Targets:

.

.

1
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.

Properties:

type = Motherboard

ipmi_name = MB

fru_name = MB

fru_description = BD, ASY, MB

.

.

.

Commands:

cd

set

show

インベントリ情報を表示するプロパティーのリストを次に示します。表示できるプ
ロパティーは、使用するターゲットの種類によって異なります。

■ fru_part_number

■ fru_manufacturer

■ fru_serial_number

■ fru_name

■ fru_description

■ fru_version

■ chassis_serial_number

■ chassis_part_number

■ product_name

■ product_serial_number

■ product_part_number

■ customer_frudata

▼ コンポーネントの取り外しの準備 (CLI)
始める前に

■ Oracle ILOMでコンポーネントを取り外す準備をするには、Reset and Host Control
(r)の役割を有効にする必要があります。

シャーシのコンポーネントの取り外しを準備するには、次の手順に従います。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

コンポーネントを取り外す準備をするには、次のように入力します。
-> set target prepare_to_remove_action=true

例:
-> set /CH/RFM0 prepare_to_remove_action=true

Set ’prepare_to_remove_action’ to ’true’

1

2
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コンポーネントを取り外す準備ができたら、物理的に取り外せるようになっている
かどうかを確認できます。

コンポーネントが取り外せる状態にあることを確認するには、次のように入力しま
す。

-> show target prepare_to_remove_status

例:
-> show /CH/RFM0 prepare_to_remove_status

Properties:

prepare_to_remove_status = [Ready|NotReady]

この例の [Ready|NotReady]文は、デバイスを取り外す準備ができたかどうかを示しま
す。

▼ コンポーネントのサービスへの復帰 (CLI)
始める前に

■ コンポーネントのサービスへの復帰をOracle ILOMに通知するには、Reset and
Host Control (r)の役割を有効にする必要があります。

注 –コンポーネントを取り外す準備が完了してから、このアクションを取り消す場合
は、リモートで実行できます。

シャーシのコンポーネントをサービスに復帰させるには、次の手順に従います。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

Oracle ILOMコマンドプロンプトで、次のように入力します。
-> set target return_to_service_action=true

例:

-> set /CH/RFM0 return_to_service_action=true

Set ’return_to_service_action’ to ’true’

▼ コンポーネントの状態の有効化と無効化 (CLI)
始める前に

■ Oracle ILOMでシャーシのコンポーネントの状態を管理するには、Reset and Host
Control (r)の役割を有効にする必要があります。

3

1

2

関連情報

103



シャーシのコンポーネントの状態を有効または無効にするには、次の手順に従いま
す。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

Oracle ILOMコマンドプロンプトで、次のように入力します。

-> set target component_state=[enabled|disabled]

例:
-> set /SYS/MB/CMP0/P0/C0 component_state=enabled

Set ‘component_state’ to ‘enabled’

▼ 障害の表示およびクリア (CLI)
始める前に

■ Oracle ILOMでレポートされたコンポーネントの障害をクリアするには、Admin
(a)の役割を有効にする必要があります。

■ サーバー SPまたはCMMに、Oracle ILOMファームウェア 3.0.3以降がインス
トールされている必要があります。

Oracle ILOMで障害を表示またはクリアするには、次の手順に従います。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

障害が発生したコンポーネントのリストを表示するには、次のように入力します。

■ サーバー SPから、次のように入力します。-> show /SP/faultmgmt

■ CMM から、次のように入力します。-> show /CMM/faultmgmt

Oracle ILOMイベントログの障害メッセージを表示するには、次のように入力しま
す。

■ サーバー SPから、次のように入力します。-> show /SP/logs/event/list

■ CMM から、次のように入力します。-> show /CMM/logs/event/list

障害が発生したコンポーネントを修復または交換します。

コンポーネントの障害をクリアするには、次のコマンドを入力します。

-> set component_path clear_fault_action=true

1

2

1

2

3

4

5

関連情報

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 • 2013年 2月104



ここでは、component_pathは、障害が発生した次のいずれかのコンポーネントで
す。

■ プロセッサ

■ メモリー

■ マザーボード

■ ファンモジュール

■ 電源装置

■ CMM

■ NEM

■ PCIカード

たとえば、プロセッサ 0の障害をクリアするには、次のように入力します。
-> set /SYS/MB/P0 clear_fault_action=true

Are you sure you want to clear /SYS/MB/P0 (y/n)? y

Set ’clear_fault_action’ to ’true’

関連情報
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システムセンサーの監視およびイベント
ログエントリとクロック設定の管理 (CLI)

説明 リンク

システムセンサー、インジケータ、お
よびログを監視するためのCLI手順

■ 108ページの「システムセンサー、インジケータ、イ
ベントログの監視 (CLI)」

SPコンソール履歴ログを表示および
管理するためのCLI手順

■ 116ページの「SPコンソールログ出力の表示と管理
(CLI)」

SPクロックのプロパティーを設定す
るためのCLI手順

■ 110ページの「クロックのプロパティーの構成 (CLI)」

関連情報
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 -概念』、システム監視とアラート管理
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 - Web手順』、システムセンサー、インジ
ケータ、イベントログの監視

■ 『Oracle ILOM 3.0プロトコル管理』、インベントリおよびコンポーネントの管理
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システムセンサー、インジケータ、イベントログの監視
(CLI)

説明 リンク プラットフォーム機能のサポート

LEDとシステムインジ
ケータを表示および構成し
ます

■ 108ページの「センサー測定値の
表示 (CLI)」

■ 109ページの「システムステータ
スインジケータの構成 (CLI)」

■ x86システムサーバー SP
■ SPARCシステムサーバー SP
■ CMM

クロックとタイムゾーンを
設定します

■ 110ページの「クロックのプロパ
ティーの構成 (CLI)」

イベントログをフィルタリ
ング、表示、およびクリア
します

■ 112ページの「Oracle ILOMイベ
ントログリストのフィルタ処理
(CLI)」

■ 113ページの「Oracle ILOMイベ
ントログリストのスク
ロール、終了、クリア」

■ 115ページの「リモート syslog受
信側の IPアドレスの構成 (CLI)
」

▼ センサー測定値の表示 (CLI)
センサーの測定値を表示するには、次の手順に従います。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

センサーのプロパティーを表示するには、showコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。

-> show /SYS/sensor

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> show /CH/sensor

ここでは、sensorはプロパティーを表示するしきい値センサーまたはディスクリート
センサーのターゲットです。

例:

1

2
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一部の Sunサーバーでは、次のように入力すると、外気の吸気温度測定値を表示で
きます。

-> show /SYS/T_AMB

/SYS/T_AMB

Targets:

Properties:

type = Temperature

class = Threshold Sensor

value = 27.000 degree C

upper_nonrecov_threshold = 45.00 degree C

upper_critical_threshold = 40.00 degree C

upper_noncritical_threshold = 35.00 degree C

lower_noncritical_threshold = 10.00 degree C

lower_critical_threshold = 4.00 degree C

lower_nonrecov_threshold = 0.00 degree C

alarm_status = cleared

一部の Sunサーバーでは、次のように入力すると、ハードドライブがスロット 0に存
在するかどうかを判断できます。

-> show /SYS/HDD0_PRSNT

/SYS/HDD0_PRSNT

Targets:

Properties:

Type = Entity Presence

Class = Discrete Indicator

Value = Present

Commands:

cd

show

管理できるディスクリートセンサーターゲットの種類の詳細は、Sunシステムハード
ウェアに付属するユーザードキュメントを参照してください。

▼ システムステータスインジケータの構成 (CLI)
始める前に

■ Oracle ILOMを使用してシステムインジケータの状態を構成するには、User
Management (u)の役割を有効にする必要があります。

システムインジケータの状態を構成するには、次の手順に従います。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。1
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setコマンドを使用してシステムインジケータの状態を変更できるかどうかを確認す
るには、helpコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> help /SYS/status_indicator

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> help /CH/status_indicator

たとえば、ラック搭載型サーバーでロケータインジケータ LEDを構成可能かどう
かを確認するには、次のように入力します。

-> help /SYS/LOCATE

/SYS/LOCATE : Indicator

Targets:

Properties:

type : Type of component

ipmi_name : IPMI Name of component

value : Value of component.

value : Possible values = On, Off, Standby_Blink,

Slow_Blink, Fast_Blink

value : User role required for set = a

システムインジケータの状態を変更するには、setコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> set /SYS/status_indicator property=value

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> set /CH/status_indicator property=value

使用しているシステムでサポートされているシステムインジケータとそれらにアク
セスするためのパスの詳細は、Sunサーバーに付属のユーザードキュメントを参照し
てください。

▼ クロックのプロパティーの構成 (CLI)
始める前に

■ Oracle ILOMでクロックのプロパティー値を構成するには、Admin (a)の役割を有
効にする必要があります。

■ 次のことを確認する方法については、Oracle Sunプラットフォームサーバーのド
キュメントを参照してください。
■ Oracle ILOMの現在の時間が SPをリブートしても維持されるか。

2

3

システムセンサー、インジケータ、イベントログの監視 (CLI)

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 • 2013年 2月110



■ Oracle ILOMの現在の時間をホストのブート時にホストと同期させることがで
きるかどうか。

■ システムが時間を格納するリアルタイムクロック要素をサポートするかどう
か。

Oracle ILOMを使用してクロックのプロパティー値を構成するには、次の手順に従い
ます。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

clockターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。

-> cd /SP/clock

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> cd /CMM/clock

サーバー SPで現在設定されているクロックプロパティーの値を表示するには、次の
ように入力します。

-> show

Oracle ILOMクロックプロパティーの値を手動で設定するには、次のように入力しま
す。

-> set property_name=value

例:

-> set datetime=MMDDhhmmYYYY

サーバー SPでのクロックプロパティーの値と、ネットワーク上のほかのサーバーを
同期するには、次の手順を実行します。

a. NTPサーバーの IPアドレスを設定するには、setコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。

-> set /SP/clients/ntp/server/1 address=ip_address

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> set /CMM/clients/ntp/server/1 address=ip_address

1

2

3

4

5
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b. NTPの同期を有効にするには、次のように入力します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。

-> set /SP/clock usentpserver=enabled

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> set /CMM/clock usentpserver=enabled

タイムゾーンを設定するには、次のように入力します。

-> set timezone=UTC/GMT_timezone

注 – Oracle ILOMは、ホストサーバーのUTC/GMTタイムゾーンに基づいてタイムス
タンプを取得します。ただし、別のタイムゾーンに存在するクライアントシステム
からイベントログを参照すると、タイムスタンプはクライアントシステムのタイム
ゾーンに合わせて調整されます。そのため、Oracle ILOMイベントログにある 1つの
イベントが、2つのタイムスタンプで表示されることがあります。

▼ Oracle ILOMイベントログリストのフィルタ処理
(CLI)
Oracle ILOMイベントログリストをフィルタ処理するには、次の手順に従います。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

イベントログターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。

-> cd /SP/logs/event

■ CMM の場合、次のように入力します。

-> cd /CMM/logs/event

コマンドプロンプトで、次のように入力します。

-> show list Class==[Audit|IPMI|Chassis|Fault|System|Software]

Type==[Log|State|Action|Fault|Repair]

Severity==[debug|down|critical|major|minor]

6

1

2

3
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▼ Oracle ILOMイベントログリストのスクロール、終
了、クリア
始める前に

■ Oracle ILOMイベントログリストを変更するには、Admin (a)の役割を有効にする
必要があります。

Oracle ILOMイベントログを表示またはクリアするには、次の手順に従います。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

イベントログターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ ラック搭載型サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/logs/event

■ シャーシ内のブレードサーバー SPの場合は、次のように入力します。
-> cd /CH/BLn/SP/logs/event

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> cd /CMM/logs/event

イベントログの出力を表示するには、次のように入力します。
-> show list

イベントログの内容が表示されます。

例:
-> show list

ID Date/Time Class Type Severity

----- ------------------------ -------- -------- --------

578 Wed Jun 11 06:39:47 2008 Audit Log minor

user1 : Open Session : object = /session/type : value = shell

: success

577 Wed Jun 11 06:34:53 2008 Audit Log minor

user1 : Set : object =

/clients/activedirectory/userdomains/3/domain : value =

<USERNAME>@joe.customer.example.sun.com : success

576 Wed Jun 11 06:25:06 2008 Audit Log minor

user1 : Open Session : object = /session/type : value =

www : success

575 Wed Jun 11 06:07:29 2008 Audit Log minor

user1 : Close Session : object = /session/type : value =

www : success

574 Wed Jun 11 06:02:01 2008 Audit Log minor

root : Set : object =

/clients/activedirectory/dnslocatorqueries/2/service :

value = _ldap._tcp.pc._msdcs.<DOMAIN>.<PORT:636> : success

1

2
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573 Wed Jun 11 06:01:50 2008 Fault Fault critical

Fault detected at time = Wed Jun 11 06:01:41 2008. The

suspect component:/CH/PS3/EXTERNAL/AC_INPUT has

fault.powersupply.no_ac with probability=100 Please consult

the Sun Blade 8000 Fault Diagnosis Document (Document ID:

85878) at http://sunsolve.sun.com to determine the correct

course of action.

イベントログで、次のいずれかのタスクを実行します。

■ リストのエントリをスクロールするには、「q」以外の任意のキーを押しま
す。次の表に、イベントログ内の各列の説明を示します。

列のラベル 説明

Event ID イベントの番号で、1番から順に付けられます。

Class/Type 一般的なClass/Typeのペアで、次のものが含まれます。
■ Audit/Log -構成が変更されるコマンド。説明には、ユーザー、コマン
ド、コマンドパラメータ、成功と失敗が記述されます。

■ IPMI/Log - IPMI SELに記録されたイベントは、管理ログにも記録されま
す。

■ Chassis/State -インベントリの変更および全般的なシステム状態の変更。

■ Chassis/Action -サーバーのモジュール/シャーシの停止イベント、FRUコン
ポーネントのホットインサート/リムーバブル、および押された「Reset
Parameters」ボタンのカテゴリ。

■ Fault/Fault -障害管理の障害。説明には、障害が検出された時間と原因と思
われるコンポーネントが表示されます。

■ Fault/Repair -障害管理の修復。説明にはコンポーネントが表示されます。

Severity 「Debug」、「Down」、「Critical」、「Major」、または「Minor」。

Date/Time イベントが発生した日付と時間。時間情報プロトコル (NTP)サーバーでOracle
ILOM時間を設定できる場合、Oracle ILOMクロックは協定世界時 (UTC)を使
用します。

説明 イベントの説明。

■ イベントログを閉じる (ログの表示を中止する)には、qキーを押します。

■ イベントログのエントリをクリアするには、イベントログを閉じて、次のように
入力します。

-> set clear=true

Are you sure you want to clear /SPorCMM/logs/event (y/n)? y

4
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▼ リモート syslog受信側の IPアドレスの構成 (CLI)
始める前に

■ Oracle ILOMでリモート syslog受信側の宛先 IPアドレスを構成するには、Admin
(a)の役割を有効にする必要があります。

宛先 IPアドレスを構成するには、次の手順に従います。

Oracle ILOM SPまたはCMMにログインします。

syslogターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ ラック搭載型サーバー SPの場合、次のように入力します。

-> cd /SP/clients/syslog/[1|2]

■ シャーシ内のブレードサーバー SPの場合は、次のように入力します。

-> cd /CH/BLn/SP/clients/syslog/[1|2]

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> cd /CMM/clients/syslog/[1|2]

syslog受信側のプロパティーを表示するには、次のように入力します。

-> show

たとえば、サーバー SPではじめて syslog受信側のプロパティーを設定している場
合、出荷時のデフォルトプロパティーは次のとおりです。

-> show

/SP/clients/syslog/1

Targets:

Properties:

address = 0.0.0.0

Commands:

cd

set

show

IP 1の宛先 IPアドレスを識別するには (また、該当する場合は IP 2も)、setコマンドを
使用します。

たとえば、宛先の IPアドレスを 111.222.33.4に設定するには、次のように入力しま
す。

-> set address=111.222.33.4

Set ‘address’ to ‘111.222.33.4’

1
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▼ SPコンソールログ出力の表示と管理 (CLI)
始める前に

■ Oracle ILOMで SPコンソール出力のプロパティーを変更するには、Console (c)の
役割を有効にする必要があります。

■ x86サーバーで SPコンソールの履歴ログ出力を表示するには、サーバーがOracle
ILOMファームウェアバージョン 3.0.8以降を実行している必要があります。
ファームウェアバージョン 3.0.8より前は、SPARCサーバー SPのOracle ILOMで
のみ SPコンソール履歴ログにアクセスできました。

Oracle ILOM SP CLIにログインします。

SPコンソールログターゲット、プロパティー、および使用可能なコマンドを表示す
るには、showコマンドを使用します。

例:
-> show /SP/console

/SP/console

Targets

history

Properties

line_count = 0

pause_count = 0

start_from = end

Commands

cd

show

start

stop

SPコンソールターゲットおよびプロパティー値の詳細を表示するには、helpコマン
ドを使用します。

例:
-> help /SP/console

/SP/console : Redirection of console stream to SP

Targets

history : console history

Properties

line_count : total number of lines to display

line_count : Possible values = 0-2048 where 0 means no limit

line_count : User role required for set = c

pause_count : number of lines to display before each pause

pause_count : Possible values = 0-2048 where 0 means no limit

pause_count: User role required for set = c

start_from : from which end of the available history to list

1
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start_from : Possible values = beginning,end

start_from : User role required for set = c

SPコンソール履歴ログファイルのプロパティー値を指定するには、次のように入力
します。

-> set /SP/console property=value [property=value] [property=value]

ここでは、propertyと valueには、次の表に示すいずれかのパラメータを指定できま
す。

プロパティー 値 例

line_count 行の値を 0 - 2048の範
囲で指定できます。0
は無制限を意味しま
す。

注 – line_countのデ
フォルト値は 0です。

Oracle ILOMに対して、SPコンソールの履歴ログの 4行を表示するように
指定するには、次のように入力します。

-> set /SP/console line_count=4

pause_count 一時停止の値を 0 - 2048
の範囲で指定できま
す。0は、表示を一時
停止しないことを意味
します。

注 – pause_countのデ
フォルト値は 0です。

Oracle ILOMで SPコンソールの履歴ログの 4行を表示し、そのうちの 2行
を表示したら表示を一時停止するように指定するには、次のように入力し
ます。

-> set /SP/console line_count=4 pause_count=2

start_from 次の値を指定できま
す。
■ end –履歴ログの最
後の行 (最新)。

■ beginning -履歴ログ
の最初の行。

注 – start_fromのデ
フォルト値は endで
す。

Oracle ILOMで SPコンソールの履歴ログの最初の 4行を表示し、そのうち
の 2行を表示したら表示を一時停止するように指定するには、次のように
入力します。

-> set /SP/console line_count=4 pause_count=2 start_from=beginning

注 – SPコンソールの履歴ログに記録されているUTCタイムスタンプは、サーバーに
構成されている現地時間です。

4
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ストレージコンポーネントおよび Zone
Managerの監視

説明 リンク

x86 Oracle Sunサーバープラット
フォームにインストールされている
ハードドライブおよびRAIDコント
ローラのストレージ詳細を表示するた
めのCLI手順

■ 119ページの「x86サーバーでのストレージコンポーネ
ントの監視 (CLI)」

Oracle Sun Blade 6000および 6048の
Zone Manager機能についての情報のリ
ファレンス

■ 123ページの「Sun Blade Zone Manager機能へのアクセ
ス」

関連情報
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 -概念』、ストレージ監視
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 - Web手順』、ストレージコンポーネントの監視
■ 『Oracle Hardware Management Packユーザーズガイド』、ソフトウェアダウン
ロードの入手

■ 『Oracle ILOM 3.0 CMM管理』、Zone Manager

▼ x86サーバーでのストレージコンポーネントの監
視 (CLI)
始める前に

■ x86サーバーでストレージ監視機能がサポートされていることを確認します。x86
サーバーがこれらの機能をサポートするかどうかを確認するには、使用している
サーバー用の管理ガイドまたはOracle ILOM補足マニュアルを参照してくださ
い。

■ x86サーバーがOracle ILOMファームウェアバージョン 3.0.6以降を実行している
ことを確認します。
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■ Oracle ILOMストレージ監視機能をはじめて使用する前に、Oracle Hardware
Management Packをダウンロードしてインストールします。Oracle Hardware
Management Packソフトウェアのダウンロード方法については、『Oracle Hardware
Management Packユーザーズガイド』を参照してください。

ハードドライブおよびRAIDコントローラストレージコンポーネントのプロパ
ティーの詳細を表示するには、次の手順に従います。

x86サーバーのOracle ILOM SP CLIにログインします。

ストレージコンポーネントターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ ハードドライブストレージコンポーネントを監視するには、次のように入力しま
す。
-> cd /SYS

■ RAIDコントローラストレージコンポーネントを監視するには、次のように入力し
ます。
-> cd /STORAGE/raid

ストレージコンポーネントのプロパティーを表示するには、showコマンドを使用し
ます。

■ リモートサーバーにインストールされている特定のハードドライブストレージコ
ンポーネントのストレージの詳細を表示するには、次のように入力します。
-> show /SYS/target

ここでは、targetはハードドライブストレージコンポーネントへのパスです。

たとえば、ハードドライブ 0のストレージ詳細を表示するには、次のように入力
します。
-> show /SYS/DBP/HDD0

/SYS/DBP/HDD0

Targets:

OK2RM

PRSNT

SERVICE

Properties:

type = Hard Disk

ipmi_name = DBP/HDD0

fru_name = H101414SCSSUN146G

fru_manufacturer = HITACHI

fru_version = SA25

fru_serial_number = 000852E6LJY P4X6LJYA

controller_id = 0d:00.0

disk_id = 0

capacity = 136

device_name = /dev/sg8

1
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disk_type = sata

wwn = 5764832510609242989

raid_status = OK

raid_ids = 0

Commands:

cd

show

■ RAIDコントローラおよび関連するディスク IDについてのプロパティーの詳細を表
示するには、次の手順を実行します。

a. 構成されているRAIDコントローラターゲットのリストを表示するには、次の
ように入力します。
-> show /STORAGE/raid

/STORAGE/raid

Targets:

controller@0d:00.0

Properties:

Commands:

cd

show

b. コントローラに関連するプロパティーの詳細を表示し、構成されている
raid_idターゲットのリストを表示するには、次のように入力します。

-> show /STORAGE/raid/controller@od:00.0

ここでは、od:00.0は、コントローラの PCIアドレスに対応する IDです。

例:
-> show /STORAGE/raid/controller@0d:00.0

/STORAGE/raid/controller@0d:00.0

Targets:

raid_id0

disk_id0

disk_id1

disk_id2

disk_id3

disk_id4

disk_id5

disk_id6

disk_id7

raid_id1

Properties:

fru_manufacturer = Adaptec

fru_model = 0x0285

pci_vendor_id = 36869

pci_device_id = 645

pci_subvendor_id = 645

pci_subdevice_id = 645

raid_levels = 0, 1, 1E, 5, 5EE, 10, 50, Spanned, RAID
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max_disks = 0

max_raids = 24

max_hot_spares = 64

max_global_hot_spares = 64

min_stripe_size = 16

max_stripe_size = 1024

c. 使用可能な disk_idターゲットのリストを表示し、controller raid_idに関連
するプロパティーを表示するには、次のように入力します。

-> show /STORAGE/raid/controller@od:00.0/raid_id0

可変部分: 説明:

od:00.0 システムにインストールされていることが確認さ
れたコントローラの PCIアドレスです

raid_id0 コントローラで構成されているターゲットRAID
ディスクです

例:

-> show /STORAGE/raid/controller@0d:00.0/raid_id0

/STORAGE/raid/controller@0d:00.0/raid_id0

Targets:

disk_id0

Properties:

level = Simple

status = OK

disk_capacity = 136

device_name = /dev/sda

mounted = true

Commands:

cd

show

d. コントローラ上の raid_idに関連する disk_idのプロパティーの詳細を表示す
るには、次のように入力します。

-> show /STORAGE/raid/controller@od:00.0/raid_id0/disk_id0

可変部分: 内容:

od:00.0 システムにインストールされていることが確認さ
れたコントローラの PCIアドレスです

raid_id0 コントローラで構成されているターゲットRAID
ディスクです。

disk_id0 raid_idに関連するターゲットディスクです。

関連情報
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例:

-> show /STORAGE/raid/controller@0d:00.0/raid_id0/disk_id0

/STORAGE/raid/controller@0d:00.0/raid_id0/disk_id0

Target:

Properties:

fru_manufacturer = HITACHI

fru_serial_number = 000852E6LJYA P4X6LJYA

fru_version = SA25

status = OK

capacity = 136

device_name = /dev/sg8

disk_type = sata

wwn = 5764832510609242989

raid_ids = 0

system_drive_slot = /SYS/DBP/HDD0

Commands:

cd

show

CLIを終了するには、次のように入力します。
-> exit

Sun Blade Zone Manager機能へのアクセス
Oracle Sun Blade 6000または Sun Blade 6048モジュラーシステムを使用している場
合、Oracle ILOMファームウェアバージョン 3.0.10から新しいゾーン管理機能が追加
されています。ゾーン管理機能は、Oracle Sun Blade 6000または Sun Blade 6048モ
ジュラーシステムにインストールされている SAS-2ストレージデバイスに対して使
用できます。Oracle ILOMで SAS-2シャーシストレージデバイスを管理する方法の詳
細については、『Oracle ILOM 3.0 CMM管理ガイド - Sun Blade 6000/Sun Blade 6048モ
ジュラーシステム』を参照してください。

4

Sun Blade Zone Manager機能へのアクセス
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システムアラートの管理 (CLI)

説明 リンク

アラートルール構成を管理するための
CLI手順

■ 125ページの「アラートルール構成の管理 (CLI)」

アラートルール管理用CLIコマンドの
例

■ 129ページの「CLIコマンド:アラートルール」

SMTP電子メールサーバーを構成する
ためのCLI手順

■ 132ページの「SMTPクライアントの構成 (CLI)」

関連情報
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 -概念』、システム監視とアラート管理
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 - Web手順』、システムアラートの管理
■ 『Oracle ILOM 3.0プロトコル管理』、インベントリおよびコンポーネントの管理

アラートルール構成の管理 (CLI)

説明 リンク プラットフォーム機能のサポート

必要条件を確認します。 ■ 126ページの「アラートルール
の設定要件 (CLI)」

■ x86システムサーバー SP
■ SPARCシステムサーバー

SP
■ CMM

アラート構成を構成します。 ■ 126ページの「アラートルール
の作成または編集 (CLI)」

■ 128ページの「アラートルール
の無効化 (CLI)」

テストアラートを生成し
て、アラート構成が機能して
いることを確認します。

■ 128ページの「テストアラート
の有効化 (CLI)」

電子メールでシステムア
ラートを受信者に通知しま
す。

■ 132ページの「SMTPクライア
ントの構成 (CLI)」
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アラートルールの設定要件 (CLI)
■ 電子メール通知アラートを定義する場合は、送信電子メールサーバーをOracle

ILOMで構成する必要があります。送信電子メールサーバーが構成されていない
と、Oracle ILOMは正常に電子メール通知を生成できません。詳細は、132ページ
の「SMTPクライアントの構成 (CLI)」を参照してください。

■ SNMPv3トラップアラートを定義するときは、SNMPユーザー名を SNMP
ユーザーとして定義する必要があります。ユーザーが SNMPユーザーとして定義
されていないと、SNMPv3アラートの受信者は SNMPアラートメッセージを復号
化できません。

■ Oracle ILOMアラートルール構成を管理するには、Admin (a)の役割を有効にする
必要があります。

■ Oracle ILOMからテスト電子メールアラートを発行するには、プラットフォーム
サーバーまたはCMMでOracle ILOMファームウェアバージョン 3.0.4以降の
バージョンのファームウェアを実行している必要があります。

■ 129ページの「CLIコマンド:アラートルール」を確認してください。

▼ アラートルールの作成または編集 (CLI)
始める前に

■ 次の手順を実行する前に、126ページの「アラートルールの設定要件 (CLI)」を確
認してください。

Oracle ILOM CLIを使用してアラートルールを構成するには、次の手順を実行しま
す。

サーバー SPまたはCMMでOracle ILOM CLIにログインします。

アラートルールターゲットに移動するには、cd コマンドを使用します。

■ ラック搭載型サーバー SPの場合、次のように入力します。

-> cd /SP/alertmgmt/rules/n

■ ブレードサーバーモジュールの場合、次のように入力します。

-> cd /CH/BLn/SP/alertmgmt/rules/n

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> cd /CMM/alertmgmt/rules/n

1

2

アラートルールの設定要件 (CLI)
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アラートルールと関連付けられたプロパティーを表示するには、次のように入力し
ます。
-> show

例:
-> show

/SP/alertmgmt/rules/1

Properties:

community_or_username = public

destination = 172.31.250.251

level = minor

snmp_version = 1

type = snmptrap

アラートルールのプロパティーに値を割り当てるには、次のように入力します。
-> set property=value

アラートルールのプロパティーを、次の表に示します。

プロパティー 説明

level critical、major、minor、down、disable

type ipmipet、snmptrap、email
■ 指定するアラートの種類が ipmipetの場合
は、IPMI Pet宛先アドレスを定義する必要が
あります。

■ 指定するアラートの種類が snmptrapの場合
は、SNMP宛先アドレスとポート、および
SNMPのバージョンと、SNMPテストア
ラートの受信を認証するコミュニティー名を
定義する必要があります。

■ 指定するアラートの種類が emailの場合
は、宛先電子メールアドレスを定義する必要
があります。

注 –指定できる destinationアドレスは、ア
ラートルールの種類ごとに 1つです。

destination SNMPトラップの IP/ホスト名、IPMI PETの IPア
ドレス、電子メールのアドレス

たとえば、アラートの種類として emailを設定するには、次のように入力します。

-> set type=email

電子メールアラートを特定の電子メールアドレスに送信するには、次のように入力
します。

3

4

アラートルールの設定要件 (CLI)
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-> set destination=example@example.com

ここでは、example@example.comは宛先電子メールアドレスです。

注 –電子メール通知の宛先用に、SMTPクライアントを構成する必要があります。手
順については、132ページの「SMTPクライアントの構成 (CLI)」を参照してくださ
い。

アラートルールに指定できるプロパティー値の詳細は、『Oracle ILOM 3.0日常的な
管理 -概念ガイド』のアラート管理についてのセクションを参照してください。

▼ アラートルールの無効化 (CLI)
始める前に

■ 次の手順を実行する前に、126ページの「アラートルールの設定要件 (CLI)」を確
認してください。

アラートルールを無効にするには、次の手順に従います。

サーバー SPまたはCMMでOracle ILOM CLIにログインします。

アラートルールターゲットに移動するには、cd コマンドを使用します。

■ ラック搭載型サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/alertmgmt/rules/n

■ ブレードサーバー SPの場合、次のように入力します。
-> cd /CH/BLn/SP/alertmgmt/rules/n

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> cd /CMM/alertmgmt/rules/n

ここでは、BLnはシャーシ内のブレードサーバーモジュールの場所、nはアラート
ルールの番号です。アラートルールには、1 - 15の番号を付けることができます。

アラートルールの構成を無効にするには、次のように入力します。

-> set level=disable

▼ テストアラートの有効化 (CLI)
始める前に

1

2

3

アラートルールの設定要件 (CLI)
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次の手順を実行する前に、126ページの「アラートルールの設定要件 (CLI)」を確認
してください。

次の手順に従って、テストアラートを有効にします。

サーバー SPまたはCMMでOracle ILOM CLIにログインします。

アラートルールターゲットに移動するには、cdコマンドを使用します。

■ ラック搭載型サーバーの場合、次のように入力します。

-> cd /SP/alertmgmt/rules/n

■ ブレードサーバーモジュールの場合、次のように入力します。

-> cd /CH/BLn/SP/alertmgmt/rules/n

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> cd /CMM/alertmgmt/rules/n

ここでは、BLnはシャーシ内のブレードサーバーモジュールの場所、nはアラート
ルールの番号です。アラートルールには、1 - 15の番号を付けることができます。

アラートルールの構成に対するテストアラートを有効にするには、次のように入力
します。

-> set testalert=true

CLIコマンド:アラートルール
次の表は、Oracle ILOM CLIを使ってアラートルール構成を管理する場合に、使用す
る必要のあるCLIコマンドを示しています。

1

2

3

CLIコマンド:アラートルール
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表 15 アラートルール構成を管理するためのCLIコマンド

CLIコマンド 説明

show showコマンドを使用すると、フルパスまたは相対パスのいずれかを指定し
て、任意のレベルのアラート管理コマンドツリーを表示できます。

例:
■ フルパスを使用して最初のアラートルールのプロパティーをすべて表示
するには、次のように入力します。
-> show /SPorCMM/alertmgmt/rules/1

/SPorCMM/alertmgmt/rules/1

Properties:

community_or_username = public

destination = 172.16.132.251

level = minor

snmp_version = 1

type = snmptrap

Commands:

cd

set

show

■ フルパスを使用して最初のアラートルールの typeプロパティーだけを表
示するには、次のように入力します。
-> show /SPorCMM/alertmgmt/rules/1 type

/SPorCMM/alertmgmt/rules/1

Properties:

type = snmptrap

Commands:

set

show

CLIコマンド:アラートルール
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表 15 アラートルール構成を管理するためのCLIコマンド (続き)
CLIコマンド 説明

■ 現在のツリーの場所が /SP/alertmgmt/rulesである場合、相対パスを使用
して最初のアラートルールのプロパティーをすべて表示するには、次の
ように入力します。
-> show 1

/SP/alertmgmt/rules/1

Targets:

Properties:

community_or_username = public

destination = 129.148.185.52

level = minor

snmp_version = 1

type = snmptrap

Commands:

cd

set

show

cd cdコマンドを使用すると、作業用ディレクトリを設定できます。

たとえば、サーバー SPの作業用ディレクトリとしてアラート管理を設定する
には、次のように入力します。

-> cd /SP/alertmgmt

set setコマンドを使用すると、ツリー内の任意の場所からプロパティーの値を
設定できます。ツリー内の場所に応じて、プロパティーのフルパスまたは相
対パスのいずれかを指定できます。

例:
■ フルパスを使用して最初のアラートルールのアラートの typeを ipmipet

に設定するには、次のように入力します。
-> set /SPorCMM/alertmgmt/rules/1 type=ipmipet

■ 現在のツリーの場所が /SP/alertmgmtである場合、相対パスを使用して最
初のアラートルールのアラートの typeを ipmipetに設定するには、次の
ように入力します。
-> set rules/1 type=ipmipet

■ 現在のツリーの場所が /SP/alertmgmt/rules/1である場合、相対パスを使
用して最初のアラートルールのアラートの typeを ipmipetに設定するに
は、次のように入力します。
-> set type=ipmipet

CLIコマンド:アラートルール
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▼ SMTPクライアントの構成 (CLI)
始める前に

■ Oracle ILOM CLIで SMTPクライアントを有効にするには、Admin (a)の役割を有
効にする必要があります。

■ SMTPクライアントの機能には、x86システムサーバー SP、SPARCシステム
サーバー SP、SunブレードCMMの各OracleデバイスのOracle ILOM CLIからアク
セスできます。

■ 構成済みの電子メール通知アラートを生成するには、Oracle ILOMクライアント
が SMTPクライアントとして動作し、電子メールアラートメッセージを送信でき
るようにする必要があります。

Oracle ILOMクライアントを SMTPクライアントとして有効にする前に、電子
メール通知を処理する送信 SMTP電子メールサーバーの IPアドレスとポート番号
を指定しておく必要があります。

SMTPクライアントを有効にするには、次の手順に従います。

サーバー SPまたはCMMでOracle ILOM CLIにログインします。

cdコマンドを使用して、/clients/smtp作業用ディレクトリに移動します。

■ ラック搭載型サーバーの場合、次のように入力します。
-> cd /SP/clients/smtp

■ ブレードサーバーモジュールの場合、次のように入力します。
-> cd /CH/BLn/SP/clients/smtp

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> cd /CMM/clients/smtp

SMTPクライアントのプロパティーを表示するには、次のように入力します。
-> show

例:
-> show

/SP/clients/smtp

Targets:

Properties:

address = 0. 0. 0. 0

port = 25

state = enabled

Commands:

cd

set

show

1

2

3

CLIコマンド:アラートルール
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SMTPクライアントの IP addressを指定したり、portまたは stateプロパティー値を変
更したりするには、次のように入力します。

-> set property=value

たとえば、222.333.44.5を IPアドレスに割り当てるには、次のように入力します。

-> set address=222.333.44.5

4

CLIコマンド:アラートルール
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電力監視およびハードウェアインタ
フェースの管理

説明 リンク

Oracle ILOMファームウェアのポイン
トリリースごとの電力の監視および管
理機能の更新

■ 135ページの「電力管理機能の更新のサマリー (CLI)」

ハードウェアインタフェースの電力の
監視および管理のためのCLI手順

■ 137ページの「システムの消費電力の監視 (CLI)」
■ 144ページの「電力ポリシーおよび通知しきい値の構
成 (CLI)」

■ 147ページの「コンポーネント割り当て配電の監視
(CLI)」

■ 153ページの「電力制限プロパティーの構成 (CLI)」

関連情報
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 -概念』、消費電力
■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 - Web手順』、消費電力の監視と管理
■ 『Oracle ILOM 3.0プロトコル管理』、消費電力の監視と管理

電力管理機能の更新のサマリー (CLI)
次の表では、Oracle ILOM 3.0以降に行われた代表的な電力管理機能の拡張とド
キュメントの更新内容を示します。

表 16 Oracle ILOMファームウェアのポイントリリースごとの電力管理機能の更新

新機能または拡張された
機能

ファームウェアの
ポイントリリース ドキュメントの更新 更新されたCLI手順の参照先

消費電力メトリック
を監視する

Oracle ILOM 3.0 ■ 消費電力メトリックの新しい用語および定義

■ 新しい「System Monitoring」-->「Power
Management」消費電力メトリックのプロパティー

■ デバイスの消費電力を監視するための新しいCLI
手順とWeb手順を追加

■ 137ページの「システ
ムの消費電力の監視
(CLI)」
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表 16 Oracle ILOMファームウェアのポイントリリースごとの電力管理機能の更新 (続き)
新機能または拡張された
機能

ファームウェアの
ポイントリリース ドキュメントの更新 更新されたCLI手順の参照先

電力ポリシープロパ
ティーを構成する

Oracle ILOM 3.0 ■ 新しい電力ポリシープロパティーについての説明
■ 電力ポリシーを構成するための新しいCLI手順と

Web手順を追加

■ 144ページの「電力ポ
リシーおよび通知し
きい値の構成 (CLI)」

消費電力履歴を監視
する

Oracle ILOM
3.0.3

■ 新しい消費電力履歴メトリック
■ 消費電力を監視するための新しいCLI手順とWeb
手順を追加

■ 142ページの「消費電
力履歴の監視 (CLI)」

消費電力通知しきい
値を構成する

Oracle ILOM
3.0.4

■ 新しい消費電力通知しきい値の設定
■ 消費電力しきい値を構成するための新しいCLI手
順とWeb手順を追加

■ 144ページの「電力ポ
リシーおよび通知し
きい値の構成 (CLI)」

割り当て配電メト
リックを監視する

Oracle ILOM
3.0.6

■ 新しいコンポーネント割り当てメトリック
■ 電力割り当てを監視するための新しいCLI手順と

Web手順を追加
■ ブレードスロットの許容電力を構成するための新
しいCLI手順とWeb手順を追加

■ 147ページの「コン
ポーネント割り当て
配電の監視 (CLI)」

電力割当量プロパ
ティーを構成する

Oracle ILOM
3.0.6

■ 新しい電力割当量プロパティー
■ 電力割当量プロパティーを構成するための新しい

CLI手順とWeb手順を追加

■ 153ページの「電力制
限プロパティーの構
成 (CLI)」

CMMシステムの電
源冗長性プロパ
ティーを構成する

Oracle ILOM
3.0.6

■ CMMの新しい電源冗長性プロパティー
■ CMMの電源冗長性プロパティーを構成するための
新しいCLI手順とWeb手順を追加

■ 157ページの「CMM
の電源冗長性プロパ
ティーの管理 (CLI)」

CMM電力管理用の
CLIを更新する

Oracle ILOM
3.0.10

■ 電力管理のための新しい最上位タブをOracle ILOM
Webインタフェースに追加

■ CMM用の改定されたCLIコマンド

■ CMMのOracle ILOM Webインタフェースか
ら「Power Management Metrics」タブを削除

■ ブレードスロットの許可制限 (以前の割り当て可能
電力)を構成するためのCLI手順を更新

■ 151ページの「Oracle
ILOM 3.0.10でのブ
レードスロットの許
容電力または予約電
力の表示 (CLI)」

■ 152ページの「Oracle
ILOM 3.0.10でのブ
レードの許容電力ま
たは許可制限の表示
(CLI)」

■ 157ページの「Oracle
ILOM 3.0.10でのブ
レードサーバーへの
CMM許可制限の設定
(CLI)」

電力管理機能の更新のサマリー (CLI)
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システムの消費電力の監視 (CLI)

説明 リンク プラットフォーム機能のサポート

システムの消費電力監視の
必要条件

■ 137ページの「要件 -消費電力の
監視 (CLI)」

■ x86システムサーバー SP
■ SPARCシステムサーバー SP
■ CMM

消費電力監視のCLI手順 ■ 138ページの「システムの合計消
費電力の監視 (CLI)」

■ 139ページの「実際の消費電力の
監視 (CLI)」

■ 139ページの「個々の電源装置の
消費電力の監視 (CLI)」

■ 140ページの「使用可能な電力の
監視 (CLI)」

■ 141ページの「サーバーハード
ウェアの最大消費電力の監視
(CLI)」

■ 141ページの「許容消費電力の監
視 (CLI)」

消費電力履歴監視のCLI手
順

■ 142ページの「消費電力履歴の監
視 (CLI)」

要件 -消費電力の監視 (CLI)
このセクションで説明されている手順を開始する前に、次の要件が満たされている
ことを確認してください。

■ 使用しているサーバーまたはCMMでOracle ILOMの消費電力機能がサポートさ
れているかどうかを確認するには、そのサーバーまたはCMM用に提供されてい
る管理ガイドまたはOracle ILOM補足マニュアルを参照してください。

■ Oracle ILOMで提供されている消費電力メトリックを表示するには、サーバーで
Oracle ILOMファームウェアバージョン 3.0以降が実行されている必要がありま
す。

■ Oracle ILOMで提供されている消費電力履歴にアクセスするには、サーバーで
Oracle ILOMファームウェアバージョン 3.0.3以降が実行されている必要がありま
す。

注 –消費電力履歴には、Oracle ILOM CLIおよびWebインタフェースからのみアク
セスできます。
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■ プラットフォームサーバーによっては、付加的な電力メトリックが
/SP/powermgmt/advancedノード以下で提供される場合があります。使用している
システムが付加的な電力メトリックをサポートしているかどうかを判断するに
は、使用しているサーバー用のOracle ILOMの補足マニュアルまたは管理ガイド
を参照してください。

■ 手順で使用されている電力監視関連の用語の定義については、『Oracle ILOM 3.0
日常的な管理 -概念ガイド』の電力監視の用語に関するセクションを参照してく
ださい。

▼ システムの合計消費電力の監視 (CLI)
始める前に

137ページの「要件 -消費電力の監視 (CLI)」を確認してください。

システムの消費電力の合計を監視するには、次の手順に従います。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

合計消費電力を表示するには、showコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> show /SYS/VPS

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> show /CH/VPS

例:
-> show /CH/VPS

/CH/VPS

Targets:

history

Properties:

type = Power Unit

ipmi_name = VPS

class = Threshold Sensor

value = 898.503 Watts

upper_nonrecov_threshold = N/A

upper_critical_threshold = N/A

upper_noncritical_threshold = N/A

lower_noncritical_threshold = N/A

lower_critical_threshold = N/A

lower_nonrecov_threshold = N/A

alarm_status = cleared

Commands:

cd

show

1
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Oracle ILOM CLIの合計消費電力センサー用のプロパティーを、次に示します。
■ type

■ class

■ value

■ upper_nonrecov_threshold

■ upper_critical_threshold

■ upper_noncritical_threshold

■ lower_noncritical_threshold

■ lower_critical_threshold

■ lower_nonrecov_threshold

しきい値はプラットフォームに固有です。詳細は、サーバーのドキュメントを参照
してください。

▼ 実際の消費電力の監視 (CLI)
始める前に

137ページの「要件 -消費電力の監視 (CLI)」を確認してください。

実際の消費電力を監視するには、次の手順に従います。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

実際の消費電力を表示するには、showコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> show /SP/powermgmt actual_power

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> show /CMM/powermgmt actual_power

注 – actual_powerは、/SYS/VPS (消費電力履歴)と同じです。actual_powerは、セ
ンサーによって返される値です。

▼ 個々の電源装置の消費電力の監視 (CLI)
始める前に

137ページの「要件 -消費電力の監視 (CLI)」を確認してください。

個々の電源装置の消費電力を監視するには、次の手順に従います。

1

2
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Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

個々の電源装置の消費電力を表示するには、showコマンドを使用します。

■ ラック搭載型サーバーの場合、次のように入力します。

-> show /SYS/platform_path_to_powersupply/[INPUT_POWER|OUTPUT_POWER]

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> show /CH/platform_path_to_powersupply/[INPUT_POWER|OUTPUT_POWER]

次の表に、CLIセンサーのプロパティーを示します。INPUT_POWERおよび
OUTPUT_POWERのどちらのセンサーにも同じプロパティーがあります。

プロパティー 説明

type 電力装置

class しきい値センサー

value <全電力消費量 (ワット)、例: 1400>

upper_nonrecov_threshold 該当なし

upper_critical_threshold 該当なし

upper_noncritical_threshold 該当なし

lower_noncritical_threshold 該当なし

lower_critical_threshold 該当なし

lower_nonrecov_threshold 該当なし

注 –電力センサーは、サーバーモジュール (ブレード)ではサポートされていません。

▼ 使用可能な電力の監視 (CLI)
始める前に

137ページの「要件 -消費電力の監視 (CLI)」を確認してください。

使用可能な電力を監視するには、次の手順に従います。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

1

2

1

要件 -消費電力の監視 (CLI)

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 • 2013年 2月140



システムで使用可能な電力を表示するには、showコマンドを使用します。

■ ラック搭載型サーバーの場合、次のように入力します。

-> show /SP/powermgmt available_power

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> show /CMM/powermgmt available_power

▼ サーバーハードウェアの最大消費電力の監視 (CLI)
始める前に

137ページの「要件 -消費電力の監視 (CLI)」を確認してください。

サーバーのハードウェアの最大消費電力を監視するには、次の手順に従います。

Oracle ILOM SP CLIにログインします。

サーバーのハードウェア構成の最大消費電力を表示するには、showコマンドを使用
します。次のように入力します。

-> show /SP/powermgmt hwconfig_power

▼ 許容消費電力の監視 (CLI)
始める前に

137ページの「要件 -消費電力の監視 (CLI)」を確認してください。

許容消費電力を監視するには、次の手順に従います。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

システムの許容消費電力を表示するには、showコマンドを使用します。

■ ラック搭載型サーバーの場合、次のように入力します。

-> show /SP/powermgmt permitted_power

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> show /CMM/powermgmt permitted_power

2
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▼ 消費電力履歴の監視 (CLI)
始める前に

137ページの「要件 -消費電力の監視 (CLI)」を確認してください。

消費電力履歴を監視するには、次の手順に従います。

Oracle ILOM SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

showコマンドを使用して、実際の消費電力を表示します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> show /SYS/VPS

■ ブレードサーバー SPの場合、次のように入力します。
-> show /CMM/BLn/VPS

■ CMMの場合、次のように入力します。
-> show /CH/VPS

例:
->show /CH/VPS

/CH/VPS

Targets:

history

Properties:

type = Power Unit

ipmi_name = VPS

class = Threshold Sensor

value = 1400.000 Watts

upper_nonrecov_threshold = N/A

upper_critical_threshold = N/A

upper_noncritical_threshold = N/A

lower_noncritical_threshold = N/A

lower_critical_threshold = N/A

lower_nonrecov_threshold = N/A

alarm_status = cleared

Commands:

cd

show

15秒、30秒、60秒間の消費電力の移動平均、および平均消費電力履歴のターゲット
の選択肢を表示するには、showコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。
-> show /SYS/VPS/history

1

2

3
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■ CMMの場合、次のように入力します。

-> show /CH/VPS/history

例:
->show /CH/VPS/history

/CH/VPS/history

Targets:

0 (1 Minute Average, 1 Hour History)

1 (1 Hour Average, 14 Day History)

Properties:

15sec_average = 1210.000

30sec_average = 1400.000

60sec_average = 1800.000

Commands:

cd

show

分または時間での平均消費電力履歴を表示するには、showコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。

-> show /SYS/VPS/history/0

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> show /CH/VPS/history/0

例:
->show /CH/VPS/history/0

/CH/VPS/history/

Targets:

list

Properties:

average = 1500.000

minimum = 1500.000 at Mar 4 08:51:24

maximum = 1500.000 at Mar 4 08:51:23

period = 1 Minute Average

depth = 1 Hour History

Commands:

cd

show

タイムスタンプや消費電力ワット数などの履歴サンプルについての詳細を表示する
には、showコマンドを使用します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力します。

-> show /SYS/VPS/history/0/list

4
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■ CMMの場合、次のように入力します。
-> show /CH/VPS/history/0/list

例:
->show /CH/VPS/history/0/list

/CH/VPS/history/0/list

Targets:

Properties:

Mar 4 08:52:23 = 1500.000

Mar 4 08:51:24 = 1500.000

Mar 4 08:50:24 = 1500.000

Mar 4 08:49:24 = 1500.000

Mar 4 08:48:24 = 1500.000

Mar 4 08:47:23 = 1500.000

Commands:

cd

show

電力ポリシーおよび通知しきい値の構成 (CLI)

説明 リンク プラットフォーム機能のサポート

サーバーでの電力ポリ
シーの使用を構成するCLI
手順

■ 144ページの「サーバー SP
電力ポリシー値の構成
(CLI)」

■ x86システムサーバー SP (Oracle
ILOM 3.0.4よりも前のバージョン)

■ SPARCシステムサーバー SP

通知のための消費電力しき
い値を表示または構成する
CLI手順

■ 145ページの「電力ワット
数通知しきい値の表示と
構成 (CLI)」

■ x86システムサーバー SP
■ SPARCシステムサーバー SP
■ CMM

▼ サーバー SP電力ポリシー値の構成 (CLI)
始める前に

■ Oracle ILOM電力ポリシープロパティーは、すべてのOracleの Sunサーバーでサ
ポートされているわけではありません。電力ポリシー機能がサーバーでサポート
されているかどうかを判断するには、使用しているサーバー用に提供されている
管理ガイドまたはOracle ILOM補足マニュアルを参照してください。

■ Oracle ILOMで電力ポリシープロパティーを変更するには、Admin (a)の役割を有
効にする必要があります。

■ x86プラットフォームサーバーの場合、Oracle ILOMファームウェアバージョン
3.0.3以前がサーバーで実行されている必要があります。

■ SPARCプラットフォームサーバーの場合、Oracle ILOMファームウェア
バージョン 3.0以降がサーバーで実行されている必要があります。

電力ポリシーおよび通知しきい値の構成 (CLI)
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■ この手順で使用されている電力監視関連の用語の定義については、『Oracle ILOM
3.0日常的な管理 -概念ガイド』の電力監視の用語に関するセクションを参照して
ください。

電力ポリシーの設定を定義してサーバーの電力使用を管理するには、次の手順に従
います。

Oracle ILOMサーバー SP CLIにログインします。

サーバーで設定されている現在の電力ポリシープロパティー値を表示するに
は、showコマンドを使用します。次のように入力します。

-> show /SP/powermgmt policy

サーバーで設定されている電力ポリシープロパティー値を変更するには、set コマ
ンドを使用します。次のように入力します。

-> set /SP/powermgmt policy=[Performance|Elastic]

ポリシープロパティーの値 説明

Performance システムが利用可能なすべての電力を使用できるようにします。

Elastic システムの電力使用量を現在の使用率のレベルに合わせて変化できる
ようにします。たとえば、作業負荷が変動した場合でも、相対利用率
が常に 70%で保持されるように、供給する電力を増減します。

▼ 電力ワット数通知しきい値の表示と構成 (CLI)
始める前に

■ プラットフォームサーバーまたはCMMは、Oracle ILOMファームウェア
バージョン 3.0.4以降を実行している必要があります。

■ 電力ワット数通知しきい値を変更するには、Oracle ILOMでAdmin (a)の役割を有
効にする必要があります。

■ この手順で使用されている電力監視関連の用語の定義については、『Oracle ILOM
3.0日常的な管理 -概念ガイド』の電力監視の用語に関するセクションを参照して
ください。

システムによる消費電力ワット数に基づいて通知しきい値を設定するには、次の手
順に従います。

Oracle ILOMサーバー SP CLIまたはCMM CLIにログインします。

1
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現在の電力管理設定を表示するには、showコマンドを使用します。

■ CMMの場合、次のように入力します。

-> show /CMM/powermgmt

■ ラック搭載型サーバーの場合、次のように入力します。

-> show /SP/powermgmt

例:
-> show /SP/powermgmt

/SP/powermgmt

Targets:

budget

powerconf

Properties:

actual_power = 103

permitted_power = 497

allocated_power = 497

available_power = 1500

threshold1 = 0

threshold2 = 0

Commands:

cd

set

show

システムが消費する電力ワット数に基づいて通知しきい値を設定するには、次のよ
うに入力します。

-> set threshold[1|2]=n

ここでは、nはワット数を表します。

注 –通知しきい値を 0 (ゼロ)に設定すると、通知しきい値オプションが無効になりま
す。

2
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コンポーネント割り当て配電の監視 (CLI)

説明 リンク プラットフォーム機能のサポート

電力割り当ての考慮
事項

■ 147ページの「電力割り当ての特別な考
慮事項 (CLI)」

■ x86システムサーバー SP
■ SPARCシステムサーバー

SP
■ CMM

サーバーまたはCMM
でコンポーネント割
り当てメトリックを
表示するためのCLI
手順

■ 148ページの「すべてのシステムコン
ポーネントのサーバー電力割り当ての表
示 (CLI)」

■ 148ページの「サーバーコンポーネント
カテゴリの電力割り当ての表示 (CLI)」

■ 150ページの「すべてのシャーシコン
ポーネントに対するCMM電力割り当て
の表示 (CLI)」

■ 150ページの「CMMコンポーネントカ
テゴリの電力割り当ての表示 (CLI)」

■ 151ページの「Oracle ILOM 3.0.10でのブ
レードスロットの許容電力または予約電
力の表示 (CLI)」

■ 152ページの「Oracle ILOM 3.0.10でのブ
レードの許容電力または許可制限の表示
(CLI)」

電力割り当ての特別な考慮事項 (CLI)
電力割り当てのCLI手順を実行する前に、次のことを考慮します。

■ サーバーまたはCMMは、Oracle ILOMファームウェアバージョン 3.0.6を実行し
ている必要があります。さらに、一部の電力割り当て手順においては (明記され
ている場合)、サーバーまたはCMMがOracle ILOMファームウェアバージョン
3.0.10以降を実行している必要があります。

■ 次のCMMおよびブレードサーバーの電力割り当てプロパティーは、Oracle ILOM
ファームウェアバージョン 3.0.10以降で更新されました。
■ allocated_powerは granted_powerに名前が変更されました

■ allocatable_powerは grantable_powerに名前が変更されました

■ permitted_powerは grant_limitに名前が変更されました

電力割り当ての特別な考慮事項 (CLI)
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更新されたCLIプロパティー 説明

granted_power 単一のサーバーコンポーネント (メモリーモジュールな
ど)、サーバーコンポーネントのカテゴリ (すべてのメモリーモ
ジュールなど)、またはすべてのサーバー消費電力コンポーネントに
よって消費される最大電力の合計。

grantable_power 許可制限を超えることなくCMMからブレードスロットに割り当て可
能な残りの電力の合計 (ワット単位)。

grant_limit CMMがブレードスロットに許可する最大電力。

■ CLI手順で使用されている電力監視関連の用語の定義については、『Oracle ILOM
3.0日常的な管理 -概念ガイド』の電力監視の用語に関するセクションを参照して
ください。

▼ すべてのシステムコンポーネントのサーバー電力
割り当ての表示 (CLI)
始める前に

147ページの「電力割り当ての特別な考慮事項 (CLI)」を確認してください。

すべてのサーバーコンポーネントに割り当てられている電力の合計を表示するに
は、次の手順に従います。

Oracle ILOMサーバー SP CLIにログインします。
または、CMMにログインし、サーバー SPにドリルダウンして、すべての電力消費
コンポーネントに割り当てられている電力の合計を表示することもできます。

システム内のすべてのコンポーネントに割り当てられた電力の合計を表示するに
は、次のように入力します。

-> show /SP/powermgmt allocated_power

▼ サーバーコンポーネントカテゴリの電力割り当て
の表示 (CLI)
始める前に

147ページの「電力割り当ての特別な考慮事項 (CLI)」を確認してください。

サーバーコンポーネントカテゴリに割り当てられている電力の合計を表示するに
は、次の手順に従います。

1
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Oracle ILOMサーバー SP CLIにログインします。

または、CMMにログインし、サーバー SPにドリルダウンして、コンポーネントカ
テゴリに割り当てられている電力の合計を表示することもできます。

コンポーネントカテゴリ (ファン、CPUなど)に割り当てられた電力を表示するに
は、次のように入力します。

-> show /SP/powermgmt/powerconf/component_type

ここでは、component_typeは、コンポーネントカテゴリの名前です。

たとえば、すべてのCPU (コンポーネントカテゴリ)に割り当てられた電力を表示す
るには、次のように入力します。

-> show /SP/powermgmt/powerconf/CPUs

注 –各コマンドでは、コンポーネントによって消費される最大電力の読み取り専用値
がワット単位で返されます。

特定のコンポーネントに割り当てられた電力を表示するには、次のように入力しま
す。

-> show /SP/powermgmt/powerconf/component_type/component_name

ここでは、component_typeはコンポーネントカテゴリの名前、component_nameはコ
ンポーネントの名前です。

例:

CPU0に割り当てられた電力を表示するには、次のように入力します。

-> show /SP/powermgmt/powerconf/CPUs/CPU0

他のラック搭載型サーバーコンポーネントに割り当てられている電力を表示するに
は、次のいずれかを入力します。

■ show /SP/powermgmt/powerconf/Fans/FB0_FMn
■ show /SP/powermgmt/powerconf/PSUs/PSn
■ show /SP/powermgmt/powerconf/CPUs/MB_Pn
■ show /SP/powermgmt/powerconf/memory/MB_P0_Dn
■ show /SP/powermgmt/powerconf/IO/DBP_HDDn

他のブレードサーバーコンポーネントに割り当てられている電力を表示するに
は、次のいずれかを入力します。

■ show /SP/powermgmt/powerconf/CPUs/MB_Pn
■ show /SP/powermgmt/powerconf/memory/MB_P0_Dn
■ show /SP/powermgmt/powerconf/IO/DBP_HDDn
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▼ すべてのシャーシコンポーネントに対するCMM
電力割り当ての表示 (CLI)
始める前に

147ページの「電力割り当ての特別な考慮事項 (CLI)」を確認してください。

すべてのCMMシャーシコンポーネントに割り当てられている電力の合計を表示す
るには、次の手順に従います。

Oracle ILOM CMM CLIにログインします。

すべてのシャーシシステムコンポーネントに割り当てられた電力の合計を表示する
には、次のいずれかの操作を実行します。

■ CMMがOracle ILOM 3.0.8以前を実行している場合は、次のように入力します。
-> show /CMM/powermgmt allocated_power

■ CMMがOracle ILOM 3.0.10以降を実行している場合は、次のように入力します。
-> show /CMM/powermgmt granted_power

ブレードスロットに割り当てられる残存電力を表示するには、次のように入力しま
す。

-> show /CMM/powermgmt allocatable_power

▼ CMMコンポーネントカテゴリの電力割り当ての
表示 (CLI)
始める前に

147ページの「電力割り当ての特別な考慮事項 (CLI)」を確認してください。

CMMコンポーネントカテゴリに割り当てられている電力の合計を表示するには、次
の手順に従います。

Oracle ILOM CMM CLIにログインします。

CMMコンポーネントカテゴリ (ファン、ブレードのスロットなど)に割り当てられた
電力の合計を表示するには、次のように入力します。

-> show /CMM/powermgmt/powerconf/component_type

ここでは、component_typeは、コンポーネントカテゴリの名前です。

1

2

3

1

2

電力割り当ての特別な考慮事項 (CLI)

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 • 2013年 2月150



たとえば、すべてのブレードスロット (コンポーネントカテゴリ)に割り当てられた
電力を表示するには、次のように入力します。

-> show /CMM/powermgmt/powerconf/bladeslots

注 –各コマンドでは、コンポーネントによって消費される最大電力の読み取り専用値
がワット単位で返されます。

特定のCMMシャーシコンポーネントに割り当てられた電力を表示するには、次のよ
うに入力します。

-> show /CMM/powermgmt/powerconf/component_type/component_name

ここでは、component_typeはコンポーネントカテゴリの名前、component_nameはコ
ンポーネントの名前です。

例:

ブレードスロット 0に割り当てられた電力を表示するには、次のように入力しま
す。

-> show /CMM/powermgmt/powerconf/bladeslots/BL0

他のCMMコンポーネント (NEM、ファン、電源装置など)に割り当てられている電
力を表示するには、次のいずれかを入力します。

■ show /CMM/powermgmt/powerconf/NEMs/NEMn

■ show /CMM/powermgmt/powerconf/Fans/FMn

■ show /CMM/powermgmt/powerconf/PSUs/PSn

▼ Oracle ILOM 3.0.10でのブレードスロットの許容電
力または予約電力の表示 (CLI)
始める前に

147ページの「電力割り当ての特別な考慮事項 (CLI)」を確認してください。

シャーシのブレードスロットに割り当てられている電力の合計を表示するには、次
の手順に従います。

Oracle ILOM CMM CLIにログインします。
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すべてのブレードスロットに許容された電力の合計、またはすべての自動送電式 I/O
ブレードスロットに予約された電力の合計を表示するには、次のように入力しま
す。

-> show /CMM/powermgmt/powerconf/bladeslots

すべてのシャーシブレードのスロットに割り当てられた granted_power値および
reserved_power値が表示されます。

例:
-> show /CMM/powermgmt/powerconf/bladeslots

/CMM/powermgmt/powerconf/bladeslots

Targets:

BL0

BL1

BL2

BL3

BL4

BL5

BL6

BL7

BL8

BL9

Properties:

granted_power = 952

reserved_power = 876

Commands:

cd

show

▼ Oracle ILOM 3.0.10でのブレードの許容電力または
許可制限の表示 (CLI)
始める前に

147ページの「電力割り当ての特別な考慮事項 (CLI)」を確認してください。

個別のブレードサーバーの許容電力または電力許可制限を表示するには、次の手順
に従います。

Oracle ILOM CMM CLIにログインします。

個別のブレードに許容された電力の合計、またはブレードに対して設定された許可
制限値を表示するには、次のように入力します。

-> show /CMM/powermgmt/powerconf/bladeslot/BLn

ここでは、nはブレードのスロット位置を表します。

2
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例:
-> show /CMM/powermgmt/powerconf/bladeslots/BL1

/CMM/powermgmt/powerconf/bladeslots/BL1

Targets:

Properties:

granted_power = 0

grant_limit = 800

Commands:

cd

set

show

電力制限プロパティーの構成 (CLI)

説明 リンク プラットフォーム機能のサポート

電力制限を設定するときの
特別な考慮事項

■ 153ページの「電力制限を設定す
るときの特別な考慮事項 (CLI)」

■ x86システムサーバー SP
■ SPARCシステムサーバー SP
■ CMM

サーバー SPの電力制限プ
ロパティーの構成のCLI手
順

■ 154ページの「シャーシブレード
スロットの許容電力の構成
(CLI)」

■ 155ページの「サーバーの電力割
当量プロパティーの設定 (CLI)」

■ 157ページの「Oracle ILOM 3.0.10
でのブレードサーバーへのCMM
許可制限の設定 (CLI)」

電力制限を設定するときの特別な考慮事項 (CLI)
Oracle ILOMで電力制限プロパティーを変更する前に、次のことを考慮します。

■ プラットフォームサーバーまたはCMMは、Oracle ILOMファームウェア
バージョン 3.0.6以降を実行している必要があります。明記されている場合、一部
の電力制限手順では、サーバーまたはCMMがOracle ILOMファームウェア
バージョン 3.0.10以降を実行している必要があります。

■ 次のCMMおよびブレードサーバーの電力割り当てプロパティーは、Oracle ILOM
ファームウェアバージョン 3.0.10以降で更新されました。
■ allocated_powerは granted_powerに名前が変更されました
■ allocatable_powerは grantable_powerに名前が変更されました
■ permitted_powerは grant_limitに名前が変更されました

電力制限を設定するときの特別な考慮事項 (CLI)
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更新されたCLIプロパティー 説明

granted_power 単一のサーバーコンポーネント (メモリーモジュールな
ど)、サーバーコンポーネントのカテゴリ (すべてのメモリーモ
ジュールなど)、またはすべてのサーバー消費電力コンポーネントに
よって消費される最大電力の合計。

grantable_power 許可制限を超えることなくCMMからブレードスロットに割り当て可
能な残りの電力の合計 (ワット単位)。

grant_limit CMMがブレードスロットに許可する最大電力。

■ 電力管理構成プロパティーを変更するには、Oracle ILOMでAdmin (a)の役割を有
効にする必要があります。

■ 手順で使用されている電力監視関連の用語の定義については、『Oracle ILOM 3.0
日常的な管理 -概念ガイド』の電力監視の用語に関するセクションを参照してく
ださい。

■ サーバーの電力制限 (またはサーバーの電力割当量)の使用についての詳細
は、『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 -概念ガイド』の電力管理のセクションを参
照してください。

▼ シャーシブレードスロットの許容電力の構成 (CLI)
始める前に

153ページの「電力制限を設定するときの特別な考慮事項 (CLI)」を確認してくださ
い。

シャーシのブレードスロットに割り当てられる許容電力の合計を構成するには、次
の手順に従います。

Oracle ILOM CMM CLIにログインします。

CMMがブレードスロットに割り当てる許容 (最大)電力を設定するには、次のいずれ
かの操作を実行します。

■ システムがOracle ILOMファームウェアバージョン 3.0.8以前を実行している場合
は、次のように入力します。
-> set /CMM/powermgmt/powerconf/bladeslots/bladeslotn permitted_power=watts

ここでは、nは構成するブレードスロットの数です。

例:
-> set /CMM/powermgmt/powerconf/bladeslots/bladeslot1

permitted_power=1200

Set ’permitted_power’ to ’1200’
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■ システムがOracle ILOMファームウェアバージョン 3.0.10以降を実行している場合
は、次のように入力します。
-> set /CMM/powermgmt/powerconf/bladeslots/bladeslotn grant_limit=watts

ここでは、nは構成するブレードスロットの数です。

注 –ブレードサーバーに電源が投入されないようにするには、シャーシブレードス
ロットの許容電力値を 0に設定します。

▼ サーバーの電力割当量プロパティーの設定 (CLI)
始める前に

153ページの「電力制限を設定するときの特別な考慮事項 (CLI)」を確認してくださ
い。

サーバーの電力割当量プロパティー値を変更するには、次の手順に従います。

Oracle ILOMサーバー SP CLIにログインします。
または、CMMにログインし、ブレードサーバー SPにドリルダウンし
て、サーバーの電力割当量プロパティー値を設定することもできます。

現在の電力割当量設定を表示するには、次のように入力します。
-> show /SP/powermgmt/budget

例:
-> show /SP/powermgmt/budget

/SP/powermgmt/budget

Targets:

Properties:

activation_state = enabled

status = ok

powerlimit = 600 (watts)

timelimit = default (30 seconds)

violation_actions = none

min_powerlimit = 150

pendingpowerlimit = 600 (watts)

pendingtimelimit = default

pendingviolation_actions = none

commitpending = (Cannot show property)

Commands:

cd

show

電力割当量プロパティーを設定するには、次のように入力します。
-> set /SP/powermgmt/budget property=value

1
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ここでは、property=valueは次のいずれかを表します。

■ activation_state=[enabled|disabled]

■ pendingpowerlimit=[watts|percent]

■ pendingtimelimit=[default|none|seconds]

■ pendingviolation_actions=[none|hardpoweroff]

■ commitpending=true

電力割当量プロパティー 説明

アクティベーション状態 電力割当量構成を有効にするには、このプロパティーを有効に
します。

電力制限 Power Limitは、ワット単位、または最小システム電力と最大シ
ステム電力の範囲の%で設定します。

注 –最小システム電力は、CLIの /SP/powermgmt/budget

min_powerlimitターゲット以下で表示できます。最大システム電
力は、WebインタフェースのAllocated Powerプロパティーまた
は CLIの /SP/powermgmt allocated_powerターゲットから確認で
きます。

時間制限 電力使用の上限を設定するために、次のいずれかの猶予期間を
指定します。
■ Default –プラットフォームで選択された最適な猶予期間。
■ None –猶予期間なし。電力の上限が永続的に適用されます。
■ Custom – -ユーザー指定の猶予期間。

違反アクション 電力制限を猶予期間内に実現できない場合にシステムが実行す
るアクションを選択します。このオプションは、noneまたは
hardpoweroffに設定できます。

このプロパティーは、デフォルトでは noneに設定されていま
す。

注 – Oracle ILOM CLIで powerlimit、timelimit、および violation_actionを設定する
には、一致する保留プロパティーを設定し、これら 3つの保留プロパティーをグ
ループとしてコミットする必要があります。set /SP/powermgmt/budget

commitpending=trueを入力してこれらのプロパティーをコミットすると、割当量の
activation_stateが enabledに設定されるたびに、新しい値が適用されます。

電力制限を設定するときの特別な考慮事項 (CLI)
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例:

-> set /SP/powermgmt/budget activation_state=enabled

Set ’activation_state’ to ’enabled’

▼ Oracle ILOM 3.0.10でのブレードサーバーへのCMM
許可制限の設定 (CLI)
始める前に

153ページの「電力制限を設定するときの特別な考慮事項 (CLI)」を確認してくださ
い。

ブレードサーバーに割り当てられる許容電力を構成するには、次の手順に従いま
す。

Oracle ILOM CMM CLIにログインします。

CMMがブレードに割り当てる許容 (最大)電力を構成するには、次のように入力しま
す。

-> set /CMM/powermgmt/powerconf/bladeslots/BLn grant_limit=watts

ここでは、nは構成するブレードサーバーの数です。

注 –サーバーモジュールの電源が投入されないようにするには、ブレードの許可制限
値を 0に設定します。

注 – grant_limitの値を、すでに許容された量 (granted_power)よりも少ない値にする
ことはできません。

CMMの電源冗長性プロパティーの管理 (CLI)

説明 リンク
プラットフォーム機能のサ
ポート

CMM電源冗長性プロパ
ティーを監視または構成す
るCLI手順

■ 158ページの「CMMの電源冗長性プロ
パティーの表示または設定 (CLI)」

■ CMM
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▼ CMMの電源冗長性プロパティーの表示または設
定 (CLI)
始める前に

■ CMMシステムでの電源冗長性プロパティーの使用の詳細は、『Oracle ILOM 3.0
日常的な管理 -概念ガイド』の電力管理のセクションを参照してください。

■ CMMは、Oracle ILOMファームウェアバージョン 3.0.6以降を実行している必要
があります。

■ 電源冗長性プロパティーを変更するには、Oracle ILOMでAdmin (a)の役割を有効
にする必要があります。

■ この手順で使用されている電力監視関連の用語の定義については、『Oracle ILOM
3.0日常的な管理 -概念ガイド』の電力監視の用語に関するセクションを参照して
ください。

Oracle ILOMでCMM電源冗長性プロパティーを表示するには、次の手順に従いま
す。

Oracle ILOM CMM CLIにログインします。

CMMで設定されている現在の電力管理プロパティー値を表示するには、次のように
入力します。

-> show /CMM/powermgmt

CMM電源冗長性プロパティーを設定するには、次のように入力します。
-> set /CMM/powermgmt redundancy=[none|n+n]

例:
-> set /CMM/powermgmt redundancy=none

Set ’redundancy’ to ’none’

注 –冗長性ポリシーを変更すると、サーバーモジュール (ブレード)に割り当てるため
の CMMの許容電力量に影響します。シャーシの許容電源 (Permitted Power)は、使
用可能な電源が提供できる電力から、使用可能な冗長電力を差し引いた電力に設定
されます。さらに、システムで使用できる冗長電力が存在しない場合、電源の損失
が起こると、システムが許容電力 (-Permitted -Power)を下げます。システムが許容
電力 (-Permitted -Power)をすでに割り当てられている電力以下に落とす場合、すみ
やかにサーバーモージュールをオフにする手段をとり、割り当てられた電力を削減
する必要があります。
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ストレージメディアのリダイレクトと
Oracle ILOMリモートコンソールの表示の

ロック
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説明 リンク

Oracle ILOM Storage Redirection CLI機
能の使用方法の検索についての詳細

■ 160ページの「ストレージメディアのリダイレクト
(CLI)」

Oracle ILOMリモートコンソールをセ
キュリティー保護するためのCLI手順
の検索についての詳細

■ 160ページの「ストレージメディアのリダイレクト
(CLI)」

関連情報
■ 『Oracle ILOM 3.0リモートリダイレクションコンソール』、リモートリダイレク
ションコンソールオプション

■ 『Oracle ILOM 3.0リモートリダイレクションコンソール』、CLIまたはWebイン
タフェースを使用したOracle ILOMリモートコンソールの表示のロック

ストレージメディアのリダイレクト (CLI)
Oracle ILOM 3.0のストレージリダイレクションCLI機能は、Oracleのすべての Sun
x86サーバー、および一部の SPARCプロセッサベースのサーバーでサポートされて
います。

Oracle ILOM Storage Redirection CLIの使用方法については、次を参照してください。

■ 『Oracle ILOM 3.0リモートリダイレクションコンソール』、ストレージメディア
をリダイレクトするための初期設定タスク

■ 『Oracle ILOM 3.0リモートリダイレクションコンソール』、Storage Redirection
CLIを使用したストレージデバイスのリダイレクト

注 – Oracle ILOMのストレージリダイレクション機能は、シャーシ監視モジュール
(CMM)またはOracle ILOM 2.0を実行する x86サーバーでは、サポートされていませ
ん。

関連情報
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Oracle ILOMリモートコンソールロックオプションの管理
(CLI)

CLIでOracle ILOMリモートコンソールをロックする方法については、『Oracle ILOM
3.0リモートリダイレクションコンソール - CLIおよびWebガイド』のリモートコン
ソールロックオプションの管理に関する説明を参照してください。

Oracle ILOMリモートコンソールロックオプションの管理 (CLI)
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リモートホストの電源状態、BIOSブート
デバイス、およびホストサーバーコン

ソールの管理
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説明 リンク

リモートサーバーモジュールの電源状
態を管理します

■ 164ページの「サーバー SP CLIまたはCMM CLIから
のリモート電源状態コマンドの実行」

リモートホスト制御 - x86システム SP
のブートデバイス

■ 167ページの「BIOSホストブートデバイスの
オーバーライドの構成 (CLI)」

ホストコンソールの起動、表示プロパ
ティーの変更、およびコンソール履歴
やブートログの表示方法を学習します

■ 168ページの「SPホストコンソールの管理」

関連情報
■ 『Oracle ILOM 3.0リモートリダイレクションコンソール』、リモートホスト管理
オプション

■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 - Web手順』、リモートホストの電源状態の管理

サーバー SP CLIまたはCMM CLIからのリモート電源状態
コマンドの実行

コマンドウィンドウまたは端末から、表 17および表 18で説明されているコマンドを
実行して、離れた場所からホストサーバーまたはCMMの電源状態を制御できま
す。

表 17 サーバー SPのリモート電源制御コマンド

電源状態コマンド 説明 コマンド構文例

start startコマンドを使用して、リモートホ
ストサーバーの電源を投入します。

startコマンドを実行するには、次のよ
うに入力します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力
します。

start /SYS

■ 1つの専用 SP付きブレード
サーバーの場合、次のように入力し
ます。

start /CH/BLn/SYS

■ 2つの専用 SP付きブレード
サーバーの場合、次のように入力し
ます。

start /CH/BLn/NODEn/SYS

関連情報
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表 17 サーバー SPのリモート電源制御コマンド (続き)
電源状態コマンド 説明 コマンド構文例

stop stopコマンドを使用して、ホスト
サーバーの電源を切断する前に、OSを正
常に停止します。

stopコマンドを実行するには、次のよう
に入力します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力
します。

stop /SYS

■ 1つの専用 SP付きブレード
サーバーの場合:

stop /CH/BLn/SYS

■ 2つの専用 SP付きブレード
サーバーの場合:

stop /CH/BLn/NODEn/SYS

stop -force stop -forceコマンドを使用して、リ
モートホストサーバーの電源をただちに
切断します。

stop -forceコマンドを実行するには、次
のように入力します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力
します。

stop -force /SYS

■ 1つの専用 SP付きブレード
サーバーの場合、次のように入力し
ます。

stop -force /CH/BLn/SYS

■ 2つの専用 SP付きブレード
サーバーの場合、次のように入力し
ます。

stop -force /CH/BLn/NODEn/SYS

サーバー SP CLIまたは CMM CLIからのリモート電源状態コマンドの実行
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表 17 サーバー SPのリモート電源制御コマンド (続き)
電源状態コマンド 説明 コマンド構文例

reset resetコマンドを使用して、リモートホ
ストサーバーをただちにリブートしま
す。

resetコマンドを実行するには、次のよ
うに入力します。

■ サーバー SPの場合、次のように入力
します。

reset /SYS

■ 1つの専用 SP付きブレード
サーバーの場合、次のように入力し
ます。

reset /CH/BLn/SYS

■ 2つの専用 SP付きブレード
サーバーの場合、次のように入力し
ます。

reset /CH/BLn/NODEn/SYS

表 18 シャーシ監視モジュール (CMM)のリモート電源状態コマンド

電源状態コマンド 説明 コマンド構文例

start startコマンドを使用して、リモート
シャーシの全電源を入れます。

CMM CLIからリモートシャーシへ start

コマンドを実行するには、次のように入
力します。

start /CH

stop stopコマンドを使用して、シャーシおよ
びそのコンポーネントの電源を正常に切
断します。

CMM CLIからリモートシャーシへ stop

コマンドを実行するには、次のように入
力します。

stop /CH

stop -force stop -forceコマンドを使用し
て、シャーシおよびそのコンポーネント
の電源をただちに切断します。

CMM CLIからリモートシャーシへ stop

-forceコマンドを実行するには、次のよ
うに入力します。

stop -force /CH

ホストサーバーへの接続、またはOracle ILOM CLIからのコマンド実行の詳細につい
ては、37ページの「ネットワーク、Secure Shell、ローカル相互接続の構成」を参照
してください。

サーバー SP CLIまたは CMM CLIからのリモート電源状態コマンドの実行
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▼ BIOSホストブートデバイスのオーバーライドの構
成 (CLI)
始める前に

■ ホストブートデバイスの構成変数を変更するには、Reset and Host Control (r)の役
割が必要です。

注 –ホスト制御のBIOSブートデバイス機能は、x86サーバー SPでサポートされて
います。この機能はCMMまたは SPARCサーバー SPではサポートされていませ
ん。SPARCサーバー SPでのOracle ILOMホスト制御ブートオプションについて
は、システムに付属の管理ガイドまたはOracle ILOM補足マニュアルを参照して
ください。

BIOSブートデバイスをOracle ILOMからオーバーライドするには、次の手順に従い
ます。

Oracle ILOM SP CLIにログインします。

ホストブートプロパティーに移動して表示するには、cdおよび showコマンドを使用
します。

例:
-> cd /HOST

/HOST

-> show

/HOST

Targets:

diag

Properties:

boot_device = default

generate_host_nmi = (Cannot show property)

Commands:

cd

set

show

次回システムの電源が投入されるときのホストブートデバイスを設定するには、次
のように入力します。

-> set boot_device=value

1

2

3
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取り得る値は次のとおりです。

■ default –値を defaultに設定すると、BIOS設定はオーバーライドされませ
ん。defaultに設定すると以前の設定内容もすべてクリアされます。

■ pxe –値を pxeに設定すると、次回のホストブート時にBIOSのブート順序設定は一
時的に無視され、ホストはPXEのブート指定に従ってネットワークから起動しま
す。

■ disk –値を diskに設定すると、次回のホストブート時にBIOSのブート順序設定は
一時的に無視され、BIOSが選択した最初のディスクからブートします。どの
ディスクが選ばれるかは、構成よって異なります。通常、ホストではこのオプ
ションがデフォルトで使用されるため、このオプションを選択してもホストの動
作は変わらない可能性があります。

■ diagnostic –値を diagnosticに設定すると、次回のホストブート時にBIOSの
ブート順序設定は一時的に無視され、ホストは診断パーティションにブートしま
す (構成されている場合)。

■ cdrom –値を cdromに設定すると、次回のホストブート時にBIOSのブート順序設定
は一時的に無視され、ホストは接続されているCD-ROMまたはDVDデバイスから
ブートします。

■ bios –値を biosに設定すると、次回のホストブート時にBIOSのブート順序設定は
一時的に無視され、ホストはBIOS設定画面にブートします。

SPホストコンソールの管理

トピックの説明 リンク プラットフォーム機能のサポート

ホストコンソールプロパ
ティーを表示および設定し
ます

■ 169ページの「ホストコンソール
プロパティーを表示および構成
する」

■ x86システムサーバー SP
■ SPARCシステムサーバー SP

ホストコンソールを起動
し、コンソール履歴または
ブートログ履歴を表示しま
す

■ 171ページの「ホストコンソール
を起動し、コンソール履歴と
ブートログを表示する」

SPホストコンソールの管理
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▼ ホストコンソールプロパティーを表示および構成
する
始める前に

■ Oracle ILOMでホストコンソールプロパティーを変更するには、Oracle ILOMで
Admin (a)の役割の権限を有効にする必要があります。

■ Oracle ILOM 3.0.12から、ホストコンソールプロパティー
(line_count、pause_count、および start_from)はセッションをまたいで保持され
なくなりました。これらのホストコンソールプロパティーの値は、spsh
セッションの間有効です。

Oracle ILOM SP CLIにログインします。

ホストコンソールプロパティーに移動して表示するには、cdおよび showコマンドを
使用します。

例:
-> cd /HOST/console

/HOST/console

-> show

/HOST/console

Targets:

history

Properties:

line_count = 0

pause_count = 0

start_from = end

Commands:

cd

show

start

stop

注 – spshセッションが起動されるたびに、これらのプロパティーはデフォルト値
(line_count = 0、pause_count = 0、start_from = end)に初期化されます。これらプロパ
ティーの値は、実行中の特定の spshセッションの間だけ有効です。

ホストコンソールプロパティーの説明を表示するには、helpコマンドを使用しま
す。

例:
-> help escapechars

Properties:

escapechars : set escape chars using the console connection

1
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escapechars : User role required for set = a

-> help line_count

Properties:

line_count : total number of lines to display

line_count : Possible values = 0-2048 where 0 means no limit

line_count : User role required for set = c

-> help pause_count

Properties:

pause_count : number of lines to display before each pause

pause_count : Possible values = 0-2048 where 0 means no limit

pause_count : User role required for set = c

-> help start_from

Properties:

start_from : from which end of the available history to list

start_from : Possible values = beginning,end

start_from : User role required for set = c

ホストコンソールプロパティーを構成するには、setコマンドを使用します。

例:

■ line_ countプロパティーに値を設定するには、次のように入力します。

-> set line_count=value

ここでは、valueには 1 - 2048を指定できます。

■ pause_countプロパティーに値を設定するには、次のように入力します。

-> set pause_count=value

ここでは、valueには、行数として 1から任意の有効な整数または無限数を指定で
きます。デフォルトでは一時停止しません。

■ start_fromプロパティーに値を設定するには、次のように入力します。

-> set start_from=[end|beginning]

ここでは、endはバッファー内の最後 (最新)の行 (デフォルト)で、beginningは
バッファー内の最初の行です。

■ escapecharsに値を設定するには、次のように入力します。

-> set escapechars=value

ここでは、valueは 2文字に制限されています。デフォルト値は #. (ハッシュとピ
リオド)です。

4
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注 – /SP/console escapecharsプロパティーを使用すると、システムコンソール
セッションを切り替えてOracle ILOMに戻るときに使用する、エスケープ文字
シーケンスを指定できます。エスケープ文字の変更は、現在アクティブなコン
ソールセッションでは有効になりません。

▼ ホストコンソールを起動し、コンソール履歴と
ブートログを表示する
始める前に

■ Oracle ILOMでホストコンソールプロパティーを変更するには、Admin (a)の役割
の権限を有効にする必要があります。

■ Oracle ILOM 3.0.12から、ホストコンソールプロパティー
(line_count、pause_count、および start_from)はセッションをまたいで保持され
なくなりました。これらのホストコンソールプロパティーの値は、spsh
セッションの間有効です。

Oracle ILOM SP CLIにログインします。

ホストコンソールの表示プロパティーを設定します (169ページの「ホストコン
ソールプロパティーを表示および構成する」を参照)。

注 – Oracle ILOM 3.0.12から、ホストコンソールプロパティー
(line_count、pause_count、および start_from)はセッションをまたいで保持されな
くなりました。これらプロパティーの値は、実行中の特定の spshセッションの間だ
け有効です。

ホストコンソールを起動するには、次のように入力します。
-> start /SP/console

コンソール履歴を表示するには、次のように入力します。
-> show /SP/console/history

コンソール履歴バッファーは、最大 1Mバイトの情報を格納できる循環バッファーで
す。このバッファーには、ホストコンソールで制御されるOS情報およびすべての
POST情報とブート情報が格納されます。

ブートログの種類を表示するには、次のように入力します。
-> show /SP/console/bootlog

ブートログは、システムのスタートアップ状況を追跡し、発生した問題をすべて記
録します。

1
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SPARCサーバーでのTPMと LDomの状態
の管理 (CLI)

説明 リンク

SPARCサーバー上のTPMの状態を制
御します

■ 173ページの「SPARCサーバーでのTPMの状態の制御
(CLI)」

SPARCサーバー上の論理ドメイン
(LDom)の構成を管理します

■ 175ページの「SPARCサーバーでの LDom構成の管理
(CLI)」

関連情報
■ 『Oracle ILOM 3.0リモートリダイレクションコンソール』、リモートホスト管理
オプション

■ 『Oracle ILOM 3.0日常的な管理 - Web手順』、SPARCサーバーでのTPMおよび
LDomの状態の管理

▼ SPARCサーバーでのTPMの状態の制御 (CLI)
始める前に

■ Oracle ILOMのTPM (Trusted Platform Module)機能は SPARCサーバーでのみ使用で
きます。

■ SPARCサーバーで、TPMをサポートするバージョンのOracle Solarisオペ
レーティングシステムが実行されている必要があります。

Oracle SolarisでのTPMのサポートの構成に関する詳細は、Oracle Solarisのド
キュメントまたは使用しているサーバーに付属しているプラットフォームのド
キュメントを参照してください。

■ SPARCサーバー SPでOracle ILOM 3.0.8以降のバージョンを使用している必要があ
ります。

■ Oracle ILOMでTPM設定を変更するには、Reset and Host Control (r)ユーザーアカ
ウントが必要です。

Oracle ILOM SP CLIにログインします。1
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showコマンドを使用して、TPMのターゲット、プロパティー、およびコマンドを表
示します。
例:
-> show /HOST/tpm

/HOST/tpm

Targets:

Properties:

activate = false

enable = false

forceclear = false

Commands:

cd

set

show

helpコマンドを使用して、TPMのターゲットおよびプロパティーについての詳細を
表示します。
例:
-> help /HOST/tpm

/HOST/tpm : Host TPM (Trusted Platform Module) Knobs

Targets:

Properties:

activate : TPM Activate Property. If set to TRUE, then TPM

will be activated if the ’enable’ property is also set to TRUE.

activate : Possible values = true, false

activate : User role required for set = r

enable : TPM Enable Property. If not enabled, then TPM

configuration changes can not be made.

enable : Possible values = true, false

enable : User role required for set = r

forceclear : TPM Forceclear Property. If set to TRUE, then

TPM state will be purged on the next power on event if and only if

the ’enable’ property is set to TRUE.

forceclear : Possible values = true, false

forceclear : User role required for set = r

setコマンドを使用して、TPMのプロパティー値を指定します。
例:

■ setコマンドの使用法:
set [target] <property>=<value> [<property>=<value>]

■ プロンプトで、TPMのターゲットと、1つ以上のプロパティー値を次のように指
定します。
-> set /host/tpm property=value

2
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-> set /host/tpm property=value property=value

ここでは、propertyと valueには、次の表に示すいずれかのパラメータを指定でき
ます。

プロパティー 値 例

enable trueまたは falseを指定で
きます。

注 – enableのデフォルト値
は -falseです。

TPM状態を有効にするには、次のように入力します。

-> set /HOST/tpm enable=true

注 – SPARCサーバーの次の電源投入時にTPMの有効な状態を
サーバーに適用するには、TPM状態をアクティブにする必要がありま
す。詳細については、activateプロパティーを参照してください。

activate trueまたは falseを指定で
きます。

注 – activateのデフォルト
値は -falseです。

TPMの状態を有効にし、SPARCサーバーの次の電源投入時に
サーバーでこの状態 (有効)をアクティブにするには、次のように入力
します。

-> set /HOST/tpm enable=true activate=true

forceclear trueまたは falseを指定で
きます。

注 – forceclearのデフォルト
値は -falseです。

SPARCサーバーの次の電源投入時にサーバーでTPMの有効な状態を消
去する (無効にする)には、次のように入力します。

-> set /HOST/tpm forceclear=true

注 – enableと activateのプロパティー値が trueに設定されている場
合、forceclearは trueにのみ設定されます。

SPARCサーバーでの LDom構成の管理 (CLI)

説明 リンク プラットフォーム機能のサポート

必要条件を確認します ■ 176ページの「要件— LDom構成
(CLI)」

■ SPARCシステムサーバー SP

格納されている LDom設定
のOracle ILOM構成を表示お
よび管理します

■ 176ページの「SPARC T3シ
リーズのサーバーに格納されて
いる LDom構成のターゲットお
よびプロパティーの表示 (CLI)」

■ 177ページの「格納されている
LDom構成に対するホストの電
源の指定 (CLI)」

■ 178ページの「制御ドメインのプ
ロパティー値の有効化または無
効化 (CLI)」

SPARCサーバーでの LDom構成の管理 (CLI)
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要件— LDom構成 (CLI)
格納されている論理ドメイン (LDom)構成のOracle ILOM設定を表示および管理する
には、次の要件を満たす必要があります。

■ 適切なOracle ILOMポイントリリースファームウェアがインストールされている
SPARCサーバーのOracle ILOMにアクセスする必要があります (次の「注」を参
照)。

注 – SPARC T3シリーズのサーバーから LDomのターゲットおよびプロパティーを
表示するには、Oracle ILOM 3.0.12以降が必要です。次の場合はOracle ILOM 2.0.0
以降が必要です。(1)ホスト SPARCサーバーで使用する LDom構成を指定する場
合。(2)ホスト SPARCサーバーから制御ドメインのブートプロパティー値を管理
する場合。

■ Oracle VM Server for SPARC (Logical Domains Manager) 2.0以降のソフトウェアがホ
スト SPARCサーバーにインストールされている必要があります。

■ ホスト SPARCサーバーに LDom構成が格納されている必要があります。ホスト
SPARCサーバーで LDom構成を作成して保存する方法については、『Logical
Domains 1.3管理ガイド』を参照してください。

■ 次を設定するには、Oracle ILOMでRemote Host Reset and Host Control (r)権限を有
効にする必要があります。
■ LDomの bootmodeターゲット
■ bootmodeターゲットのプライマリまたはゲストドメインのプロパティー値。

▼ SPARC T3シリーズのサーバーに格納されている
LDom構成のターゲットおよびプロパティーの表
示 (CLI)
SPARC T3シリーズのサーバーに格納されている LDom構成のCLIターゲットおよび
プロパティーを表示するには、次の手順に従います。

SPARC T3シリーズのサーバーでOracle ILOM CLIにログインします。

格納されている LDomホスト構成の名前を表示するには、次のように入力します。
-> show /HOST/domain/configs

格納されている LDom構成の作成日と、格納されている LDom構成内で構成されてい
るドメイン数についてのプロパティー値を表示するには、次のように入力します。
-> show /HOST/domain/configs/<name_of_stored_ configuration>

1
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次の例は、ONEDOMAINという名前の架空の保存済み LDom構成に関連するプロパ
ティー値を表示するCLIの出力を示しています。
-> show

/HOST/domain/configs

Targets:

trimmed

ONEDOMAIN

Properties:

Commands:

cd

show

-> show ONEDOMAIN

/HOST/domain/configs/ONEDOMAIN

Targets:

Properties:

date_created = 2010-08-17 17:09:34

domains = 1

Commands:

cd

show

注 – Oracle ILOMは読み取り専用のプロパティーを非揮発性メモリーに格納し、LDom
Managerの LDom構成が更新されるたびにそれらのプロパティーを更新します。

▼ 格納されている LDom構成に対するホストの電源
の指定 (CLI)
ホストサーバーの電源が投入されたときに使用する LDom構成を指定するには、次
の手順に従います。

SPARCサーバーでOracle ILOM CLIにログインします。

cdコマンドを使用して /Host/bootmodeターゲットに移動したあと、set config=コマ
ンドを使用して格納されている LDom構成の名前を指定します。

次の例は、ONEDOMAINという名前の架空の保存済み LDom構成を bootmodeターゲット
として設定するためのCLIの出力を示しています。
-> cd /HOST/bootmode

/HOST/bootmode

-> set config=ONEDOMAIN

Set ’config’ to ’ONEDOMAIN’

LDom構成の bootmodeプロパティーに加えた変更は、ホストサーバーを次回リ
セットまたは電源投入したときに有効になります。

1
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▼ 制御ドメインのプロパティー値の有効化または無
効化 (CLI)
Oracle ILOMで LDom制御ドメインのブートプロパティー値を有効または無効にする
には、次の手順に従います。

SPARCサーバーでOracle ILOM CLIにログインします。

cdコマンドを使用して /Host/domain/controlターゲットに移動したあと、lsコマン
ドを使用して、ホスト制御ドメインおよびゲストドメインの自動ブートプロパ
ティーを表示します。

例:
-> cd /HOST/domain/control

-> ls

/HOST/domain/control

Targets:

Properties:

auto-boot = enabled

boot_guests = enabled

Commands:

cd

reset

set

show

setコマンドを使用して、次の auto-bootプロパティー値および boot-guestsプロパ
ティー値を指定します。

プロパティー setプロパティー値 説明

auto-boot set auto-boot=<value> set auto-boot=コマンドに続けて、次のプロパティー値のいず
れかを入力します。
■ enabled (デフォルト)。auto-bootプロパティー値を有効に
すると、次回の電源投入またはリセット後に制御ドメイン
が自動的に起動します。

■ disabled。制御ドメインの auto-bootプロパティー値を無効
にすると、次の電源投入またはリセット後にドメインは自
動的にリブートせず、OpenBootの okプロンプトで停止し
ます。
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プロパティー setプロパティー値 説明

boot_guests set boot_guests=<value> set boot_guests=コマンドに続けて、次のプロパティー値のい
ずれかを入力します。
■ enabled (デフォルト)。boot_guestsプロパティーを有効に
すると、ゲストドメインは次回の電源投入またはリセット
後にブートします。

■ disabled。ゲストドメインの boot_guestsプロパティー値を
無効にすると、次の電源投入またはリセット後にゲストド
メインがブートしなくなります。

/HOST/domain/controlをリセットしたあと、ホストで電源をリセットします。

例:

-> reset /HOST/domain/control

-> reset /SYS

boot_guestsプロパティーの変更は、両方のリセット操作 (/host/domain/controlと
/SYS)が完了したあとでのみ有効になります。

4

要件— LDom構成 (CLI)
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CLIコマンドリファレンス

このリファレンスの構文例では、/SP/で始まるターゲットを使用しています。これ
は、ほとんどのOracle Sunサーバーに適用されます。サブターゲットはすべてのプ
ラットフォームで共通のため、これらのコマンドをCMMから実行する場合は、/SP/

で始まるターゲットを /CMM/に置き換えることができます。これらのコマンドをブ
レードサーバーシャーシから実行する場合は、ブレードサーバーのプラット
フォームに応じて、/SP/で始まるターゲットを、/CH/BLnまたは CH/BLn/Nodenに置
き換えることができます。

このリファレンスでは、次のCLIコマンドについて説明します。

■ 181ページの「cdコマンド」
■ 182ページの「createコマンド」
■ 183ページの「deleteコマンド」
■ 184ページの「dumpコマンド」
■ 184ページの「exitコマンド」
■ 185ページの「helpコマンド」
■ 186ページの「loadコマンド」
■ 187ページの「resetコマンド」
■ 187ページの「setコマンド」
■ 198ページの「showコマンド」
■ 210ページの「startコマンド」
■ 211ページの「stopコマンド」
■ 212ページの「versionコマンド」

cdコマンド
cdコマンドを使用すると、ネームスペースを操作できます。ターゲットの場所に cd

を行うと、その場所がほかのすべてのコマンドのデフォルトターゲットになりま
す。ターゲットなしで -defaultオプションを使用すると、最上位のネームスペース
に戻ります。cd -defaultを入力した場合は、cd /を入力した場合と同じ結果が得ら
れます。cdとだけ入力すると、ネームスペースの現在の場所が表示されます。help

targetsと入力すると、ネームスペース全体にあるすべてのターゲットのリストが表
示されます。
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構文

cd target

オプション

[-default] [-h|help]

ターゲットとプロパティー

ネームスペースの任意の場所。

例

emmettというユーザー名を作成するには、/SP/usersに cdを行い、デフォルトの
ターゲットとして /SP/usersを使用して createコマンドを実行します。

-> cd /SP/users

-> create emmett

自分の場所を表示するには、cdと入力します。

-> cd

create コマンド
createコマンドを使用すると、ネームスペースのオブジェクトを設定できま
す。createコマンドで特定のプロパティーを指定しないかぎり、プロパティーは空
です。

構文

create [options] target [propertyname=value]

オプション

[-h|help]

create コマンド
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ターゲット、プロパティー、および値

表 19 createコマンドのターゲット、プロパティー、および値

有効なターゲット プロパティー 値 デフォルト

/SP/users/username password

role

<string>

administrator
|operator|
a|u|c|r|o|s

(なし)

o

/SP/services/snmp/communities

/communityname
permissions ro|rw ro

/SP/services/snmp/users/ username authenticationprotocol

authenticationpassword

permissions

privacyprotocol

privacypassword

MD5

<string>

ro|rw

none|DES|AES

<string>

MD5

(null文字列)

ro

DES

(null文字列)

例

-> create /SP/users/susan role=administrator

deleteコマンド
deleteコマンドを使用すると、ネームスペースのオブジェクトを削除できま
す。deleteコマンドを確認するプロンプトが表示されます。-scriptオプションを使
用することで、このプロンプトの表示を省略できます。

構文

delete [options] [-script] target

オプション

[-h|help] [-script]

deleteコマンド
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ターゲット

表 20 deleteコマンドのターゲット

有効なターゲット

/SP/users/username

/SP/services/snmp/communities/communityname

/SP/services/snmp/users/username

例

-> delete /SP/users/susan

-> delete /SP/services/snmp/communities/public

dumpコマンド
dumpコマンドを使用すると、URIで指定したリモートの場所にターゲットから
ファイルを転送できます。

構文

dump -destination <URI> target

オプション

[-destination]

exitコマンド
exitコマンドを使用すると、CLIセッションを終了できます。

構文

exit [options]

オプション

[-h|help]

dumpコマンド
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helpコマンド
helpコマンドを使用すると、コマンドとターゲットについてのヘルプ情報を表示で
きます。-o|output terseオプションを使用すると、使用法に関する情報のみが表示
されます。-o|output verboseオプションでは、使用法、説明、およびコマンド使用
法の例などの追加情報が表示されます。-o|outputオプションを使用しない場合
は、コマンドの使用法と簡単な説明が表示されます。

command targetsを指定すると、/SPと /SYSにある固定ターゲットのうち、そのコマ
ンドに有効なターゲットの詳細リストが表示されます。固定ターゲットと
は、ユーザーが作成できないターゲットです。

legalコマンドのターゲットを指定すると、著作権情報と製品使用権が表示されま
す。

構文

help [options] command target

オプション

[-h|help] [-o|output terse|verbose]

コマンド

cd、create、delete、exit、help、load、reset、set、show、start、stop、version

例

-> help load

The load command transfers a file from a remote location specified

by the URI and updates the given target.

Usage: load [-script] -source <URI> [target]

-source: Specify the location to get a file.

-> help -output verbose reset

The reset command is used to reset a target.

Usage: reset [-script] [target]

Available options for this command:

-script: Do not prompt for yes/no confirmation and act as if yes

were specified.

helpコマンド
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loadコマンド
loadコマンドを使用すると、Uniform Resource Indicator (URI)で特定されるソースか
らイメージファイルを転送して、Oracle ILOMのファームウェアを更新できま
す。URIによって、転送に使用するプロトコルと認証を指定できます。loadコマン
ドは、FTP、TFTP、SFTP、SCP、HTTP、およびHTTPSプロトコルをサポートして
います。認証が必要であっても指定しない場合は、パスワードの入力を求めるコマ
ンドプロンプトが表示されます。-scriptオプションを使用すると、yesまたは noを
確認するプロンプトの表示が省略され、yesが指定されたものとしてコマンドが動作
します。

注 –このコマンドは、Oracle ILOMのファームウェアとBIOSを更新するために使用し
ます。

構文

load -source URI

オプション

[-h|help] [-script]

例

-> load -source tftp://ip_address/newmainimage

注 –ファームウェアをアップグレードすると、サーバーおよびOracle ILOMがリ
セットされます。アップグレード処理の前に、サーバーの正常な停止を実行してく
ださい。アップグレードの完了には、約 5分かかります。その間、Oracle ILOMの特
別なモードで新しいファームウェアがロードされます。ファームウェアのアップグ
レードが完了してOracle ILOMがリセットされるまで、Oracle ILOMでほかのタスク
は実行できません。

-> load -source tftp://ip_address/newmainimage
Are you sure you want to load the specified file (y/n)? y

File upload is complete.

Firmware image verification is complete.

Do you want to preserve the configuration (y/n)? n

Updating firmware in flash RAM:

.

Firmware update is complete.

ILOM will now be restarted with the new firmware.

loadコマンド
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resetコマンド
resetコマンドを使用すると、ターゲットの状態をリセットできます。リセット操作
を確認するプロンプトが表示されます。-scriptオプションを使用することで、この
プロンプトの表示を省略できます。

注 – resetコマンドは、ハードウェアデバイスの電源状態には影響を与えません。

構文

reset [options] target

オプション

[-h|help] [-script]

(SPARCベースのシステムでは、-f|forceオプションがサポートされています。)

ターゲット

表 21 resetコマンドのターゲット

有効なターゲット

/SP

/SYS

例

-> reset /SP

-> reset /SYS

setコマンド
setコマンドを使用すると、ターゲットのプロパティーを指定できます。

構文

set [options] target [propertyname=value]

オプション

[-h|help]

setコマンド
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ターゲット、プロパティー、および値

表 22 setコマンドのターゲット、プロパティー、および値

有効なターゲット プロパティー 値 デフォルト

/HOST/tpm enable true|false false

activate true|false false

forceclear true|false false

/SP/alertmgmt/rules/nここで
は、nは 1 - 15です

community_or_username <文字列> public

destination SNMPトラップの IP address|hostname

IPMI PETの IP address

電子メールの email_address

(なし)

destination_port <整数> 0

event_class_filter ""|Developer|Email|
Internal|Captive Shell|

Backup|Restore|Reset|

Chassis|Power|HMD|COD|

Storage|CPLD|Restricted

Shell|ZMGTD|Ethernet

Switch|Audit|IPMI|Fault

System|ActDir|LdapSsl| HOST|SP

Hardware

(なし)

event_type_filter ""|Log|Connection|Send|
Test|Product|Chassis|

Voting|Command Entered| Command

Executed|SAS2 fabric status|CMM

Ethernet Switch|State|Action|Fault|

Repair|Warning

(なし)

level disable|down|critical|major|minor (なし)

snmp_version 1|2c|3 3

testrule true (なし)

type email|ipmipet|snmptrap (なし)

/SP/cli timeout <整数>

ここでは、整数は 0 - 1440、0は
timeoutが無効であることを示します

0

setコマンド
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表 22 setコマンドのターゲット、プロパティー、および値 (続き)
有効なターゲット プロパティー 値 デフォルト

/SP/clock datetime <MMDDhhmmYYYY>

ここでは、MMDDhhmmYYYYは現在
の日付と時間を示します

<文字列>

timezone EST|PST8PDT|etc GMT

usentpserver enabled|disabled disabled

/SP/console line_count <整数>

ここでは、整数は 0 - 2048で、0は無
制限であることを示します

0

logging enabled|disabled enabled

pause_count <整数>

ここでは、整数は 0 - 2048で、0は無
制限であることを示します

0

start_from end|beginning end

/SP/services/http port <ポート>

ここでは、ポートは httpサービスの
ポート番号を示します

80

secureredirect enabled|disabled enabled

servicestate enabled|disabled disabled

/SP/services/https port <ポート>

ここでは、ポートは httpsサービスの
ポート番号を示します

443

servicestate enabled|disabled disabled

sslv2 enabled|disabled disabled

sslv3 enabled|disabled enabled

tlsv1 enabled|disabled enabled

weak_ciphers enabled|disabled disabled

/SP/services/ipmi servicestate enabled|disabled enabled

setコマンド
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表 22 setコマンドのターゲット、プロパティー、および値 (続き)
有効なターゲット プロパティー 値 デフォルト

/SP/services/kvms custom_lock_key esc|end|tab|ins|del|home|

enter|space|break|backspace

|pg_up|pg_down|scrl_lck|

sys_rq|num_plus|num_minus|

f1|f2|f3|f4|f5|f6|f7|f8|f9|

f10|f11|f12|a-z|0-9|!|@|#|$ |%|^|&|

*|(|)|-|_|=|+|||~ |‘|[|{|]|}|;|:|’|"
|<|.|>|/|?

(なし)

custom_lock_modifiers l_alt|r_alt|l_shift|r_shift

|l_ctrl|r_ctrl|l_gui|r_gui

(なし)

lockmode disabled|windows|custom disabled

mousemode absolute|relative absolute

servicestate enabled|disabled enabled

/SP/services/snmp engineid <16進数>

ここでは、16進数は snmpエージェン
ト IDを示します

(なし)

port <ポート>

ここでは、ポートは snmpエージェン
トポートアドレスを示します

161

sets enabled|disabled disabled

v1 enabled|disabled disabled

v2c enabled|disabled disabled

v3 enabled|disabled enabled

servicestate enabled|disabled enabled

/SP/services/snmp/mibs dump_uri <URI>

ここでは、URIには
tftp、ftp、sftp、scp、http、または
httpsを使って指定します

(なし)

/SP/services/snmp/

communities/private

permission ro|rw rw

/SP/services/snmp/

communities/public

permission ro|rw ro

setコマンド
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表 22 setコマンドのターゲット、プロパティー、および値 (続き)
有効なターゲット プロパティー 値 デフォルト

/SP/services/snmp/users

/username
authenticationprotocol MD5 MD5

authenticationpassword <パスワード> (null文字列)

permissions ro|rw ro

privacyprotocol none|DES|AES DES

privacypassword <パスワード> (null文字列)

/SP/services/ssh generate_new_key_ action true (なし)

generate_new_key_type none|rsa|dsa (なし)

restart_sshd_action true (なし)

state enabled|disabled enabled

/SP/services/sso state enabled|disabled enabled

/SP/users/username role administrator|operator |a|u|c|r|o|s (なし)

password <パスワード> (なし)

/SP/clients/ activedirectory state enabled|disabled disabled

defaultrole administrator|operator |a|u|c|r|o|s (なし)

dnslocatormode enabled|disabled disabled

expsearchmode enabled|disabled disabled

address <IPアドレス>または <DNS名> (なし)

port <ポート>

ここでは、ポートはActive Directory
サーバーのTCPポートで、0 - 65535
の整数で指定します

0

strictcertmode enabled|disabled disabled

timeout <秒>

ここでは、秒は 0 - 20を示します

4

logdetail none|high|medium|low|trace none

/SP/clients/ activedirectory/

admingroups/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

name <文字列> (なし)

setコマンド
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表 22 setコマンドのターゲット、プロパティー、および値 (続き)
有効なターゲット プロパティー 値 デフォルト

/SP/clients/ activedirectory/

opergroups/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

name <文字列> (なし)

/SP/clients/ activedirectory/

userdomains/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

domain <文字列> (なし)

/SP/clients/ activedirectory/

customgroups/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

name <文字列> (なし)

roles a|u|c|r|o|s| administrator|operator o

/SP/clients/ activedirectory/

alternateservers/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

address <IPアドレス>または <DNS名> (なし)

port <整数> 0

/SP/clients/ activedirectory/

alternateservers/n/cert

ここでは、nは 1 - 5を示します

certstatus <文字列> 証明書なし

clear_action true (なし)

issuer <文字列> (なし)

load_uri <URI>

ここでは、URIは tftp、ftp、または
scpを使って指定します

(なし)

serial_number <文字列> (なし)

subject <文字列> (なし)

valid_from <文字列> (なし)

valid_until <文字列> (なし)

version <文字列> (なし)

setコマンド
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表 22 setコマンドのターゲット、プロパティー、および値 (続き)
有効なターゲット プロパティー 値 デフォルト

/SP/clients/

activedirectory/cert/

certstatus <文字列> 証明書なし

clear_action true (なし)

issuer <文字列> (なし)

load_uri <URI>

ここでは、URIは tftp、ftp、または
scpを使って指定します

(なし)

serial_number <文字列> (なし)

subject <文字列> (なし)

valid_from <文字列> (なし)

valid_until <文字列> (なし)

version <文字列> (なし)

/SP/clients/ activedirectory/

dnslocatorqueries/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

service <ドメイン> (なし)

/SP/clients/dns auto_dns enabled|disabled disabled

nameserver <文字列> (なし)

retries <整数>

ここでは、整数は 0 - 4を示します

(なし)

searchpath <文字列> (なし)

timeout <秒>

ここでは、秒は 0 - 10を示します

(なし)

/SP/clients/ldap binddn <ユーザー名> (なし)

bindpw <パスワード> (なし)

defaultrole administrator|operator| a|u|c|r|o|s o

address <IPアドレス> (なし)

port <整数> 389

searchbase <文字列> (なし)

state enable|disabled disabled

setコマンド
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表 22 setコマンドのターゲット、プロパティー、および値 (続き)
有効なターゲット プロパティー 値 デフォルト

/SP/clients/ldapssl state enabled|disabled disabled

defaultrole administrator|operator| a|u|c|r|o|s (なし)

address <IPアドレス>または <DNS名> (なし)

port <ポート>

ここでは、ポートは LDAP/SSL
サーバーのTCPポートで、0 - 65535
の整数で指定します

0

strictcertmode enabled|disabled disabled

timeout <秒>

ここでは、秒は 0 - 20を示します

4

logdetail none|high|medium|low|trace none

/SP/clients/ldapssl/

optionalUserMapping

state enabled|disabled disabled

/SP/clients/ ldapssl/

admingroups/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

name <文字列> (なし)

/SP/clients/ ldapssl/

opergroups/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

name <文字列> (なし)

/SP/clients/ ldapssl/

userdomains/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

domain <ユーザー名> (なし)

/SP/clients/ldapssl/

customgroups/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

name <文字列> (なし)

roles administrator|operator| a|u|c|r|o|s (なし)

/SP/clients/ldapssl/

alternateservers/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

address <IPアドレス>または <DNS名> (なし)

port <ポート>

ここでは、portは代替サーバー構成
TCPポートで、0 - 65535の整数で指定
します

0

setコマンド
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表 22 setコマンドのターゲット、プロパティー、および値 (続き)
有効なターゲット プロパティー 値 デフォルト

/SP/clients/ldapssl/

alternateservers/n/cert

ここでは、nは 1 - 5を示します

certstatus <文字列> 証明書なし

clear_action true (なし)

issuer <文字列> (なし)

load_uri <URI>

ここでは、URIは tftp、ftp、または
scpを使って指定します

(なし)

serial_number <文字列> (なし)

subject <文字列> (なし)

valid_from <文字列> (なし)

valid_until <文字列> (なし)

version <文字列> (なし)

/SP/clients/ldapssl/cert certstatus <文字列> 証明書なし

clear_action true (なし)

issuer <文字列> (なし)

load_uri <URI>

ここでは、URIは tftp、ftp、または
scpを使って指定します

(なし)

serial_number <文字列> (なし)

subject <文字列> (なし)

valid_from <文字列> (なし)

valid_until <文字列> (なし)

version <文字列> (なし)

/SP/clients/ntp/server/ [1|2] address <IPアドレス> (なし)

setコマンド
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表 22 setコマンドのターゲット、プロパティー、および値 (続き)
有効なターゲット プロパティー 値 デフォルト

/SP/clients/radius defaultrole administrator|operator|

a|u|c|r|o|s|none

operator

address <IPアドレス>または <ホスト名> (なし)

port <ポート>

ここでは、portはRADIUS
サーバーポートを示します

1812

secret <共有シークレット> (なし)

state enable|disabled disabled

/SP/clients/smtp address <IPアドレス>または <ホスト名> (なし)

port <ポート>

ここでは、ポートは SMTP
サーバーポートを示します

25

state enabled|disabled enabled

/SP/clients/syslog[1|2] address <IPアドレス>または <ホスト名> (なし)

/SP/config dump_uri <URI>

ここでは、URIには
tftp、ftp、sftp、scp、http、または
httpsを使って指定します

(なし)

load_uri <URI>

ここでは、URIには
tftp、ftp、sftp、scp、http、または
httpsを使って指定します

(なし)

passphrase <パスフレーズ> (なし)

/SP/diag/snapshot dataset normal|normal-logonly|fruid

|fruid-logonly|full| full-logonly

normal

dump_uri <URI>

ここでは、URIは ftpまたは sftpを
使って指定します

(なし)

encrypt_output true|false false

setコマンド
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表 22 setコマンドのターゲット、プロパティー、および値 (続き)
有効なターゲット プロパティー 値 デフォルト

/SP/network commitpending true (なし)

pendingipaddress <IPアドレス> (なし)

pendingdiscovery dhcp|static dhcp

pendingipgateway <IPアドレス> (なし)

pendingipnetmask <IPアドレス> 255.255. 255.0

state enabled|disabled enabled

/SP/network/ipv6 state enabled|disabled enabled

autoconfig stateless|dhcpv6_stateless|

dhcpv6_stateful|disabled

stateless

pending_static_ ipaddress <IPv6アドレス> (なし)

commitpending true (なし)

/SP/network/test ping <IPv4アドレス> (なし)

ping6 <IPv6アドレス> (なし)

/SP/preferences/banner connect_message <文字列> (なし)

login_message <文字列> (なし)

login_message_ acceptance enabled|disabled disabled

/SP/serial/external commitpending true (なし)

flowcontrol software|hardware|none none

pendingspeed <リストの整数> 9600

speed <リストの整数> 9600

/SP/serial/host commitpending true (なし)

pendingspeed <リストの整数> 9600

speed <リストの整数> 9600

setコマンド
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表 22 setコマンドのターゲット、プロパティー、および値 (続き)
有効なターゲット プロパティー 値 デフォルト

/SP/ check_physical_ presence true|false (なし)

hostname <文字列> (なし)

reset_to_defaults all|factory|none (なし)

system_contact <文字列> (なし)

system_description <文字列> (なし)

system_identifier <文字列> (なし)

system_location <文字列> (なし)

例
-> set /SP/users/susan role=administrator

-> set /SP/clients/ldap state=enabled binddn=proxyuser bindpw=ez24get

showコマンド
showコマンドを使用すると、ターゲットとプロパティーについての情報を表示でき
ます。

-displayオプションは、表示される情報の種類を決定します。-display targetsを
指定すると、現在のターゲットの下にあるネームスペースのすべてのターゲットが
表示されます。-displayプロパティーを指定すると、ターゲットのすべてのプロパ
ティー名と値が表示されます。このオプションでは、特定のプロパティー名を指定
することができ、これらの値のみ表示されます。-display allを指定すると、現在
のターゲットの下にあるネームスペースのすべてのターゲットと、指定した
ターゲットのプロパティーが表示されます。-displayオプションを指定しない場
合、show コマンドは、-display all が指定されたものとして動作します。

-levelオプションは、showコマンドの深さを制御し、-displayオプションのすべて
のモードに適用されます。-level 1を指定すると、オブジェクトが存在するネーム
スペースのレベルが表示されます。1より大きい値の場合、ネームスペースの現在の
ターゲットレベルおよび <指定した値>のレベルより下にあるレベルの情報を返しま
す。-level all引数を指定すると、ネームスペースの現在のレベルとそれより下の
レベルの情報すべてが表示されます。

-o|outputオプションは、コマンド出力の内容と形式を指定します。Oracle ILOMで
は、表形式でターゲットおよびプロパティーを表示する -o tableのみをサポートし
ています。

エイリアスの show componentsは、次の CLIコマンドのショートカットです。

showコマンド
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-> show -o table -level all /SYS component state

show componentsエイリアスでも、このコマンドと同じ出力が生成されます。した
がって、このエイリアスを使用して、ターゲットごとに 1つのプロパティーに限定
して表出力を行うことができます。

構文

show [options] [-display targets|properties|all] [-level value|all] target [propertyname]

オプション

[-d|-display] [-l|level] [-o|output]

ターゲットとプロパティー

表 23 showコマンドのターゲットおよびプロパティー

有効なターゲット プロパティー

/HOST/tpm activate

enable

forceclear

/SYS type

ipmi_name

product_name

product_part_number

product_serial_number

product_manufacturer

fault_state

clear_fault_action

power_state

showコマンド
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表 23 showコマンドのターゲットおよびプロパティー (続き)
有効なターゲット プロパティー

/SYS/DBP/HDDn

ここでは、nは有効なHDDスロットです

type

ipmi_name

fru_name

fru_manufacturer

fru_version

fru_serial_number

controller_id

disk_id

capacity

device_name

disk_type

wwn

raid_status

raid_ids

/STORAGE/raid/controller@od:00.0

ここでは、00.0はコントローラの IDです

fru_manufacturer

fru_model

pci_vendor_id

pci_device_id

pci_subvendor_id

pci_subdevice_id

raid_levels

max_disks

max_raids

max_hot_spares

max_global_hot_spares

min_stripe_size

max_stripe_size

showコマンド
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表 23 showコマンドのターゲットおよびプロパティー (続き)
有効なターゲット プロパティー

/STORAGE/raid/controller@od:00.0/ raid_id0

ここでは、00.0はコントローラの ID、raid_id0は
ターゲットRAIDディスクです

level

status

disk_capacity

device_name

mounted

/STORAGE/raid/controller@od:00.0/
raid_id0/disk_id0

ここでは、00.0はコントローラの ID、raid_id0は
ターゲット RAIDディスク、disk_id0はターゲット
ディスクです

fru_manufacturer

fru_serial_number

fru_version

status

capacity

device_name

disk_type

wwn

raid_ids

system_drive_slot

/SP check_physical_presence

customer_frudata

hostname

reset_to_defaults

system_contact

system_description

system_identifier

system_location

showコマンド
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表 23 showコマンドのターゲットおよびプロパティー (続き)
有効なターゲット プロパティー

/SP/alertmgmt/rules/n

ここでは、nは 1-15を示します

community|username

destination

destination_port

event_class_filter

event_type_filter

level

snmp_version

type

/SP/cli timeout

/SP/clients/ activedirectory state

defaultrole

address

logdetail

port

strictcertmode

timeout

/SP/clients/ activedirectory/ admingroups/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

name

/SP/clients/ activedirectory/ alternateservers/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

address

port

showコマンド
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表 23 showコマンドのターゲットおよびプロパティー (続き)
有効なターゲット プロパティー

/SP/clients/ activedirectory/

alternateservers/n/cert

ここでは、nは 1 - 5を示します

clear_action

certstatus

issuer

load_uri

serial_number

subject

valid_from

valid_until

version

/SP/clients/ activedirectory/cert certstatus

clear_action

issuer

load_uri

serial_number

subject

valid_from

valid_until

version

/SP/clients/ activedirectory/ customgroups/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

name

roles

/SP/clients/ activedirectory/ opergroups/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

name

/SP/clients/ activedirectory/ userdomains/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

domain

/SP/clients/dns auto_dns

nameserver

searchpath

showコマンド
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表 23 showコマンドのターゲットおよびプロパティー (続き)
有効なターゲット プロパティー

/SP/clients/ldap binddn

bindpw

defaultrole

address

port

searchbase

state

/SP/clients/ldapssl defaultrole

address

logdetail

port

state

strictcertmode

timeout

/SP/clients/ldapssl/ optionalUserMapping state

/SP/clients/ ldapssl/ admingroups/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

name

/SP/clients/ ldapssl/ alternateservers/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

address

port

showコマンド
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表 23 showコマンドのターゲットおよびプロパティー (続き)
有効なターゲット プロパティー

/SP/clients/ ldapssl/ alternateservers/n/cert

ここでは、nは 1 - 5を示します

certstatus

clear_action

issuer

load_uri

serial_number

subject

valid_from

valid_until

version

/SP/clients/ldapssl/cert certstatus

clear_action

issuer

load_uri

serial_number

subject

valid_from

valid_until

version

/SP/clients/ ldapssl/ customgroups/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

name

roles

/SP/clients/ ldapssl/ opergroups/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

name

/SP/clients/ ldapssl/ userdomains/n

ここでは、nは 1 - 5を示します

domain

/SP/clients/ntp/server/[1|2] address

showコマンド
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表 23 showコマンドのターゲットおよびプロパティー (続き)
有効なターゲット プロパティー

/SP/clients/radius address

port

secret

state

/SP/clients/smtp port

state

/SP/clock datetime

usentpserver

uptime

timezone

/SP/config dump_uri

load_uri

passphrase

/SP/console line_count

logging

pause_count

start_from

/SP/diag/snapshot dataset

dump_uri

result

/SP/firmware load_uri

/SP/logs/event clear

showコマンド
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表 23 showコマンドのターゲットおよびプロパティー (続き)
有効なターゲット プロパティー

/SP/network commitpending

dhcp_server_ip

ipaddress

ipdiscovery

ipgateway

ipnetmask

macaddress

pendingipaddress

pendingdiscovery

pendingipgateway

pendingipnetmask

state

/SP/network/ipv6 state

autoconfig

dhcpv6_server_duid

link_local_ipaddress

static_ipaddress

ipgateway

pending_static_ipaddress

dynamic_ipaddress_1

/SP/network/test ping

ping6

/SP/powermgmt actual_power

permitted_power

available_power

/SP/preferences/banner connect_message

login_message

login_message_acceptance

showコマンド
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表 23 showコマンドのターゲットおよびプロパティー (続き)
有効なターゲット プロパティー

/SP/serial/external flowcontrol

speed

/SP/serial/host commitpending

pendingspeed

speed

/SP/services/http port

securedirect

servicestate

/SP/services/https port

servicestate

/SP/services/https/ssl cert_status

/SP/services/https/ssl/default_cert issuer

subject

valid_from

valid_until

/SP/services/https/ssl/custom_cert clear_action

issuer

load_uri

subject

valid_from

valid_until

/SP/services/https/ssl/custom_key key_present

load_uri

clear_action

/SP/services/ipmi servicestate

/SP/services/kvms mousemode

servicestate

showコマンド
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表 23 showコマンドのターゲットおよびプロパティー (続き)
有効なターゲット プロパティー

/SP/services/servicetag passphrase

servicetag_urn

state

/SP/services/snmp engineid

port

sets

v1

v2c

v3

servicestate

/SP/services/snmp/communities/private permissions

/SP/services/snmp/communities/public permissions

/SP/services/snmp/users/username password

role

/SP/services/ssh state

/SP/services/ssh/keys/dsa fingerprint

length

privatekey

publickey

/SP/services/ssh/keys/rsa fingerprint

length

privatekey

publickey

/SP/services/sso state

/SP/sessions/sessionid username

starttime

type

mode

showコマンド
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表 23 showコマンドのターゲットおよびプロパティー (続き)
有効なターゲット プロパティー

/SP/users/username role

password

/SP/users/username/ssh/keys/1 fingerprint

algorithm

load_uri

clear_action

embedded_comment

bit_length

/SP/users/username/service service_password

service_password_expires

/SP/users/username/escalation escalation_password

escalation_password_expires

例

-> show /SP/users/user1

-> show /SP/clients -level2

-> show components

startコマンド
startコマンドを使用すると、ターゲットの電源を入れるか、ホストコンソールとの
接続を開始できます。-scriptオプションを使用すると、yesまたは noを確認するプ
ロンプトの表示が省略され、yesが指定されたものとしてコマンドが動作します。

構文

start [options] target

オプション

[-h|help] [-script]

startコマンド
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ターゲット

表 24 startコマンドのターゲット

有効なターゲット 説明

/SYSまたは /CH システムまたはシャーシを起動 (電源を投入)します。

/SP/console コンソールストリームへインタラクティブセッションを開始しま
す。

例

-> start /SP/console

-> start /SYS

stopコマンド
stopコマンドを使用すると、ターゲットを停止するか、またはホストコンソールと
別のユーザーの接続を終了できます。stopコマンドを確認するプロンプトが表示さ
れます。-scriptオプションを使用することで、このプロンプトの表示を省略できま
す。-f|forceオプションは、アクションをただちに実行するように指定します。

構文

stop [options] [-script] target

オプション

[-f|force] [-h|help]

ターゲット

表 25 stopコマンドのターゲット

有効なターゲット 説明

/SYSまたは /CH 正常な停止を実行し、指定したシステムまたはシャーシの電源を切りま
す。 -f|-force オプションを使用すると、正常な停止をスキップし
て、ただちに電源を強制的に切ります。

/SP/console ホストコンソールとほかのユーザーの接続を終了します。

stopコマンド
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例

-> stop /SP/console

-> stop -force /SYS

versionコマンド
versionコマンドを使用すると、Oracle ILOMのバージョン情報を表示できます。

構文

version

オプション

[-h|help]

例

-> version

version SP firmware version: 3.0.0

SP firmware build number: 4415

SP firmware date: Mon Mar 28 10:39:46 EST 2008

SP filesystem version: 0.1.9

versionコマンド
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IPv4または IPv6のOracle ILOM接続に関す
る問題の診断

このセクションでは、IPv6を使用してOracle ILOMにアクセスするときの一般的な問
題の解決策について説明します。

詳細については、次を参照してください。

■ 213ページの「Oracle ILOMの接続に関する問題の診断」

Oracle ILOMの接続に関する問題の診断
IPv6の使用時にOracle ILOMへの接続に関する問題が発生する場合は、次の表で示す
情報を使用すると、IPv6を使用してOracle ILOMにアクセスする際によく発生する問
題の解決に役立ちます。

表 26 IP接続の一般的な問題と推奨される解決策

IPv6接続の一般的な問題 推奨される解決策

IPv6アドレスを使用して
Oracle ILOM Webインタ
フェースにアクセスできな
い。

URL内の IPv6アドレスが角括弧で囲まれていることを確認します。例:

https://[fe80::221:28ff:fe77:1402]

IPv6アドレスを使用して
ファイルをダウンロードで
きない。

URL内の IPv6アドレスが角括弧で囲まれていることを確認します。例:

load -source tftp://[fec0:a:8:b7:214:rfff:fe01:851d]desktop.pkg
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表 26 IP接続の一般的な問題と推奨される解決策 (続き)
IPv6接続の一般的な問題 推奨される解決策

ネットワーククライアント
から IPv6を使用してOracle
ILOMにアクセスできな
い。

分割サブネットの場合は、次の操作を実行します。
■ Oracle ILOMのアドレスがリンクローカルアドレスかどうかだけでなく、動的か静
的かを確認します。

■ ネットワーククライアントに構成されているアドレスがリンクローカルアドレスか
どうかだけでなく、IPv6アドレスかどうかを確認します。

同一サブネットまたは分割サブネットの場合は、次の操作を実行します。
■ Oracle ILOM Webインタフェースの「Network Settings」ページ、またはOracle ILOM

CLIの /SP/network/ipv6のターゲットで、IPv6 Stateの設定が有効になっているこ
とを確認します。

■ 制限付きシェルで ping6を実行します。

■ 制限付きシェルで tracerouteを実行します。

IPv4/IPv6デュアルスタック
ネットワーク環境内でクラ
イアントからOracle ILOM
にアクセスできない。

次の設定が有効になっていることを確認します。
■ State – Oracle ILOM Webインタフェースの「Network Settings」ページ、または CLI
の /SP/networkのターゲットで、Stateの設定を有効にできます。

■ IPv6 State – Oracle ILOM Webインタフェースの「Network Settings」ページ、または
/SP/network/ipv6のターゲットで、IPv6 Stateの設定を有効にできます。

ネットワーククライアント
から IPv4を使用してOracle
ILOMにアクセスできな
い。

Oracle ILOM Webインタフェースの「Network Settings」ページ、またはOracle ILOM CLI
の /SP/networkターゲットで、Stateの設定が有効になっていることを確認します。

Oracle ILOMの接続に関する問題の診断
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ローカル相互接続インタフェースのホス
トOS手動構成ガイドライン

次のトピックでは、ローカル相互接続インタフェース上のホストOS接続ポイントに
対して、ルーティングの宛先とならない IPv4アドレスを手動で構成する場合のガイ
ドラインを提供します。

■ 215ページの「ホストOSでの内部USB Ethernetデバイスの構成」

ホストOSでの内部USB Ethernetデバイスの構成
ローカル相互接続インタフェース上のOracle ILOM SP接続ポイントのルーティング
の宛先とならない IPv4アドレスを手動で構成する場合、ローカル相互接続インタ
フェース上のホストOS接続ポイントのルーティングの宛先とならない IPv4アドレ
スも手動で構成する必要があります。次の表では、オペレーティングシステムごと
に、ホストOS接続ポイントのルーティングの宛先とならない静的 IPv4アドレスを
構成する場合の一般的なガイドラインについて説明します。ホストオペレーティン
グシステムで IPアドレスを構成する方法の詳細については、ベンダーのオペ
レーティングシステムのドキュメントを参照してください。

注 – Oracle ILOMには、ホストオペレーティングシステムへのUSB Ethernetインタ
フェースとしてサーバーにインストールされた内部USB Ethernetデバイスが表示され
ます。
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表 27 ホストOSで内部USB Ethernetデバイスを構成するための一般的なガイドライン

オペレーティングシステム 一般的なガイドライン

Windows Server 2008 Windowsで内部USB Ethernetデバイスが検出されると、ほとんどの場合、そのデバイスの
デバイスドライバを指定するためのプロンプトが表示されます。実際にはドライバは不要
なため、.infファイルを指定することで、内部USB Ethernetデバイスの通信スタックの要
件を満たす必要があります。.infファイルは、Oracle Hardware Management Pack 2.1.0のソ
フトウェアディストリビューションから入手できます。このManagement Packソフト
ウェアをOracleのソフトウェア製品ダウンロードページ (www.oracle.com)からダウン
ロードし、.infファイルを抽出できます。.infファイルをManagement Packソフトウェア
から抽出する方法の詳細については、『Oracle Hardware Management Packユーザーズガイ
ド』を参照してください。

Oracle Hardware Management Pack 2.1.0のソフトウェアディストリビューションから .inf

ファイルを適用すると、「コントロールパネル」(「スタート」 -->「コントロールパネ
ル」)にあるMicrosoft Windowsのネットワーク構成オプションを使用することにより、ホ
ストOS接続ポイントの静的 IPアドレスをローカル相互接続インタフェースで構成できる
ようになります。

Windows 2008で IPv4アドレスを構成する方法の詳細については、Microsoft Windowsオペ
レーティングシステムのドキュメントまたはMicrosoft TechNetサイト (http://
technet.microsoft.com/en-us/library/cc754203%28WS.10%29.aspx)を参照してください。

Linux Oracle Sunプラットフォームサーバーでサポートされているほとんどの Linuxオペ
レーティングシステムのインストールには、内蔵 Ethernetデバイスのデバイスドライバの
インストールが含まれます。

通常、内部USB Ethernetデバイスは、Linuxオペレーティングシステムによって自動的に
検出されます。内部 Ethernetデバイスは、通常 usb0と表示されます。ただし、内部
Ethernetデバイスの名前は、Linuxオペレーティングシステムのディストリビューション
に応じて異なる場合があります。

次の手順で、usb0 (通常、サーバーで検出された内部USB Ethernetデバイス)に対応する静
的 IPアドレスを構成する方法について説明します。

\>lsusb usb0

\> ifconfig usb0 169.254.182.77

\> ifconfig usb0 netmask 255.255.255.0

\> ifconfig usb0 broadcast 169.254.182.255

\> ifconfig usb0

\> ip addr show usb0

注 –一般的な ifconfigの手順を実行する代わりに、インタフェースの構成をスクリプト処
理することもできます。ただし、厳密には、Linuxディストリビューション間でネット
ワークスクリプトは異なります。通常、Linuxの動作バージョンには、ネットワークスク
リプトをモデル化するための例が含まれています。

Linuxオペレーティングシステムを使用してデバイスの IPアドレスを構成する方法の詳細
については、Linuxオペレーティングシステムのドキュメントを参照してください。

ホストOSでの内部USB Ethernetデバイスの構成
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表 27 ホストOSで内部USB Ethernetデバイスを構成するための一般的なガイドライン (続き)
オペレーティングシステム 一般的なガイドライン

Oracle Solaris Oracle Sunプラットフォームサーバー上のほとんどのOracle Solarisオペレーティングシス
テムには、内部USB Ethernetデバイス用のデバイスドライバが搭載されています。このド
ライバがサポートされていなかった場合、Oracle Hardware Management Pack 2.1.0以降のソ
フトウェアからこのドライバを抽出できます。Ethernetインタフェース用の Solaris固有の
OSドライバを抽出する方法については、『Oracle Hardware Management Packユーザーズガ
イド』を参照してください。

通常、内部USB Ethernetデバイスは、Solarisオペレーティングシステムによって自動的に
検出されます。内部 Ethernetデバイスは、通常 usbecm0と表示されます。ただし、内部
Ethernetデバイスの名前は、Oracle Solarisオペレーティングシステムのディストリ
ビューションに応じて異なる場合があります。

Oracle SolarisオペレーティングシステムによってローカルUSB Ethernetデバイスが認識さ
れたあと、USB Ethernetデバイスの IPインタフェースを構成する必要があります。

次の手順で、usbecm0 (通常、サーバーで検出された内部USB Ethernetデバイス)に対応す
る静的 IPアドレスを構成する方法について説明します。
■ IPインタフェースを plumbまたは unplumbするには、次のコマンドを入力します。

ifconfig usbecm0 plumb

ifconfig usbecm0 unplumb

■ アドレス情報を設定するには、次のコマンドを入力します。
ifconfig usbecm0 netmask 255.255.255.0 broadcast 169.254.182.255 169.254.182.77

■ インタフェースを設定するには、次のように入力します。
ifconfig usbecm0 up

■ インタフェースを停止するには、次のように入力します。
ifconfig usbecm0 down

■ アクティブなインタフェースを表示するには、次のように入力します。
ifconfig -a

■ 接続をテストするには、Oracle Solarisホストまたは SP内部USB Ethernetデバイスに対
して pingを実行します。
ping <Solarisホストの IPv4アドレス>

ping <SP-Ethernet USBの IPv4アドレス>

注 –一般的な ifconfigの手順を実行する代わりに、インタフェースの構成をスクリプト処
理することもできます。ただし、厳密には、Oracle Solarisディストリビューション間で
ネットワークスクリプトが異なる場合があります。通常、動作バージョンに、ネット
ワークスクリプトをモデル化するための例が含まれています。

Oracle Solarisオペレーティングシステムを使用してデバイスの静的 IPアドレスを構成する
方法の詳細は、Oracle Solarisオペレーティングシステムのドキュメントを参照してくださ
い。
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注 –内部USB Ethernetデバイスのドライバがオペレーティングシステムのインス
トールに含まれていなかった場合、Oracle Hardware Management Pack 2.1.0以降のソフ
トウェアから Ethernetデバイス用のデバイスドライバを入手できます。このファイ
ルをManagement Packから抽出する方法については、『Oracle Hardware Management
Packユーザーズガイド』を参照してください。
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